
        
            
                
            
        

    

本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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これまでのあらすじ




　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリにおいて坂さか本もと拓たく真まは、その圧倒的な強さと、公式ラスボスより雰囲気のある演技ロールプレイにより『魔王』と呼ばれていた。

　誰より早く《脳の魔王エンケバロウス》を倒したことで、彼は《魔王の指輪》を獲得する。あらゆる魔術を反射するという最強装備のひとつだった。

　ある日──拓真はクロスレヴェリそっくりの異世界へと召喚される。

　豹ひよう人じん族ぞくの少女レムと、エルフの少女シェラ、二人は同時に儀式を行ったらしく〝自分こそが召喚主だ〟と言い争う。

「……この召喚獣はわたしが召喚したのです。あなたの魔術は成功していません」

「違うし！　あたしのだし！」

　しかし《魔王の指輪》により、《隷従の首輪》は彼女たちに嵌はまってしまう。

　二人のケンカに困惑する拓真──プレイヤーとしては優れているが、コミュ力は皆無なのだ。悩んで放った台詞は、ゲームで使っていた魔王ロールプレイだった。

「くだらん争いはやめるがいい。貴様らは今、《ディアヴロ》の前にいるのだぞ」




　地方都市ファルトラを拠点にする三人。

　レムには秘密があった。なんとその身に《魔王クレブスクルム》が封じられているのだという。誰にも助けてもらえまいと悲観する彼女に、ディアヴロは言い放つ。

「俺に全て任せろ。貴様にどんな事情があろうと、魔王が吞のみこんでくれる」

　翌日、冒険者の登録をしたディアヴロたち。

　初クエストに行ってみると──それは罠わなだった。エルフの精鋭部隊がシェラを連れ戻そうと襲ってくる。シェラはエルフの宗主国グリーンウッド王国の王女だったのだ。

　しかしディアヴロは精鋭部隊をあっさりと撃退する。

　死んでも復活できるゲームと、本当に死んでしまう異世界ではレベルの上げやすさが違う。差は大きかった。

　魔族エデルガルトが率いる一〇〇体の魔族が襲来する。同時に、街中にも強力な魔族グレゴールが出現していた。

　本気になったディアヴロは、エデルガルトたち一〇〇体の魔族を退け、帰還魔術により一瞬で街に戻る。そして、グレゴールを圧倒的な魔力で撃破して、レムたちや街を救ったのだった。

　ファルトラ市の領主ガルフォードから、クエストの依頼があった。

　エルフの宗主国グリーンウッド王国の王子キイラが『シェラを引き渡さねば開戦も辞さず』と脅してきたらしい。戦争を回避せよ──というのがクエストの内容だった。

　お目付役として、生真面目な国家騎士アリシアが同行することになる。

　ディアヴロは一度はシェラを奪われてしまうものの……エルフの軍勢も、王子キイラの召喚獣も、領主ガルフォードも打ち倒し、平穏な日常を取り戻したのだった。




　魔族エデルガルトと協力して、レムの中から魔王クレブスクルムを復活させる。

　ところが、クレブスクルムは魔王としての記憶を一部なくしており、ビスケットが大好きなだけの幼女だった。クルムと呼ぶことにする。

　楽しい日々が過ぎていくが……

　アリシアの裏切りと、聖騎士サドラーの嗜し虐ぎやくにより、レムは殺されかける。惨劇を鍵としてクルムは魔王クレブスクルムとなり、暴走してしまった。

　ディアヴロは極大魔術を使い、魔王を打ち倒す。一命を取りとめたレムの声もあって、どうにかクルムは元に戻った。

　二度と暴れないという誓約のため、ディアヴロはクルムに奴隷魔術をかける。

　同じ頃──アリシアとエデルガルトは作戦失敗の責を問われ、魔族たちに追われていた。





プロローグ




　赤紫色の液体が、小さな鱗うろこの並ぶ肌をつたい落ちる。




　魔獣の足が地面を蹴りつけた。

　早馬より速くグランドドラゴンが駆ける。

　アリシアは滑り止めの棘いばらがびっしりついた手綱を握りしめていた。

「ハァ……ハァ……」

　少しでも力を抜くと、魔獣の背から振り落とされそうだ。

　アリシアは国家騎士という立場だったが、その心の奥底では人ひと族ぞくの滅亡を望み、魔族たちに荷担していた。魔王を復活させれば目的に届く、と思っていたのに……

　まさか、一度は復活したかに見えた魔王クレブスクルムが消えてしまうとは！

　無駄足を踏まされた腹いせに魔族たちに殺されかけた。

　結果、アリシアは魔族の少女エデルガルトと共に、彼女の魔獣に乗って逃げているところだ。

　魔族の集団から抜け出すとき──

　エデルガルトが深手を負わされてしまった。

　今は脱力して荷物のように魔獣の背に揺られている。頭から赤紫色の血がこぼれ、止まらなかった。

　魔族はどれほど出血したら命に関わるものなのか、魔族について多く調べたアリシアだったが、個体差が大きいために確実なことはわからない。

　危険な状態なのは間違いなかった。

「エデルガルト様、しっかりしてください！」

「…………あ、う……ん」

　この負傷はアリシアをかばったせいだ。エデルガルト一人なら無傷で逃げられただろうに。

　理不尽な周囲への反発心と、人ひと族ぞくへの憎悪を滾たぎらせていたアリシアだが、今はエデルガルトを助けたい──と、それだけを考えていた。




　陽が落ちて、もう周囲は暗くなっている。

　グランドドラゴンは夜目が利くから、暗いからといって岩にぶつかったり、街道を外れるようなことはない。

「とはいえ、このまま城門まで行くわけにはいきませんね」

「……そ、う？」

　エデルガルトがなんとか聞き取れるていどの声で問うてきた。

　アリシアは首を左右に振る。

「いくらわたくしが国家騎士という立場とはいえ、魔獣に跨またがって魔族を連れて門をくぐったら、その場で捕らえられてしまうでしょう」

「……そう」

　アリシアは背後を振り返る。

「追いかけてくる魔族はいないようです」

「……速い、から～」

「そうですね。驚きました」

　グランドドラゴンは大半の魔族よりも速いようだ。

「……あと……たぶん、恐がってる？」

「なるほど。魔族たちは、魔王様の気配が消滅した理由を把握していませんからね」

　この城塞都市ファルトラに〝魔王を倒すような存在〟がいる可能性は高い。だから迂う闊かつに街へ近付くことはしないのだろう。

　エデルガルトがうめく。

「……なぜ？　なぜ……魔王様は……消え、た？　消えた、の？」

　クレブスクルムが消えてしまった理由はアリシアにもわからなかった。しかし、なんとなく想像はつく。

「おそらくは、ディアヴロ様がなにかしたのでしょう」

「……あい、つ……か」

　声が弱々しい。

　あれほど強い存在に思えたエデルガルトが、今は儚はかなく消えてしまいそうだ。肌に触れると氷のように冷たくなっていた。紫色になってひび割れた唇が開かれる。

「……これから、どう～……する？」

「魔族に追われている以上、街に戻るしかありません。しかし、わたくしは裏切り者です。それに、貴女の容姿は目立ちますし、どうしたらいいでしょうか？」

「……わか、らない。エデルガルトはー……死ぬ？　かも」

「そ、そんなに悪いのですか!?」

「……このまま、だと」

「ダメです！　そんなこと」

「でーもー……もう帰るとこ、ない。魔王城に、戻ったら～……オウロウたち、に……ゴホッ！」

　血の塊を吐いた。

「わ、わかりました！　なんとかしますから、もうしゃべらないでください！」

　アリシアは手綱を引っぱり、グランドドラゴンを止めた。ファルトラ市の南門から、ぎりぎり見えないあたりだ。

　背後を警戒するが、やはり魔族の追っ手はなかった。

　脱力したエデルガルトを降ろす。自分のマントを外し、褐色の肢体を包んだ。

「脚までは隠せませんが、これだけ暗ければ肌に浮かぶ鱗うろこまではわからないでしょう」

「……なに、する？」

「街に入ります」

　このまま外にいたら、魔族にやられるか、野獣に襲われるか、傷が元で命を落とすか。とにかく助かるまい。

「な、ぜ？」

「これは賭けになりますが──魔王様が倒されたのではなく、子供の姿に戻っただけならば……」

「魔王様、生き、てる？　ホント？」

「そうなら、貴女を治してもらいます。魔王様になら可能なのですよね？」

「……できー……る。でも、治してくれない、っぽい？」

　魔王クレブスクルムを覚醒させるために、アリシアはディアヴロたちを裏切った。

　レムやシェラが、クルムにとって家族同然になるまで待ち──聖騎士サドラーをけしかけたのだ。クルムの目の前でレムが殺されるように仕向けた。




　大切な者を奪われた憎悪が無む垢くなる魔王を覚醒させる。




　もしもクルムが生きていたとしても、殺したいほど恨まれていることだろう。ディアヴロの恨みも買っているはずだ。

　アリシアはレムが死んだであろうと考えていた。そうでなければ、魔王クレブスクルムは一時的にでも復活しなかったはず。

　自分はディアヴロたちの前に姿を見せた瞬間、消し炭にされるかもしれない。交渉の余地はあるまい。

　──それでも！

「わたくしに任せてください。なんとかします」

　アリシアは動けなくなっているエデルガルトをマントで包み、抱え上げた。女の細腕だが、そこらの男には負けないくらい訓練を積んでいる。人間ヒユーマンの女性と比べても小柄なエデルガルトを持ちあげるくらいは可能だった。

「……わかった……どうせ、動けない……まか、す」

　荷物のようにエデルガルトを担いで、アリシアはファルトラ市の西門を目指す。

　グランドドラゴンが心配そうな視線を向けてきたが、その容姿では人ひと族ぞくの街には乗っていけない。

　アリシアたちが離れると、俊足の魔獣は踵きびすを返し、夜闇の平原に消えていくのだった。





第一章　鼠を退治してみる




　ディアヴロはベッドに横たわり、深いため息をつく。

　──大変な一日だった。

　アクシデントがあったときは、だいたいそう感じるものだが、今日は本当に大変だった。

　何があったのかは、もう思い出すのも面倒なので措おいておくが……

　今は大幅にＭＰ精神力を消費しており、この世界に来てから一番というくらいダメージを受けていた。

　ディアヴロはＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリにおいて最強に数えられる装備を身に着けている。しかも、それらを限界まで強化済みだった。

　常人なら即死するような攻撃を受けても、当たったと気付くていどにしか感じない。

　しかし今はかなりの傷を負っていた。

　魔王クレブスクルムの攻撃は、物を投げつけてくるなどという子供じみたものだったが、最強装備の物理ダメージ減少効果を易々と突破してきたのだ。

　ディアヴロは考えてしまう。

　──さすがは魔王といったところか。クレブスクルムの記憶が完全に戻っていたら、今の装備では勝てなかったかもしれないな。

「…………」




「なんか難しい顔してるねぇ、ディアヴロ？」




　ベッドの左側が軋きしむ。

　横に寝転んだのは、エルフの少女だった。

　やわらかな金色の髪が、流れる川のように広がり、ディアヴロの腕にも触れる。少しくすぐったい。

　シェラ・Ｌ・グリーンウッドだった。

　神族に最も近いといわれるエルフ族の、しかも王女である。自由を求めて家出中だ。

　もうディアヴロはだいぶ馴なれたが、それでも不意打ちで近付かれると、いまだに少し緊張してしまう。

　今の自分は〝異世界から来た魔王〟を名乗り、実際にこの世界では圧倒的な魔力を誇っている。

　けれども、本当はコミュ障なヒキコモリのゲーマーだった。

　会話が苦手すぎて、ゲームでやっていた魔王の演技ロールプレイを使わないと話せないほどだ。

　とくに女性とは会話をした経験すらほとんどない。

　女性耐性０な単ソ独ロ行プ動レ専イ門ヤ家ーから相対距離15センチに、まるでＣＧかと思うような金髪エルフが寝そべっている。

　内心はドキドキしっぱなしだった。

　しかし、そんな情けない本性を曝さらけ出すのは、まったく魔王らしくない。

　ディアヴロは魔王ロールプレイを発揮して尊大に言い放つ。

「難しい顔をしているだと？　フッ、当然だ……我は貴様など想像もつかぬ深しん淵えんを覗のぞいておるゆえな」

「わぁ～、なんかすごい！　シンエンって？」

　純真というか、単純というか、お子様思考なシェラは畏敬の眼差しを向けてきた。

　実際のところ今のディアヴロが覗いているのは、エルフにしては豊かすぎるシェラの胸の谷間くらいのものだが……




「〝深淵〟とは、奥深く限界が知れないことの比喩ですよ」




　シェラとは逆のベッド右側に、もう一人の少女──レム・ガレウが腰掛けた。

　手を少し動かせば触れてしまう場所に、お尻。穴の開いたスパッツから黒猫っぽい尻尾がにょろんと伸びている。

　レムは豹ひよう人じん族ぞくのなかでも珍しい黒豹タイプの耳と尻尾を持っていた。髪も黒色だ。

　その代わり、というわけでもないだろうが、十四歳にしてはスレンダーな身体つきをしていた。肋あばらの浮いた脇腹や、引き締まった手足など、無駄のない肢体は視線を惹ひきつけて離さない。

　長い黒髪が墨を垂らしたかのように彼女の身体のうえを流れていた。

　レムはいつも少し考えてから話す。

「……ディアヴロ、大変なことがあった日なのですから、もうお休みになってはいかがですか？」

　とても理知的な少女だった。

「うむ、そうするか」

「……はい」

　シェラが創作した妙な歌を歌いながら、一人の子供をベッドに引っ張り上げる。

「寝よー♪　寝よー♪　もう寝よー♪　夜が明けたら、朝ごはんだよー♪　夢のなかではドーナツ、マシュマロ、シュトーレン♪」

　クリーム色の髪を持つ子供だった。頭の左右から太い角が生えている。

　エルフのものより大きな耳と、人ひと族ぞくには見慣れない緋ひ色いろの瞳。魔王クレブスクルムの幼体──クルムだった。

　その表情には、わずかに怯おびえたような色が浮かんでいる。

「よ、よいのか？　マオーもいっしょで……」

「なんで？　一緒に寝たくないの？　やっぱり狭いかなぁ？」

　シェラが首をかしげた。

　クルムが目を細める。

「マオーは人ひと族ぞくを殺したのだぞ!?　ディアヴロのことも殺そうとした。危険だと思っておるだろう!?」

「あはは、心配してるのはシルヴィさんだけだよー」

　シェラが笑いながら、クルムの頭をなでた。

　シルヴィというのは冒険者協会の会長だ。その立場もあって〝たとえ子供の姿だとしても魔王クレブスクルムを街に置いておくなど許さない〟と言いだした。

　たしかに、クルムが魔王クレブスクルムとなって大暴れしたのは事実だ。ディアヴロが戦わなければ街を廃はい墟きよにしていたかもしれない。

　しかし、それは尋常ならざる理由があってのこと。

　彼女が殺したという人ひと族ぞくは、聖騎士サドラーといって殺人魔のような異常者だ。あやうく、レムもクルムも殺されるところだった。

　ディアヴロは思う。

　──あんな危険なヤツが街で暮らしてよくて、クルムが許されないなんて、おかしいじゃないか。今のクルムはただの子供だ。それなのに不安がって、かわいそうだ。

　しかし、幼女に優しい言葉をかけるなんて、ちょっと魔王らしくない。

　ディアヴロは身体を起こして威厳を保ちつつ〝気に病まなくていい〟と伝えておく。




「フッ……貴様が俺を殺そうとしただと？　笑わせるな。あの程度の攻撃なぞ効いておらぬ。なにせ我は真の魔王だからな！　疑うのならば再び挑んでくるがいい。ただし、そのときは手加減せんぞ。塵芥ちりあくたと化してくれよう」




　シェラとレムが不安そうな顔になった。

「はぅ～、もう戦ったりするのはイヤだからね？」

「……落ち着いてください、二人とも」

　ディアヴロは内心で冷や汗を流す。もしかして挑発が過剰だったか？　コミュ力のなさを発揮してしまったのか？

〝今から勝負だ！〟などと言われたら、はげしく面倒だった。

　クルムが飛びかかってくる。

「うへへ！　なら、よかったのだ！　キサマは頑丈だな！　褒めてやろう！」

　ギュッと抱きついてきた。

　子供のせいか体温が高い。ファルトラ市が温暖なせいもあり、幼女マフラーはちょっと暑いくらいだった。

　そんな愛らしいクルムの首元で、無骨な鎖がジャラリと音をたてる。

　レムが自分の首にも嵌はまっている鉄の輪をつまんだ。

「……考えてみれば、そもそも《奴隷魔術》がかかっているのですから、クルムがディアヴロと戦うことはありえませんね」

　冒険者協会会長シルヴィの懸念を払拭するため、クルムは魔術で絶対服従させていた。その証として、首に《奴隷の首輪》が嵌まっている。

　レムとシェラの首元にある《隷従の首輪》と経緯は違うが、同じようなものだった。

　ディアヴロは再びベッドに身体を預ける。

「もう寝るぞ」

「はーい！」

　一番大人っぽい身体つきのシェラが、このなかで一番子供っぽかった。肉感のある肢体を寄せてくる。

　そして相変わらずクルムは抱きついたままだった。ちょっと暑い。

「うむ、寝るのだ！　まぁ、マオーは寝なくてもいいのだがな」

　レムが遠慮がちにベッドの端で横になる。

「……それでは、おやすみなさい」

　彼女が手を伸ばし、壁掛けの蠟ろう燭そくの灯りを落とした。鉄製の柄ひ杓しやくのようなものをかぶせて火を消す。

　暗くなると、すぐに眠気が襲ってきた。




　ディアヴロは気付いていなかった。

　壁の割れ目から、じっと自分を見つめる恐ろしい存在に。





†






　カリカリカリ……




　ディアヴロの頭上で、なにやら聞き慣れない音がしている。

　悪魔が爪で引っかくような音だった。

　最初に飛び起きたのはレムで、ばふっとベッドを叩たたく。
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「ディアヴロ！」

「な……!?」

　枕元を叩かれ、声をあげられて、目が覚めた。

　しかし、部屋は暗闇に包まれている。

　ゲームのＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリでは、たとえダンジョンの深部であろうと、完全な暗所というのは存在しなかった。

　演出上かなり暗いステージであろうと、ディスプレイのブライトネスをめいっぱい上げれば、ゲームの勝敗に関わるものを見落とすことはない。

　しかし、ここは異世界であってゲームではないから、暗闇は暗闇でしかなかった。

　──こんなこともあろうかと、夜戦の対策は考えてある！

　ディアヴロは片手を天井へと伸ばす。

「《ライト》！」

　天井に光球が飛んでいき、当たってはじけて、部屋に光が広がった。

　光属性の初級魔術だ。暇なときに魔術の練習をしておいたのが功を奏した。




　シェラが眩まぶしそうに目元をこすりながら起きあがる。

「ん～？　なに～？」

「クー……スピー……」

〝マオーは寝なくてもいいのだ〟などと言っていたクルムは、これだけ明るくて騒がしいなかでも、がっつり熟睡していた。

　レムが壁を指さす。

「ディアヴロ、あれです！」

「むっ!?」

　ちろちろ、と壁を駆け上がっていくのは、黒に近い灰色の生物であり、細い尻尾があった。

　壁と天井の隙間に消えていく小動物。

　鼠ねずみだ。

　なんだ、鼠か──とアクビをしかけたところで、ふと気付く。

　──俺の頭のあたりで音がしてなかったか!?

「ま、まさか角をかじられたのでは!?」

「ええっ!?」

　レムとシェラが見つめてくる。

　鼠に角をかじられた魔王というのは、かなり格好悪いのではないだろうか？

　だらだら、と冷や汗が噴き出してくる。

　レムが息をついた。

「とくに変化はありませんね」

「うん、いつものディアヴロだね～」

　シェラもほんわかと笑う。

　安あん堵どのあまりつっぷしそうになったが、ここは〝当然〟という顔をしておいた。

「ま、まぁ、たかが鼠ごときに我が角が傷つけられるわけがないな。うむ」

　──よかった～!!　あやうく、ドラ○もんになるところだったぞ!?

　鼠ねずみの消えていった隙間にレムが視線を向ける。

「保存食や装備が被害に遭うことも珍しくありません。明日は鼠退治の道具を買ってきましょう」

「ふんっ、次に見つけたら、我が魔術で吹き飛ばしてくれる」

「……天井ごとなくなってしまいそうですね」

「星空が見えるようになっちゃうね～……ふわぁ～」

　シェラが笑いながらアクビした。

　そして、ふと訊たずねてくる。

「ねぇねぇ、ディアヴロ？　この明るいのって、いつ消えるの？」

「む？」

　部屋には《ライト》の効果が続いていた。

　そういえば、夜戦の対策として明るくする方法は練習しておいたが、それを消すことは考えていなかった。

　余裕の笑みを浮かべて返す。

「フッ、貴様も冒険者を名乗るなら、明るいところでも寝られるようにするのだな」

　しかし正直なところ、ディアヴロだって〝寝にくい！〟と思う。

　──おのれ、鼠めが！

　かつてないほどの殺意を抱くのだった。

　レムが気にした様子もなく横になる。

「……わたしは、むしろ明るいほうが夜襲の不安がなくて寝付きがいいです」

「え～？　なんか眩まぶしいよ～？」

　ぶつぶつ言いながら、シェラがベッドから降りた。そのまま、ドアへと向かう。

　ディアヴロは思わず問いかける。

「どこへ行くのだ？」

　まさか〝呆あきれて出て行く〟なんてことないよな？　と不安になった。

　シェラが頰を染める。

「トイレ」

「そ、そうか。許す、行くがよい」

「ん」




　一人で廊下に出たシェラが、悲鳴をあげた。
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　今度はクルムまでが飛び起きた。

「なにごとなのだー!?」

　まだ《ライト》の効果が続いてる部屋に、シェラと──もう一人が入ってくる。

　シェラは背の側に回された手を摑つかまれており、胸元に短剣を突きつけられていた。恐怖と驚きに顔を引きつらせている。

　襲撃者は、ディアヴロたちのよく知る者だった。

　レムが声をあげる。

「アリシア!?」

　相手のほうも驚いた様子だった。

「レム様!?　い、生きていらしたのですか!?」

「……はい……あなたの噓うそのせいで、サドラーに殺されかけましたが、ディアヴロとシェラに助けられました」

「そうですか」

　アリシアが安あん堵どしたような表情を浮かべた。

　しかし、すぐ元の厳しい雰囲気に戻る。

「動かないでください！　わたくしは本気です」

　シェラにつきつけられた短剣の鋒きつさきが、その豊かな胸元を包む衣服に触れる。

「ひっ!?」

　もうシェラは泣き出しそうだ。

　部屋の入口すぐのところに、シェラを人質にしたアリシアがいる。

　ディアヴロたちはベッドから降りて身構えていたが、この状況では迂う闊かつに動けなかった。

　クルムが睨にらみつける。

「よくマオーの前に出られたものなのだ。八つ裂きにしてやるゆえシェラを離すがよい」

　幼女の外見なのに、その殺意の迫力は本物だった。また魔王クレブスクルムになってしまうのではないかと不安になるほどだ。

　アリシアは首を縦に振った。

「……わたくしの用件が終われば、シェラ様は解放しますし、八つ裂きでもなんでもお好きになさってください」

「ほう？」

「魔王様は、魔族の傷を癒やすことができると聞いております」

「もちろんなのだ」

「こちらへ来ていただけますか？」




　──隣室へと移る。

　そういえば、アリシアが借りた部屋はそのままだった。

　まさか戻ってきていないだろう、と思っていたから訪ねてもいない。

　床に赤紫色の液体が点々と落ちている。

　ベッドに少女が寝かされていた。

　エデルガルトだ。

「魔族ッ!?」

　レムが警戒するが……

　どう見ても重傷だった。シーツに赤紫色の血が広がっている。肌の色は土色へと変わっていた。

　人ひと族ぞくだったなら死体ではないかと疑うところだ。魔族は死ぬと光の粒になって消えてしまうから、まだ生きているのだろう。
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　ディアヴロは合点がいった。

「なるほど、お前たちは繫つながっていたわけか。前にエデルガルトと《星ほし降ふりの塔》で待ち合わせをしたとき、急きゆう遽きよアリシアを連れていったのに何者か尋ねられなかった。そのときに、妙だとは思ったが……そういえば、俺が魔力を注げるかどうかの確認すらされなかったのも、奴隷商で習得したことを伝えていたのだな」

　アリシアだけでなくレムやシェラまでが驚いた様子だった。

「さすがはディアヴロ様です」

「すごいです。そのような細かなことに気付いているとは思いませんでした」

「ぜんぜん気付いてなかったよ！」

　──自分が細かいことを気にしすぎる性格なのか？　それとも、彼女たちが意外と大雑把なのか？

　なんにしても、アリシアとエデルガルトの関係が気になったものの結局は言い出せず、あやうくレムを殺されかけたのだから自慢にもならなかった。




　クルムがベッドの前に立つ。

「で？　何者にやられたのだ？　こやつは、けっこー強い魔族だと思ったのだがな？」

「他の魔族たちです」

「なんだ？　なんで魔族が魔族にやられるのだ？」

「わたくしたちはクレブスクルム様の復活を画策し、それが成ったときには街の結界も破壊されるであろう、と考えていました」

　アリシアから魔族側の経緯を語られた。

　そして、相変わらずシェラに短剣を向けたまま彼女が懇願する。

「お願いします……魔王クレブスクルム様、どうか……エデルガルト様を救ってください」

　腕組みしたクルムが、ディアヴロのほうを振り返った。

「キサマはどう思うのだ？」

「助けてやれ」

　──死んじゃったらかわいそうじゃん。

　相手が誰だろうと命は尊い、と考えるていどには自分は平和ボケだったし、それを無理して変えようとは思わなかった。




　──異世界に来て、モンスターとか殺していたら、人が死ぬことにも抵抗がなくなって、そのうち命を奪うことに馴なれるというヤツもいるのかもしれない。

　少なくともディアヴロは違う。

　実際に目の前で死にかけていたら助けたい、と思うのだった。

　さすがに〝殺すくらいなら殺されたほうがマシ〟だなんて馬鹿げたことは言わないが、もしも選べるならば誰も死なないほうがいい。




　クルムがうなずいた。

「キサマがそう言うのなら、マオーも魔族を治すのはイヤじゃないのだ」

　彼女が小さな手でエデルガルトに触れる。

　べったり、赤紫色の血がついた。

「ハァァァァァッ!!」

　クルムが気合いを入れると、エデルガルトが身じろぎする。

「ウッ……ウウ…………」

「テヤアァァァァァァァァ!!」

　レムがドアのほうを気にした。

「……大丈夫でしょうか？　けっこう遅い時間ですが」

「平気ではないか？　前にレムが大声をあげたときも大丈夫だったからな」

「うっ」

　ディアヴロに耳を責められたときや、シェラに魔力を注がれたときなど、けっこうレムがあえぎ声を宿に響かせたことはあった。

　クルムの気合いの声や、エデルガルトの苦く悶もんの声が続く。

「トリャアアアアッ!!」

「アグッ！　ウッ……クフッ！」

「ンシャアッ!!」

「ハッ！　ンクゥッ、アアアアァァァッ!!」

「ネリャア！　あ～……疲れたから、もう黙ってやるのだ」

　クルムが額の汗をぬぐった。

　思わずつっこみを入れてしまう。

「黙ってやれるのなら、最初からそうするがいい！」

「うーん……できるのだけど～」

「何か問題があるのか？」

「スゴイことしてる感じがしないではないか。マオーはスゴイのだぞ!?」

「ああ、すごいすごい。だから静かにやるがいい。宿屋から追い出されるぞ」

　宿屋《安心亭》の看板娘アイドルメイちゃんは怒るとけっこう恐いのだ。

　クルムが口を閉じて集中した。

　エデルガルトがひときわ大きな声をあげて、背中を反り返らせる。そして、ガクッと脱力した。

　どうやら出血は止まったようだ。




　驚いたことに、エデルガルトがすぐ身体を起こした。今さっきまで死にかけていたというのに！

　血まみれのベッドから降りて、床に片膝をついた。

「魔王様、ありがたき～、しあわせ！　感謝？　感謝！」

「うむうむ」

「あの……魔王様は～、生きてる？　なぜ……元に戻ってしまった？　ですか？」

「マオーはすごく悲しいことがあったのだ。悲しいことが起きたと思ったのだ。そしたら世界が真っ赤になってしまった。でも違った。起きていなかったから、元に戻ったのだ」

「そう、です、か」

「マオーはビスケットを食べていられれば、それでいいのだ。なにがダメなのだ？」

　エデルガルトが深々と頭を下げる。

　そして、うなった。

「わか、らない……わからない？　わからない！　魔族は、人ひと族ぞくを殺すもの。破壊するもの。どうして？」

　クルムが首をかしげる。

「さてな？　マオーは人の街で暮らすことにした。あんな悲しいことは、もうやめよ。この命令が聞けぬなら、もうキサマはマオーの配下ではないのだ」

　エデルガルトが首肯した。

「誓って……二度と魔王様の意に、反さ……ない……もう、しません」

　どうやら、こっちは問題なさそうだ。もともとエデルガルトは話が通じるタイプだったし、人ひと族ぞくを殺すことよりも魔王への忠誠に重きを置いている。
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　アリシアがシェラから手を離した。短剣も収める。

「ありがとうございました。わたくしの処分はいかようにも」

「……理由を教えてもらえませんか？」

　レムが尋ねた。

「貴女をサドラーに引き渡した理由ですか？　それは魔王復活のためであり、わたくしが魔王復活を望む魔王崇拝者だからです」

「……そのようですね。でも、わたしが知りたいのは、どうして国家騎士で公爵家令嬢であるあなたが魔王崇拝者などになったのか、です」

　アリシアが奥歯を嚙かんだ。

　目つきが悪くて、どことなくすさんだ表情を見せる。今までの人当たりのいい優等生な雰囲気と全く違っていた。どうやらこっちのほうが彼女の素に近いようだ。

「人なんか滅べばいい──と思ったことはありませんか？　ぶち殺すぞクソ野郎が！　と内心で叫んだことは？」

「……程度はともかく、他人に腹を立てたことはありますね。たぶん、あなたが思うよりも多いです」

「わたくしは納得のできない〝正しさ〟を強制されつづけ……」

「……それは、あなたの立場からすると、王都でですか？」

「両親や、他の国家騎士たちや、王宮にいる大臣や……そして、国王も。わたくしには、もう人ひと族ぞくというものが醜く見えて仕方がないのですよ。こんな世界を滅ぼしてしまいたいほどに」

「……なにかあったのですか？」

「むしろ、これといった事件があったほうがよかったのかもしれません。それなら〝あれは特別なアクシデントだった〟と割り切れたかも。私は善意の皮をかぶった私欲や、肩書きばかり立派な者たちの裏側に触れすぎたのだと思います」

「……なるほど」

「あるいは、国を捨てて冒険者になればよかったのかもしれません」

　アリシアはシェラを見た。

　ちょっと遅れて、シェラは自分を引き合いに出されたのだと気付いたらしい。

「あ、うん！　エルフの国じゃイヤなこともあったけど、今は楽しいよ！　夜の森は恐かったけど……レムとかディアヴロのおかげで、今は楽しい！」

「どうしてエルフの国を滅ぼさなかったのですか？」

「ええっ!?　だって、あたしが合わなかっただけだし……みんなとは離れたけど、あっちはあっちで幸せに暮らしてくれたらいいし……」

「自分の嫌悪しているものが、この世界に存在していることが許せないと思わないのですか？」

「どうでもいいかなぁ？」

　なにごとにもこだわりの薄いシェラだった。

「わたくしは許せませんでした」

　アリシアが歯は嚙がみする。

　レムが苦々しげな顔で問う。

「……あなたは人ひと族ぞくを嫌いになり、それを滅ぼすために国家騎士でありつづけたのですか？」

「はい。最も効率的に滅亡させるには、魔王の復活しかないと考えたのです」

「なんという……」

　善良で優等生なアリシアの内側が、ドロドロの憎悪だったとは……




　もっと柔軟というか、適当な性格だったら救われたのだろうか。嫌なことがあっても、他のことで気晴らしをして忘れられたら。

　──俺も同じようなものか？

　ネガティブな感情をうまく発散できていれば、もっと人生に前向きになれたのかもしれない。良い意味で適当にがんばれたのかも。廃人と言われるほどネトゲに逃げこまなくて済んだのだろうか？

　アリシアは生真面目だ。それだけは裏も表もない。どんな物事にも真剣に妥協せずに全力を尽くす。結果として──人ひと族ぞくに対する憎悪についても、本気で解消に向かってしまった。魔王復活を目指すという形で。




　アリシアがクルムを見つめる。

「魔王様、本当に人ひと族ぞくを滅ぼそうとは思われないのですか？」

「くどいのだ。キサマほど人ひと族ぞくを憎んでもいなければ、絶望もしておらん。そもそも人ひと族ぞくなんぞ、ここにいる者たちとピーターくらいしか知らぬ」

　ピーターというのは南地区にあるパン屋で、美味しいビスケットも売っている。三兄弟のグラスウォーカーがやっているのだが、三人揃そろってピーターなのだという。なんだそれは個人名じゃなくてユニット名か。

　アリシアがうなずいた。

「……そうですか……ならば、もう……わたくしに残されたものはありませんね」

　うなだれると、一度は収めた短剣を再び引き抜く。

　そして自分の首筋へとあてがった。

　レムが慌てる。

「な、なにをする気ですか!?」

「貴女たちへの裏切りが許されるとは思っていません……ならば、自分で終わらせるのがよいかと」

「馬鹿なことを！」

「そうですか？　許せるものではないでしょう？　わたくしは誰かに脅されたわけでも、命じられたわけでもなく、ただ人ひと族ぞくを虐殺することを期待して魔王様を復活させるために、生いけ贄にえとしてレム様が殺されるように仕向けたのですよ？」

「……あなたの間違った方向への生真面目さには呆あきれてしまいます。しかし、誰もが自分と同じではないということは理解していますね？」

「当然です。わたくしは異なるからこそ、周りに嫌悪感を抱いているのですから」

「……ならば、わたしがあなたの死を望まないことも理解してください」

「えっ!?」

　これにはディアヴロも驚いた。今回の件で、最も酷い目に遭ったのはレムだ。

　アリシアが信じられないという顔で問う。

「どういうことでしょうか？　シェラ様を助けたことで、わたくしを仲間だと感じているのですか？　だとすれば勘違いです。あれは充分な勝算があったうえで、貴女たちに信用されるために協力したのですから。わたくしは人ひと族ぞくの敵です」

「……それなら……どうして、さっきシェラを無傷で解放したのですか？」

　レムの問いに、アリシアが戸惑う。

「え？　それは約束したので……」

「本当に人ひと族ぞくを殺したくて、もう自害する気なら、シェラを刺してもよかったはずです」

　例えでも、そんな話をされてシェラが震えあがった。ディアヴロの後ろに隠れる。

「こ、こわいよ～」

「案ずるな。そうしなかったのは〝人ひと族ぞくを殺したい〟などというアリシアの言葉が偽りなのではないか、という話だ」

「ん～と……つまり、アリシアさんは人ひと族ぞくを憎んでないってこと？」

「殺したいほど憎い相手はいるのだろう。しかし、少なくとも〝自分が死ぬ前にこいつだけは殺しておきたい〟と思うなかにシェラは入っていなかったらしいな。よかったな」

「やった！」

　シェラが両手を挙げた。

　レムが人差し指をつきつける。

「……アリシア、あなたは人ひと族ぞくの誰かに強い憎悪を感じているのでしょう。しかし、わたしが生きていることに安あん堵どしたり、シェラを傷つけなかったのは、言っていることと行動に不一致があります」

「なるほど。そうですね」

「……どうなのですか？　わたしたちを本当に殺したいと思っているのですか？」

「レム様のおっしゃるとおりです。あまり気は進みませんが、ここで戦うべきなのかも」

「気が進まないのならやめてください！」

「で、でも、中途半端はよくないし、言ったことは実行しなくては……」

「……どうして、あなたは無駄に真面目なのですか。むしろ自分の言っていることがおかしいと思わないのですか？」




「どうせ、わたくしは正常ではありません。もう……もう結構です！　どうせ他の人に理解されるなんて期待はしていません。どうせ！　わたくしは独りなんです！」




　結局、アリシアはレムに斬りかかったりはせず、自分の首へ短剣を突き立てようとした。

　レムは止めようと手を伸ばす。しかし間に合うはずもない。

　シェラが小さな悲鳴をあげて目を閉じる。

　クルムとエデルガルトは命が失われることに根本的には頓着がなく、平然と眺めていた。

　ディアヴロは唱える。

「《アームスクラップ》ッ!!」

　アリシアの短剣の鋒きつさきが、彼女の白い喉へと当たった。

　その瞬間──刃が崩れ落ちる。

　まるで短剣が砂で作られていたかのように、さらさらと銀色の砂粒がこぼれて床に山を作った。

「なっ……!?」

　アリシアだけでなく、レムやシェラやクルムまでが驚いて、ディアヴロを見つめる。
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　咄とつ嗟さに助けてしまった。

　なにか言わなくては。無言の間がつらい。

「い、今のは武器破壊の魔術だ。魔術付与のない武器に限定されるがな」

　口走ったのは魔術の説明だった。

　期待されている言葉と違うのはわかっていたが、こんな状況で上手いこと話を運べるなら、もっと要領よく生きている。

　ちなみに《アームスクラップ》はゲームだとＲレア以上の装備には効果がないので、プレイヤー戦では役に立たなかったが、武器を持ったモンスターの攻撃力を大幅に削ぐ効果があった。

「……えっと……それは充分にすごい魔術ですけれども」

　レムが困惑した表情を浮かべた。

　アリシアがすがるような顔をして尋ねてくる。

「なぜ、邪魔をしたのですか？　ディアヴロ様には、どんなお考えがあるのですか？」




　──なにも考えてませんでした！




　ほんとすみません！

　ただ目の前で人が死ぬところなんて見たくないし、それが一時は仲間だった相手なら尚更だ。

　でも人命が大切なんて、魔王らしくない。

　それまで黙って跪ひざまずいていたエデルガルトが、スクッと立ちあがった。

「死ぬ、意味、ない」

　みんなが〝？〟という顔をする。なにが言いたいのか。

　さすがに説明が足りないと気付いたのか、エデルガルトが言葉を付け足す。

「オマエが死んでも～、ディアヴロたちは得しない。だから～、たぶん意味ない？　意味ない！」

「償え、ということですか。しかし、どうやって？」

　アリシアがディアヴロを見る。

　こちらに問われても、そもそも人の生き死にを損得なんかで考えてはいなかった。魔族こわい。

　それでもディアヴロは余裕の態度を崩さなかった。こうなると〝答えを持ってない〟と打ち明けるほうが勇気が要る。

「フンッ……どうしたらいいかだと？　その程度のこともわからんとは、意外と鈍いヤツだな」

　──俺もわからんけどな！

　少し悩んでから、アリシアがうなずく。

「ディアヴロ様のお役に立ってから、死ね……ということですね」

「う、うむ」

　寿命で死ね。

「しかし、わたくしにまだ何かできるでしょうか？」

　レムが首をかしげる。

「……アリシアは国家騎士です。軍隊が派遣されるのを止めたりして、わたしたちを助けてくれたではありませんか？」

「まだ国家騎士としての立場があるかどうか。レム様をサドラーに引き渡したことが、どう王都に伝わっているかわかりません」

「……報告する者などいるのですか？　サドラーたちは死んだし、ディアヴロとクレブスクルムの戦いを見ていたのは、わたしたちと……あとは、シルヴィとエミールくらいだと思うのですが？」

「ダルーシュ・サンドロス陛下は軍や国家騎士とは別に、独自の情報網を持っているようなのです」

　国王の名は初めて聞いた。

　ゲームでは〝リフェリア王〟としか表記されていなかったはずだ。ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリは戦記ジャンルではないから、国だの王家だのの関係は、けっこう省略されていた。

　もしも〝アリシアが魔王復活を画策した〟と報告されたなら、国家騎士としての立場を失うどころか、罪人として追われることになるだろう。

　ディアヴロは肩をすくめた。

「どうでもいいことだ」

「え……？」

「立場なんぞどうでもいい、と言っている」

「で、でも……国家騎士でないわたくしには、なんの価値もないのでは……」

　経歴だとか立場だとか、役に立つとか立たないとか、そういうのがディアヴロは気に入らなかった。




　──ヒキコモリでニートのなにが悪い！　悪いのは世間のほうだろ！　働かなくては生きていけない世界が悪い！　俺を働かせる世界など滅んでしまえ！




　しかし、そんなヒキニート思考を炸さく裂れつさせているとは思われなかったらしい。どう解釈したものか、レムが納得したようにうなずいた。

「ディアヴロの言うとおりです」

　──え？

　いや、落ち着け。内心のシャウトのことではなく、〝立場なんぞどうでもいい〟という発言についてだろう。

　レムがアリシアに問う。

「……あなたの国家騎士という立場は、国の偉い人たちが決めたものですよね？」

「もちろんです」

「アリシアが憎んでいるのは、わたしたちではなく、その偉い人たちなのではありませんか？」

「そ、そうです……そうなのです。でも、わかりません。わたくしは……どうしたらいいのでしょうか」

「……それは、わたしにも」

　レムたちがディアヴロを見る。

　そういう国とか人生とか、難しい話を振られても困るのだった。ぽん、と回答が示せるような豊かな見識はない。

　あるのはゲーム内の経験値くらいだ。

　しかし、魔王に〝わからない〟などという返事は許されない。イメージ的に。

　ディアヴロは唇の端を歪ゆがめ、不敵に笑う。




「殲せん滅めつあるのみだ！」




「えっ!?」

「そ、それは……」

　当然ながら、アリシアもレムも戸惑う。シェラは理解できない、という顔をした。

　ところが、クルムが深々とうなずく。

「そのとおりなのだ！　気に入らないのなら、国だろうが王だろうが滅すればよい！」

「おお～、とうとう魔王様が……やる気に？　やる気に！　なった!!」

　エデルガルトが瞳を輝かせた。

　ちょっと怪しい方向に話が向かってしまったかもしれない。

　アリシアが、ぐっと拳を握りしめた。

「かしこまりました。わたくしは国家打倒を目指してがんばります！　それがディアヴロ様のお役に立つことならば！」

　──なぬ!?

　いつの間にか、ディアヴロがリフェリア王国の打倒を考えていることになっていた。

　レムとシェラが困惑した顔をする。

「そ、そうなのですか、ディアヴロ？」

「やっぱり、魔王だから、人ひと族ぞくと戦うものなのかなぁ？」

　──待て待て待て待って待ってくださいよ!?

　マズイだろ！

　いくら魔王ロールプレイをしているとはいえ、王国の要人に私怨があるアリシアに引っぱられて、リフェリア王国の打倒に向かうなんて。

　今のところディアヴロに目標はないが〝暇だから国を滅ぼしてみた〟とか、それこそ本物の魔王ではないか！

　こればかりは、ノリでうなずくわけにはいかない。

　ディアヴロは口元を引きつらせた。

「ま、まぁ、歯向かうなら、容赦はせぬ。しかし、今のところリフェリア王国のことなんぞ我はよく知らぬゆえにな？　何者だろうと臆することなく殲滅するが、我に敵対するならばだ。敵対するなら」

「ディアヴロ様のおっしゃるとおり、敵の戦力を把握せねば、勝利はおぼつきませんね」

「いや……」

　──そんな意味で言ってないんだけど!?

　しかし、アリシアにディアヴロの内心が伝わるはずもない。

「わたくしの立場がどうなっているかはわかりませんが……できるかぎりの情報を集めてみます」

　アリシアはすっかりリフェリア王国を打倒する気まんまんだ。

　冗談ではないが……魔王ロールプレイ的に〝平和が一番〟とは言い出せなかった。

「そ、そうか。まぁ、ゆっくり、じっくり、気が向いたときだけ励むがいい」

　アリシアが跪ひざまずく。




「ディアヴロ様、ありがとうございます。わたくしは無為に命を落とすところでした。進むべき道を示してくださったこと、心より感謝し、永遠の忠誠を誓います」




「うむ」

　はっきり言って、ディアヴロは何も示していなかった。周りが勝手に解釈して盛り上がっただけだ。

　──とはいえ、とりあえず問題を先送りできたから、よしとするか。

　宿屋の一室に国家騎士の死体が転がるよりは、だいぶマシな結末だろう。

　レムがアリシアに手を差し伸べる。

「……あなたの裏切りを簡単に許すことはできませんが、死んでもらっても、わたしは嬉うれしくありません。リフェリア王国を打倒するというのも賛同はしかねますが……もしも、王国の上層部に断罪されるべき行いがあるのなら、協力させていただきます」

「たしかに今のままでは、わたくしの逆恨みだと思われても仕方ありませんね。それなりの証拠を集めておきます」

　差し出された手をアリシアが握った。

　不穏な会話をしているわけだが、なんとなく仲良くなった雰囲気のせいでシェラが笑顔になる。

「よかったね、ディアヴロ」

「そうだな」

　今すぐ王都に攻めこむぞ──なんて流れにならなくて、本当によかった。

　エデルガルトがつまらなそうに唇を尖とがらせる。

　クルムは夜に起こされたせいか、ちょっと眠そうだ。




　ふと、ディアヴロは壁と天井の隙間から、自分を見つめる小さな瞳に気付いた。灰色の小動物だ。

　また鼠ねずみだった。

　ディアヴロはイラッとする。

「チッ……鼠めが、こそこそしおって。天井ごと吹き飛ばしてくれようか……」

　もちろん本気ではなかったが、片手を鼠へと向ける。

　人の言葉がわかったのか、あわてて引っこむ。それで終わりかと思いきや、その鼠が断末魔の悲鳴をあげた。

　──なんだ!?

　何かが、そこに存在するのか!?

　ひねり潰された鼠の遺骸が、床に落ちる。

　壁と天井の隙間から、ドロリと黒い粘液がこぼれ落ちてきた。
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「ククク……まさか、拙者の《影潜り》に気付くとは……やはり、ただの魔術師ではないようでござるな！」

　コールタールのような黒色の粘液が、床に溜たまると、それが持ち上がった。子供くらいの大きさの黒い塊が──人の姿に変わる。

　黒装束で背中に刀。

　口元は鉄のマスクに覆われて、表情はわからない。

　その容姿は、まさに日本というかJapanで言うところのアレだった。

　──ニンジャ!?　ニンジャナンデ!?

　ディアヴロ以外の者たちは、突如として現れた奇妙な格好の相手に動揺を見せる。

　とくに感覚の鋭敏なシェラは驚いていた。

「ぜ、ぜんぜんわかんなかったよ!?　ディアヴロ、すごいね!?」

　もちろん、ディアヴロも驚いていたが、染みついた魔王ロールプレイで余裕ぶった態度を維持していた。

「フン……何者だ？」

「陛下の目であり耳であり、剣となる者でござる」

　この言葉に、アリシアが嚙かみつく。

「ありえません！　それは国家騎士の役目のはず。貴方のような怪しげな姿の国家騎士は見たことがありません！」

「ククク……リフェリア王国の打倒などと口にしておきながら、よくほざいた。拙者は国家騎士などというお飾りではなく、君主のために陰で暗躍するシノビ──名をクズカゲという」

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリは欧風ファンタジーを基本としているが、ネタ装備として忍者装束はあった。侍もあったし、ウェスタンなガンマンもあった。

　ゲーム限定かと思っていたが、こちらにも存在していたとは……あまりにも世界観から浮いている。

　レムやシェラたちが訝いぶかしむ。

「な、なんなのですか、この者は!?」

「変な格好！」

　──やはり、この異世界では見慣れぬ装備のようだな。

　ディアヴロは《天てん魔まの杖つえ》を構えた。

　間合いは五歩もない。相手は背中に背負った忍者刀からして戦士系だろう。戦う場所や初期位置は不利だが、引くわけにはいかなかった。

「フンッ、珍しい物が見れたのはいいとして……リフェリア王の密偵か。このまま帰すわけにはいかんな」

「ククク……それは拙者とて同じこと。この姿を見られたからには、生かしておくわけにはいかぬでござる」

「愚物めが、状況を考えて口を開くがいい」

「状況？　裏切り者が一名と、亜人が三匹と、魔族が二匹……拙者の忍術の前にはものの数ではござらぬ」

「フンッ、数の問題などと誰が言った？」

「ほほう？」

「この魔王ディアヴロに向かって〝生かしておくわけにはいかぬ〟だと？　己おのが分ぶんをわきまえよ、雑ぞう兵ひようめが」

「ククク……愉快な亜人だ。雑兵はどちらか、教えてしんぜよう」




　クズカゲの姿がかき消える。




　──瞬間移動!?

　そう思えるほどの速さで相手が駆け抜けていた。

　プシッ！　とディアヴロの右腕から血が噴き出す。《漆しつ黒こくの虚うろ》の上腕部分が斬られた。

　部屋の反対側で、忍者刀を収める音がする。

「ニン」

　クズカゲが口元で二本指を立てた。

　ディアヴロは振り返って、敵を睨にらみつける。

　──かなり、速い。

　速さだけなら領主のガルフォード以上だった。それでも、弱気を見せるわけにはいかない。

「なんだ？　それだけか？」

「ほざくでない。魔術師ごときが拙者の動きについてこれるはずもなし！」

　再びクズカゲが駆けた。

　今度は、ディアヴロの左腕が、さっきよりも深く斬られる。さらに、戻ってきて、もう一撃。

　壁を蹴り、天井を蹴り、部屋を縦横無尽に駆け回り、刀を振る。

　ディアヴロの傷がどんどん増えていった。

　ぼたぼたと血が床にこぼれる。

「フハハハハ！　どうだ、魔術師！　これがシノビの力だッ!!」

　ディアヴロは《天てん魔まの杖つえ》を突き出す。

　突っこんでくるクズカゲの顔面を殴りつけた。

「ごぶべっ!?」

　吹っ飛ぶ。

　壁に背中を打ちつける寸前、ぎりぎりで体勢を立て直してクズカゲは壁に着地した。

　床へと降りる。

　口元のマスクがひしゃげて落ちた。ぶわっ、と鼻血が噴き出して、ぼたぼたと床にこぼれる。コールタールのような黒色の血だ。

　ディアヴロは肩をすくめた。




「で？　いつになったら〝雑ぞう兵ひようはどちらか〟教えてくれるのだ、雑兵よ？」




　ギリッ、とクズカゲが歯は嚙がみする。

「魔術師ごときに見えているというのか!?　拙者の《影走り》が!?」

「貴様は勘違いしているようだな。言ったはずだぞ、我は魔術師などではない。異世界の魔王だ！」

　──速いは速いけど、魔術師対策の定番は弓矢なんだよな。連射される矢に比べたら、いくらか遅い。

　どれほど速くても、戦士系の突撃技くらいは見切れる。それくらいの反射速度がなければ、射手系のプレイヤーとは戦えなかった。

　──もっと動きが複雑だったら、反撃は難しかったけどなぁ。

　本当は魔術を使いたいが、これほど速い敵の前で硬直状態になるのは危険すぎる。せめて戦場を外に移したいところだった。

　クズカゲが腕を振る。

「《飛びクナイ》ッ!!」

　よりによって、攻撃の標的にされたのはクルムだった。

　槍やりの穂先のような菱ひし形がたの刃物が飛んでいき、幼女の額に命中する。

　カーン！　と甲高い音がしてクナイが弾かれた。

　クズカゲが目を見開く。

「ぬあにィ!?」

　クルムが睨にらみつけた。

「キサマ……マオーに向かって物を投げつけるとは、いい度胸なのだ。真の恐怖を教えてやろうか」

　その小さな手に、黒色の稲妻がまとわりつく。魔術か？　特殊行動か？

　クルムが何かしらの攻撃を放つ前に──怒りに燃えたエデルガルトが突撃していた。

「魔王様に！　オマエ、殺す！　《サクリファイスチャージ》ッ!!」

　槍を使って放つ武技だ。今の彼女は素手だったから、拳を突き出した。

　クズカゲが頰を削られつつも身を捻って避ける。

「ぐうぅうぅうぉ──!?」

「突撃なさい、《アスラウ》ッ!!」

　三本の角を持つ巨大な雄牛──召喚獣を突撃させたのは、レムだった。

　ほぼ同時にクズカゲの逃げる先に、三本もの矢が放たれる。これは射手系の武技《トライアングルショット》か。

　シェラだった。

　前々から弓使いとして優れているとは思っていたが、まさか武技まで使えるとは……

「ディアヴロを傷つけて、クルムちゃんを狙うなんて！　許せないよ！」

　どの攻撃もクズカゲに避けられてしまったものの、ディアヴロにとって充分な時間稼ぎになった。

　──味方のいる集団戦闘は慣れないけど、前衛がいると楽なのは確かだな。

　魔術が完成する。

　ディアヴロは《天てん魔まの杖つえ》を向けた。

「殺す気で攻撃してきた相手の命まで大切にしてやるほど、俺はお人好しではないぞ？　魔王に楯たて突ついたことを冥府で悔いるがいい！　《バーストレイン》ッ!!」

　範囲の狭い魔術は、速い敵に回避されることがある。

　何本もの火球を飛ばす範囲攻撃だった。

　クズカゲが巻物を広げる。

「《水隠れ》……ッ!!」

　敵の前に水の壁が現れるが、そんなものは関係なかった。無数の火球が次々と突っこんでいき、水を沸騰させて水蒸気へと変える。

　あっさりと貫通した。

　水の壁の向こう側にいるクズカゲを火球が捉えた。

　次々と命中する。

「オオオオオオオオオオオオ────────────!?」

　忍者の姿が砕け散った。コールタールのような黒色の粘液へと変わる。

《バーストレイン》はクズカゲを粉砕し、ついでに背後の壁まで消し飛ばしたのだった。

「フンッ……」

　杖で床を突いて、ディアヴロは敵のいた場所を睨にらみつける。

　壁がなくなり、焼け焦げた床には黒色の粘液が飛び散っていた。

　背筋を冷や汗がつたう。

　──やっちまった!?

　背後でドアがノックされた。

　宿屋の看板娘の声がする。

「お客さ～ん？　さすがにちょっと近所迷惑だぞ☆」

　返事をする前に、ドアが開けられた。

　メイド服を着た豹ひよう人じん族ぞくの少女がキラキラした笑顔で、壁の吹き飛んだ部屋を見る。




　鬼が降臨した。




　高額請求という名の鬼が。
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　にっこり、と宿屋の看板娘──メイが笑みを浮かべる。

「お客さ～ん？　壁がなくなっちゃうと、困っちゃうんだぞ☆」

　笑っているが、背後に『ゴゴゴゴゴゴ……』という文字が見えるかのようだった。

　間違いなく怒っている。

　宿屋の壁を消し飛ばしたら、怒って当然か。

　レムが頭を下げる。

「……すみません……これには事情がありまして」

「ううん、いいの。へいき。メイちゃん、これくらい慣れっこだし、お客さんも三度目だしね？」

「……弁償させていただきます」

　一回目は魔族により一号店が破壊された。これは国が救済してくれたらしい。

　そして、二回目は冒険者により壁が破壊された。当然、壊した連中に請求を回した。

　しかし、どうやら今回は国王の放った密偵だったらしい。そのうえ相手は魔術で粉砕してしまった。自分で支払うしかないだろう。

　アリシアが進み出る。

「このような事態を引き起こしてしまい、本当に申し訳ありません。これでは足りないかとは思いますが……」

　衣服のポケットから小さなペンダントを取り出した。緋ひ色いろの宝石がついている。

　メイが受け取り、持ってきた燭しよく台だいの光で確かめた。

「ん～、石は本物みたいだけど、これだけじゃ足りないかな～☆」

「は、はい」

　さすが貴族令嬢だけあってアリシアは所持金も多めだったが、半壊した建物を修繕するとなると、必要な金額は桁違いだ。

　ディアヴロたちの経済力ではどうにもならない。ただでさえクルムのビスケット代で赤字だというのに。
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　レムがうめくように言う。

「……困りました。支払えないと、おそらく宿を追い出されます。ファルトラ市は治安維持のために市内での野宿を禁止していますから、街からも出ることに……」

「なぬ!?」

「……それどころか、警吏を呼ばれるかも。そうなったら──あっ！」

　レムが失敗に気付いて目を見開いた。

　ディアヴロも遅れて気付く。

　ほぼ同時に、メイが驚きよう愕がくして悲鳴をあげる。

「ニギャッ!?　そ、その子たちは……!?」

　彼女の視線の先にいるのは、エデルガルトだった。

　──大失敗だ！

　いろいろと面倒が起きたせいで、対処が遅れた。魔族が街にいるなど、看過されることではない。

　寝間着姿だったせいでクルムの尻尾も露になっていた。

　メイが後ずさりする。

「ま、まさか……魔族にゃ!?　メ、メイちゃんってば可愛いすぎるから美味しそうって食べられちゃう!?」

「……」

　エデルガルトが進み出た。手を突き出す。

　──オイ、まさか殺す気じゃ!?

　前に〝目撃された〟という理由で、野盗五人の胴体を両断したことを思い出す。

　慌てて止めようとしたが……その必要はなかった。

　エデルガルトの手に握られていたのは武器ではなく、大粒の宝石だ。

　硬貨くらいの大きさがある。

「これ～、が……必要？　いっぱい、ある」

「ニャ!?」

「キラキラして、キレイ。これで～……魔族は、武器とか食べ物とか、交換する」

　魔族にも通貨があるのか。

　いや、宝石による物々交換なのか。

　レムやシェラまでが瞳を輝かせていた。

「……す、すごいです……なんて大きくて輝きの豊かなダイヤでしょう」

「綺き麗れいだね！　綺麗だね！」

「さすがはエデルガルト様です」

　アリシアが微笑んだ。

　直前まで恐怖に顔を引きつらせていたメイが、宝石を受け取って真剣な顔で見つめる。

「す、すごいにゃ……これは専門店でないと鑑定できない……でもボロ宿をイチから建て直してもお釣りがくるくらいの価値は確実にゃ……」

　素でつぶやいたあと、ハッといつもの営業スマイルに戻った。




「アハッ☆　お客さんたち、ゆっくり泊まっていってにゃ！　あ、そうそう、壁が直るまでは、別のお部屋を用意するからね☆」




　見事な掌返しだ。

　レムが驚いて問う。

「い、いいのですか!?　この者たちは魔族ですが……!?」

「お金さえ払ってくれたら、お客さんだよ～」

「……恐くはないのですか？　少し前に魔族の襲撃を受けたばかりだというのに」

「レムちゃん、あのね……商売って、命懸けなんだよ？　キラッ☆」

　意外と《安心亭》の経営は、ぎりぎりのようだった。誰しも生きていくのは大変ということか。

　メイがキラキラの営業スマイルをエデルガルトに向ける。

「えへへ☆　朝食も出しちゃうから、朝になったら食堂に来てね☆」

「わかっ……た」

「あ、でも、魔族って、なに食べるのかな？　カエルとか？」

「エデルガルトは～、サカナ……好き」

　そういえば、クルムはビスケットが大好物だし、味覚は人ひと族ぞくと大差ないのかもしれない。

「オッケーだぞ☆　おサカナさん、用意しちゃうね！」

「あと……イノシシと、シカと……」

「なんでも言って！」

「ネコ」

「ひ～～～ !?」

　メイだけでなく、レムまでが後ずさった。

　森にいる野生の動物は何でも食べるという感じか。

　シェラが心配する。

「でも、エデルガルトさん、他のお客さんに見つかったら、ダメなんじゃないの？」

　ピンッ、とメイが人差し指を立てた。

「へいきだよ☆　それはメイちゃんにお任せにゃ！」




　数分後──

　ディアヴロは驚きよう愕がくする。

「き、貴様！　実は魔術師だったのか!?」

　それくらい見事な化粧メイク技術だった。

　メイがドヤ顔で胸を張る。

「どうだにゃ！　女の子は変身するんだぞ☆」

「おー……？」

　エデルガルトの小さな鱗うろこの並ぶ肌が、すっかり艶々でなめらかになっている。脚は黒タイツで、手は白手袋で覆われていた。

　トカゲのような瞳は、厚めの眼鏡をかけたうえで、前髪を垂らして隠している。

　教えこまれたセリフをたどたどしく言う。

「お、お帰りなさ～、いませ？　ご主人様？」

　クルムのほうはアイドルみたいな衣装を着せられていた。

　こちらは化粧の必要がない透き通るような肌なので、瞼まぶたにアイシャドウを入れて、下側にアイラインを引いている。帽子で角を飾りっぽく見せていた。

　尻尾を隠すためにパラソルのようなスカートを穿いている。

　クルムがノリノリで横ピースを作った。

「キラキラなのだ☆」

「エヘッ☆　キラキラだにゃ！」
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　翌日──

　アリシアは王都へと向かった。

　王の密偵であるクズカゲは粉砕したものの、どういう情報が伝わっているかはわからない。危険ではある。

　しかし、彼女の決心は固かった。

「ディアヴロ様のためにも、必ずや王の悪政の証拠と、王都の戦力や配置を調べてまいります」

「う、うむ……命を最優先にするのだぞ。我はべつに急がぬゆえ。むしろ最近はスローライフとかいいんじゃないかと思ってたりもするっていうか……」

「リフェリア王国の打倒でございますね！」

　──そんなスローライフはねえよ！

　内心でつっこみを入れつつ、魔王らしく不敵な笑みを浮かべて見送るのだった。




　その後、エデルガルトはクルムのお供でパン屋ピーターに行き、フィッシュサンドにドハマリした。

　フィッシュサンドとは川魚を揚げてパンで挟んだものだ。

　はっきり言って、あまり人気のないメニューなのだが……やはり魔族の味覚は独特なのかもしれない。

「すご、い……魔王様のくだ～さる、魔力！　みたい！　甘美？　甘美！」

　賛辞ではあるけれど、ピーターの連中には聞かせられない言葉だった。

　他の料理の味にも感動し、エデルガルトはすっかり人ひと族ぞくの食事に夢中になってしまう。

　クルムのほうもパン屋以外でもビスケットや、それに似た菓子があることに気付いたようだ。二人とも食べ歩きが趣味になった。

「聞くがよい！　マオーは新たなる真理を見出したのだ！　漆黒の力により至高への道が開かれた！」

　演説を聞きながら、シェラがうなずく。

「うんうん、チョコレートビスケットも美味しいよね」

「サイコーなのだ！　もっと買うのだ！　買い尽くせなのだ！」

「オヤツは一日五〇〇Ｆフリスまでだよ？」

「むむむ……チョコレートはサイコーだけど、たかいのがダメなとこだな！」

　やたら庶民臭い真理だった。

　ファルトラ市ではカカオが貴重品らしく、チョコレートは贅ぜい沢たくと言っていい値段の商品だった。

　ちなみに、ディアヴロはチーズパンが究極だと思っている。表面はパリパリで中にトロトロのチーズとトマトが入っている。

　そんな平和な生活が半月ほど続いた。





幕間




　森のなか──

　少女は走っていた。

　息を切らして、木々の間を抜けていく。

　絹のドレスが枝葉に引っ掛かって千切れてしまう。

　走りにくいからとハイヒールは脱ぎ捨てた。素足で小石を踏み、痛みに顔を歪ゆがめる。血がこぼれた。

　先を行くのは女性の聖騎士──トリアだ。

「こっちです、ルマキーナ様！　この森を抜ければ、街に出られる！」

「は、はい！」

「ッ!?　危ないッ!!」

　地面が爆ぜた。

　あやういところで、女聖騎士トリアに抱きかかえられて、少女──ルマキーナは助けられる。

「はうッ!?」

「くっ……も、もう追いつかれたか……」

　トリアが剣を抜いた。

　ルマキーナは悲鳴をあげる。

　地面から、巨大なワームが現れた。行く手を遮られる。

　緑色でぬらぬらした表皮をしており、人を丸まる吞のみしそうな口がついていた。目も鼻もないように見えるが、こちらを正確に把握している。

「ルマキーナ様、離れないでください！」

「わ、私だって戦えます！」

　聖印を握りしめた。

　トリアが微笑み、うなずいた。

「はい……治癒は頼みます。この程度の相手に不覚を取る気はありませんが……!!」

　彼女が剣を振りかぶり、前へと出る。

　踏みこんだ地面が陥没した。

「なっ!?」

　落とし穴のように開いた地面の底には、巨大な口。

　──大型のワーム!?

　目の前にいたのとは別に、二匹目のワームが罠わなを張っていたらしい。

「トリア！」

　ルマキーナは声を引きつらせた。

　女聖騎士が長剣を足元に現れた新手のワームに叩たたきつける。白銀の刃がモンスターの口を斬り裂いた。

　しかし、そのダメージをものともせずに巨大な口が閉じられる。

「うあっ!?」

　トリアの下半身がワームに食われた。鎧よろいがひしゃげ、肉が裂けて、骨が砕かれる。

「くああぁあぁあああぁぁぁ──ッ!?」

　そのまま地中へと引きずりこまれていく。

　ルマキーナは必死で手を伸ばす。

「つかまって、トリア！」

　しかし、その手を女聖騎士が摑つかむことはなかった。すがったら、二人ともワームに喰くわれてしまうだろうから。

「に、逃げて！　ルマキーナ様！」

　それが忠実なる女聖騎士トリアの別れの言葉になった。彼女の姿は暗い暗い穴の底へと消えてしまう。

「…………トリア」

　ルマキーナは肩を震わせて、ぽっかりと開いた穴を見つめる。もう女聖騎士の声は聞こえない。ただ地響きだけが伝わってきていた。

　それと、足音。

　背後から、ゆっくりと近付いてくる。




「あらあら……もう鬼ごっこはおしまいかしらぁ、ルマキーナ様？」




「くっ……」

　立ち上がり、振り返った。

　森の奥から姿を現したのは、聖騎士の鎧よろいに身を包んだ〝男〟──ゲイバルトだった。長身で筋肉のもりあがった身体つきをして、腰に長剣を提げているが、抜いていない。

　ゲイバルトは召喚術士だった。

「あらん？　トリアはどうしちゃったのかしらぁ？　あ、もしかして、アタシの《トラップワーム》に喰くわれちゃったの？　ンフフ……所詮は女ねぇ。立派なのは家柄だけじゃないの、イヤねぇ」

　妙な話し方をする男だった。

　ルマキーナは聖印を突きつけて問う。

「貴方は神様に誓って自らの行いが正しいと断言できますか!?」

「さあ？　でも教会の偉い人はお金をくれるのよねぇ？　コスメもドレスもお金がかかるのよぉ」

「不信心な……!!」

「ウフフ、アタシは信心深いわよぉ？　お金をくれる神様だけを信じてるの！　アンタの崇めてる神は無力だから恐くないけど」

「神様が無力ですって!?」

「そりゃ、治癒の奇跡や、豊ほう穣じようの祈りはスゴイと思うけど……戦いは強さが全てよ」

　聖騎士は教会のために働く者たちで、普通は神様を篤く信仰している。しかし彼に信仰心が欠片も存在していないのは明白だった。

　ルマキーナは聖印を握りしめる。

「くっ……神様……」

　跪ひざまずいた。

「んん？　アハハ、こんなときにお祈りなの？　天罰でアタシが消えるって？　クハハッ、面白すぎるわよぉ！　これだから宗教家は！　アヒャヒャ……ゲホッ！　ゲホッ！　ウヒ～笑い死にさせる気ィ!?」

「天にあられる大おお神かみよ、この声を聞き届け、悪しき者を滅ぼしたまえ。浄化の火を大地にもたらし、貴方を信じる者たちを救いたまえ……」

　ルマキーナの身体が光を帯びる。

　けれども、ゲイバルトにはなにも起きなかった。

「下らないのよねぇ。アンタの始末をアタシに命じたビショスも祈ってたわよ？　〝これは聖なる戦いだ〟とか言って……結局、神なんてそんなもんでしょ。人の数だけ神がいるわけよ」

　ルマキーナの知っている者の名だった。

　──まさか彼が!?　という気持ちを抑えつけて祈り続ける。

「大おお神かみよ、貴方の声が聞こえぬ者がいます。その御力を地上に示し、正しき光で照らしてください。野に花が咲くように、川に魚が泳ぐように……」

　跪いて祈るルマキーナを、ゲイバルトが見下ろしてくる。その目がドロリと濁っていた。

「ンフフ……綺き麗れいな肌ねぇ……嫉妬しちゃうわ。引き裂いてやりたいくらい！」

　彼はクリスタルを取り出した。

　足元に落とす。

　キィン、と音がした。

　召喚獣だ。

　植物型の召喚獣だった。地面に落ち着くと、ルマキーナの倍くらい大きなキノコへと変わる。

　根元のあたりから、うねうねと触手が生えてきた。

　祈り続けるルマキーナの身体が光に包まれる。

　ゲイバルトは口元を引きつらせた。

「こ、これは……」

　──マジモンの奇跡ってやつ？　たいしたもんよね。

　祈っただけで、こうして目に見える現象を引き起こす者など、少なくともゲイバルトの知るかぎり他には存在しない。

　ルマキーナが傑出した奇跡の力を持っていることは疑いようがない。多くの信者たちから〝神の娘〟と信じられている。

　女聖騎士トリアが教会の上層部を裏切って、この少女を逃がそうとした気持ちも理解できなくはなかった。

「でも命令は命令なのよねぇ。もう金を受け取っちゃってるし？」

　ゲイバルトは舌なめずりをした。

　なにより、神の娘と評されるほど特別な少女を壊せる──そんな昏くらい欲望に彼は昂たかぶっていた。

「やっておしまい、アタシの《ビーストキノコ》ッ！」

　植物型の召喚獣が、根元から生えている細い触手を伸ばしてきた。

「きゃあああ──!?」

　ルマキーナは手首と足首を細い触手に摑つかまれ、その身体を宙ちゆう吊づりにされる。

　ゲイバルトは興奮して息を荒くした。

「グフフフ……いいわよぉ！　その調子！　邪魔な布を引きちぎっておやりなさい！」

「な、なにをするのです!?」

「この世界に神がいるなら、依え怙こ贔ひ屓いきの糞くそ野や郎ろうよね。アンタは綺き麗れいに生まれて、アタシはごつい男の身体……ホント不公平。だから、その身体をぐちゃぐちゃに汚して天界に返してやろうと思うわけよ」

「え？　汚す？」

「アハハハ！　召喚獣を使ってねぇ！　意外とイイらしいわよぉ──!?」

「ひっ!?　やめ……馬鹿なこと、やめなさい！」

「あら、いいわね、その反応。そそるわぁ」

　ルマキーナのドレスの内側に触手が潜りこんできた。いつもは服で覆っている敏感な部分を触手でこすられ、びくっと身体を硬直させる。

「ひゃっ!?」

　ルマキーナは気色悪さに背筋を震わせた。しかし手足を摑まれて動けなくされており、攻撃魔術が使えるわけでもない。もうどうすることもできなかった。

　とうとう《ビーストキノコ》の触手にドレスを引き千切られてしまう。

「いやあああ────ッ!!」

「ウフフフフフフ……これからよ？　触手で貫通してやるわ。聖少女の純潔がアタシの召喚獣で散らされるなんて、た・ま・ら・な・い!!」

　ゲイバルトが下卑た笑い声をあげた。

　ルマキーナは生まれて初めて受ける恥辱に頭が真っ白になり、目尻に涙が浮かんだ。

「や、やめ……や……めて……」

「アンタ、娼しよう婦ふの才能があるわねぇ。そんな顔されたら、どんな男もサカっちゃうわよ」

「そんなつもりじゃ!?」

「まぁ、最初で最後の相手が召喚獣なんだけどね！　さあ、ヤッちゃいなさい、アタシの《ビーストキノコ》ッ!!」

「だ……だめ……神様……神様あああぁあぁあぁぁぁ──────!!」





第二章　空を飛んでみる




　よく晴れた昼下がり──

　ディアヴロは少し足を伸ばして、《湖東の森》に踏み入っていた。

　前にシェラが召喚獣と契約したところより、さらに東だ。

　今回はレムとシェラだけが同行している。

　いくら変装しているとはいえ、用もないのにクルムとエデルガルトを連れて門を通りたくはなかった。

　──この三人で行動するのは久々だな。

　宿ではクルムとエデルガルトが一緒だし、相変わらずディアヴロが出張るほどのクエストはなくて、レムとシェラに任せきりだったし。




　開けた草原の斜面に出た。

　おだやかな風が吹く。

　草の香りがした。

　う～～～ん！　とシェラが両手をあげてノビをする。

「気持ちのいいとこだね！」

「……同感です」

　レムがうなずいた。ことあるごとに口論の絶えない二人だが、今は仲良く微笑んでいる。

「えへへ、レムも同じ気持ちなんだね」

「ふふ……珍しいことですが」

「裸で日光浴したいよね～」

「ファー!?　しませんよ、この痴女エルフ！」

「えええっ!?　服を着て日光浴しても意味ないじゃん!?」

「そもそも屋外で脱ぐという発想がおかしいのです！」

「日光浴だから恥ずかしくないよ!?」

「裸は裸です！　ありえません！」

　種族も育ちも違うだけに生活習慣の溝は深くて広いようだった。

　ディアヴロは地面に倒れている朽ち木を見つける。

「ふむ、ちょうどいいか」

　シェラがすがりついてきた。

「ディアヴロ、どう思う!?　服を着て日光浴なんておかしいよね!?」

　レムがジト目で睨にらむ。

「……ディアヴロからも言ってやってください。外で脱ぐなど、危機感が足りなすぎます」

「貴様らは本当にケンカが好きだな。我は今から新しい魔術を試す。邪魔をするな」

　今さっきまでの口論など忘れたかのように、レムもシェラも興味津々という顔になった。

「……どういったものなのでしょうか？」

「新しいのって、どんなの!?」

「《飛ひ翔しよう魔術》だ。しかし、我はあらゆる魔術を反射してしまうゆえ、物体を対象としてかけ、それに乗ってみる」

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリでは、そういうことはできなかった。しかし、この異世界は魔術の応用範囲が広い。試してみる価値はあった。

　実験した結果、うまくいかない可能性もある。

　けれど、もう実験の失敗くらいで関係が壊れることはあるまい──と思えるくらいには彼女たちとの関係は固まりつつある。だから先に意図を説明したのだった。

　ディアヴロはゲーム内では、飛翔系の魔術が付与された装備も持っていたが、この異世界に召喚されたときはダンジョン内にいたから、着用していなかった。

　他の装備は《倉庫》の中だ。




　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリには《倉庫》というシステムがあった。

　手持ちではないので出先ですぐ使うことはできないが、膨大な量のアイテムを保持しておくことができる。

　ディアヴロの《倉庫》には、こちらの世界では入手方法すらわからない超希少なアイテムが無数に保管してあった。

　──ゲームの設定を思い出してみると、たぶん俺のダンジョンの宝物庫にあるはずなんだよなぁ。

　クロスレヴェリでは一定以上の戦果を挙げたプレイヤーに、固有の土地が与えられた。ディアヴロはその固有空間に魔王っぽいダンジョンを造ったのだ。

　場所は西方、魔王領にある街の近くだった。

　前にも思ったが──一度くらい探しに行ってみてもいいかもしれない。

　普通に考えたら〝自分だけがゲームから異世界に召喚された〟と判断するのが妥当だろう。

　しかし、自分のダンジョンが存在するかもしれない、とディアヴロが考えるのは理由があった。

　こちらの世界にもゲームと同じく《脳の魔王エンケバロウス》がいたらしい。すでに倒されているが、誰が討伐したのかは不明だという。

　エンケバロウスをクロスレヴェリで一番最初に倒したのはディアヴロだ。

　ゲームでやったことが、この世界に影響を与えている可能性もあった。

　理屈はわからない。

　しかし、そもそも〝ゲームのキャラクターの姿で異世界に召喚される〟などという超常の出来事が起きたのだから〝ゲームで造ったダンジョンが存在する〟としても不思議はあるまい。




　思索を横に措いて、本来の目的に意識を戻す。

　ディアヴロは倒れている朽ち木に《天てん魔まの杖つえ》の先で触れた。

　範囲は接触。

　そして、発生までがやたら長い。

　はっきり言って戦闘中に使えるような魔術ではなかった。これはマップ移動のとき専用だ。

　クロスレヴェリでは、飛ひ翔しよう系の移動手段──魔術でもいいし、空飛ぶ召喚獣でもいいし、そういうアイテムでもいい──が使えないと先に進めない段階があった。

　つまり、移動手段を手にするのが、脱初心者の試験になっていたわけだ。

　──この試験を再び経験するとはな。

　ディアヴロは魔術を唱える。

「我が意により在るべき位置を変えるがいい──《アドゼット》」

　ゆっくりと朽ち木が持ち上がった。

　ぐらぐらと揺れて、まるでクレーンを使って吊つっているかのようだ。

　レムとシェラが声をあげる。

「う、浮いた!?」

「ふわぁ、すごい！　浮いてる！　浮いてるよ！」

「……こんな魔術もあるなんて」

「すごいねー。すごい！」

「……ディアヴロはわたしたちの常識を軽々と超えてしまいますね」

「すごーい！」

　そんなに驚かれると、くすぐったかった。なにより、肝心なのはここからだ。

「邪魔だ。貴様ら、少し離れておけ」

　危ないので二人を遠ざけておく。

　ディアヴロは腰の高さに浮かべた朽ち木へ手をかけた。

　ぼろぼろと表面が崩れる。

　思ったより腐っているのかもしれない。

　朽ち木に登る。

　ゲームにおけるディアヴロはレベル１５０の冒険者だった。そのレベル相応の常人離れした筋力を持っているので、意外と簡単だった。

　揺れる。

「うっ……!?」

　魔術の実験だから、失敗することもあるだろう。それはいい。実験の失敗くらいで二人からの信頼がなくなるとは思えない。

　しかし、無様な結果は避けたかった。

　浮いた朽ち木から滑り落ちたり、乗った途端に半回転などというコントみたいな演出は面白すぎる。

　ディアヴロは慎重にバランスを取った。

　不安定だが、どうにか転落せずに朽ち木の上に立つ。

　──よし！　浮いたぞ！

　たかが腰の高さで、今のままでは〝飛ひ翔しよう〟ではなく〝浮遊〟だが……それでも、地面から離れて留まっているということに、レムたちは衝撃を受けている様子だった。

　実験は成功だ！

　ディアヴロは内心でガッツポーズした。

　とはいえ、これでは実用性に乏しい。岩の上に立つのと大差なかった。馬のほうがマシだろう。

「もうすこし上げてみるか」

　浮かべた朽ち木を空中で動かしてみる。まずは、もうすこし高い位置へ──落ちても死なない程度ということで三メートルほど上昇させてみた。

　ゆっくり持ちあがる。ぐらぐらと揺れるが、落ちるほどではなかった。

　──まだ、いけるか？

　さらに高く昇る。

　木々の枝葉に遮られてすら、高い位置からの視界というのは新鮮で楽しいものだった。展望台や観覧車から眺めているような気分だ。

「おお……いいじゃないか」

「わあァ！　ディアヴロ、すごーい！」

　シェラが子供みたいにはしゃぐ。

　レムは心配そうだった。

「……あの、初めての試みなのでしたら、あまり無理しないでください」

「わかっている」

　しかし、馴なれてくると少しくらいの揺れは水面に浮かんでいるボートのようなもので、むしろ心地いい。

　娯楽としては悪くなかった。移動手段として使うなら、もっと自由自在に動かせなくてはならないが。

　さらに高度を上げる。周囲の立木よりも高くまでくると、風が強くなった。

　前後左右に動くときもバランスを崩しやすく、けっこう緊張する。

　安全なのは風の少ない場所でエレベーターのように上下動させる場合だけか？　これを乗り物として使うのは、危険を伴いそうだ。

　──命綱とか着けておけば安心だけど、安全第一の魔王とか……イメージが違うよな。

「ん？」

　ふと東のほうを見ると、森の一角が光っている。

「なんだ？　光？」

　最初は小さな点だったものが、まっすぐに空へと伸びはじめた。

　雲を貫き、どこまでも高く。

「ま、まさか……あれは……魔力なのか!?」




　魔力が光の柱となって空を貫いた。




　シェラも気付いたらしく、わあわあと騒ぎはじめる。

　レムは魔力が見えないので首をかしげていた。

　ディアヴロは改めて位置を確認する。

　──歩いて行くには、ちょっと遠いかな？

　森の中を進むから普段より遅くなるし、おそらく徒歩だと一時間以上かかるのではないか。

　まだ不安定ではあるが、このまま飛ひ翔しよう魔術で行ってみることにした。

　ディアヴロは地上にいる二人に声をかける。

「レム！　シェラ！　我はこのまま様子を見てくる！」

「え～～～ !?　連れてってよー!!」

「……言うとおりにしましょう、シェラ……なにかあったとき、足あし手で纏まといになります」

「ぷー」

　──ごめんね。今は練習中だから、女の子を乗せてバランスを崩したら危ないからね。

「フッ、先に街へ帰っているがいい！」




　ディアヴロは飛翔魔術で朽ち木を操り、光の柱へと近付いていく。

　もうシェラたちから見えないはずなので、腹ばいになって朽ち木に抱きついた。

「こええ……」

　自転車くらいの速さのはずだが、すごく揺れる。

　やろうと思えば、もっと速度は上げられるはずだが、確実に振り落とされるだろう。

　──異世界で空を飛ぶなんて、もっとこうワクワクする感じで「わぁ～～～ !!　すご～～～い!!」なんて楽しげなリアクションができるもんかと思ってたけど……

　絶対無理！

　振動する朽ち木に摑まって、振り落とされないようにするのが精一杯だった。

　景色を見ている余裕などない。

　けっこう高い位置のせいもあり、横風が強かった。それなら低い位置を飛べばいいと思うかもしれないが……

　高さも安定しないわけで、立木に近付くと枝に接触しかねなかった。

　どうにか光の柱へと近付く。

　──やっぱり、魔力そのものだ。

　驚きよう愕がくした。

　ディアヴロの印象だと、普通の魔術師──例えばレムなどは、コップ一杯くらいの魔力を持っている。それを効率的に使って召喚獣を操っているわけだ。

　自分は浴槽くらいの魔力量がある感じか。

　この光の柱はディアヴロの何倍もの魔力の奔流だった。こんなものが発生させられるのは、魔力が底なしに湧いてくるクルム（魔王クレブスクルム）くらいだろう。

　その本物の魔王は、今頃エデルガルトと街でおやつを食べているはずだった。

　属性も違う。

　クルムは魔王らしく闇属性だが、この柱は白く輝いており、おそらく光属性だと思われた。

「……いったい何が起きてるんだ？」

　ディアヴロはつぶやき、朽ち木を魔力の柱へと近付けていく。下を覗のぞきこんだ。

　フッ、と浮力が失われた。

「あ？」

　──効果時間!?　切れるの早くね!?

「おわああああああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ────────!!」





†






　神様ぁぁぁ──という女の子の叫び声が聞こえた。

　ぐしゃり、と何か巨大なものを潰す。

　下に何かいたのか。

　おかげでディアヴロは大したダメージを受けずに済んだ。

　足元には砕け散った朽ち木。

　それと、植物っぽいような動物っぽいような何かの破片だか肉片だかが散らばっていた。

「なんなんだ……えっ!?」

　ふと横を見て、ディアヴロは自分の目を疑う。




　ものすごい美少女がいた。




　透き通るようなプラチナブロンドの髪はやわらかく波打ち、ヘーゼルの瞳は吸いこまれそうなほど。肌はエルフでもここまでではないと思えるほどなめらかで、その造形は成熟した美しさとあどけない可愛らしさの絶妙なバランスのうえにあった。

　しかも、裸。

　ドレスを着ていたようだが、ほとんど裸といっていいほど破れてしまっている。

　そんな格好の美少女が、へたりこんでいた。ちょうど、こちらの正面に向けて脚を開いている。後ろ側に手をついて上体を支えていた。

　ものすごい美少女が、ほぼ裸。

　──日光浴か!?

　そんなわけがなかった。

　最後の抵抗を続けていた薄布が、はらりと落ちてしまい、大切なところまでが露になる。

　ごくり、とディアヴロは喉を鳴らした。

　こんな明るい場所で、真正面からオンナノコを見たのは初めてだ。しかも、ものすごい美少女のを。初対面なのに。

　彼女が目尻に涙を浮かべつつ、問いかけてくる。




「…………か、神様……なのですか？」




〝神様〟ときたか。そういえば、「神様ぁぁぁ！」なんて叫び声が聞こえたような？

　──やばいぞ。頭のちょっと残念な子か!?

　どうしたものかと戸惑っていたら、背後から男の金切り声があがる。

「アアアアア──!?　アタシの《ビーストキノコ》がァ!?」

「むっ？」

　そいつの鎧よろいには、見覚えのある紋章が刻まれていた。

　──こいつ、聖騎士か。

「アンタ、いきなり降ってきて、なんなんなのよぉ!?　アタシの《ビーストキノコ》をどうしてくれるの!?　一本しかないのに！」

　足元に散らばっていた植物っぽい何かの破片が、スウッと消えて黒ずんだクリスタルになった。

　召喚獣だったらしい。

「ふんっ……貴様のキノコなど知るか」

　こういうわかりやすい敵対セリフを言ってくれると、ディアヴロのほうも調子が出るというものだ。

　飛ひ翔しよう魔術の効果時間を見誤って墜落したことなど、さっぱり記憶から消し去って、堂々と聖騎士を睥へい睨げいする。

　我は異世界の魔王ディアヴロなのだぞ！　と続けるつもりが、少女の声に遮られた。

「神様！」

「な、なに……？」

　振り返ると、美少女が全裸で土下座していた。

　手には教会で使われている聖印を握りしめている。

「ああ、とうとう私の前に現れてくださったのですね！　いつも声ばかりが聞こえ、お姿が見えないので寂しく思っておりました！　このルマキーナ・ウエスエリア、ずっとお祈りを捧ささげておりました！」

「ど、どうでもいいが、服を着たほうがいいんじゃないのか？」

「えっ？」

　ようやく、彼女は自分の格好に気付いたようだった。

　手で胸元と腰を隠す。

「きゃああああああああああ～～～～～!?　み、見ないで、見ないでください、神様！」

　顔が真っ赤になっていた。

　ディアヴロまで頰が熱くなってしまう。

　──神様だって？　それは俺に言ってるのか？

　少なくとも、このルマキーナという少女に全裸で土下座されたのは、間違いなくディアヴロだった。

　──意味がわからんな。

　しかし、彼女が恥ずかしがっているのは間違いない。

　ディアヴロはマント《暗あん雲うんの帷とばり》を外し、ルマキーナへと差し出す。

「使うがいい」

「ッ!?　あ、ありがとうございます……神様に衣を貸していただくなんて……私、幸せすぎて……」

　ルマキーナが大切そうに黒色のマントでその身を包んだ。いわゆる裸マント。それはそれで、ちょっとエロスなのだが仕方がない。

　ハンッ！　と聖騎士が鼻を鳴らす。

「なぁにが神よぉ！　こいつは卑しい混魔族デイーマンじゃないの！　臭くてたまんないわ。どうせ木の上からでも飛び降りてきたんでしょ！」

「フッ……違うな。俺は──」

「神様です！　私にはわかります！　私の祈りが天に通じたんです！」

　──女の子って人の話を聞かないもんなんだね！

　しかし〝祈り〟だって？

　その美貌と全裸っていうかオンナノコに気を取られていたが……

　意識を集中させれば、彼女からは魔力が溢あふれ出していた。今は光の柱を作るほどではないが、それでも膨大な魔力の流れが視える。

　どうやら、あの光の柱を発生させていたのは、このルマキーナという少女で間違いなさそうだ。

「気を付けてください、神様。あのゲイバルトという者は信徒にあるまじき罪深き者ですが、その実力は高く評価されております！」

「いや、だから、俺は神なんぞではなく……」

　聖騎士ゲイバルトが大声をあげる。

「アアアッ、どうでもいいわ！　これからってとこで、アタシの《ビーストキノコ》を潰しやがって！　ブゥチキレたわ！　遊びはナシよ。二人まとめて、ぶち殺す！」

　ディアヴロは首をかしげた。

「どういうことだ？　聖騎士というのは教会の使者で、魔王崇拝者を殺すと聞いたが？　このルマキーナという者は、神を厚く信仰しているのではないのか？」

　今はディアヴロのマントで身体を隠しているが、さっきは裸になっても聖印だけは離していなかった。ちょっと普通じゃないくらいに信心深い。

　ゲイバルトが鼻で笑った。

「教会の連中の判断なんか、アタシが知るわけないでしょぉ!?　殺せと命じられたから殺す！　他に理由は要らないのよッ！」

「なるほど……そういう手合いか。傭よう兵へいと変わらんな」

「ぜんぜん違うわ。アタシのほうが高額よ！」

　──自覚はあるわけか。

　ゲイバルトがクリスタルを地面に投げつけた。

　召喚術！

　ワームが出現する。

「ふむ……レベル60の《ハンターワーム》だな」

　さすがは聖騎士といったところか。前に戦ったサドラーもそうだったが、ファルトラ市にいる冒険者たちとは格が違う。

　しかし、ディアヴロの敵ではなかった。

《天てん魔まの杖つえ》を構える。

「土属性には風だな。《エアロ……」

　ところが、魔術を完成させることはできなかった。

　足元が崩れる。

「なにっ!?」

「きゃあああああ──────!?」

　ぽっかり、と地面に穴が空いた。ディアヴロだけでなく、少女までが穴に落ちる。

　穴の底から、巨大な口が迫ってきた。

　──レベル80の《トラップワーム》だと!?

　しかも、同時召喚！

　聖騎士ゲイバルトとやら、下ゲ衆スな言動のわりに、なかなか強いではないか。

　ディアヴロは自然と口元に笑みを浮かべてしまう。




「俺のＡＧＩ敏捷を舐なめるな！」




《トラップワーム》の開いた口の端を蹴りつけてジャンプしつつ、一緒に落ちてしまった裸マント少女──ルマキーナを抱えこむ。

　ちょっと面倒くさそうな子だが、助けられるのに見捨ててワームに喰くわせるのは、さすがにかわいそうだ。

　ディアヴロは少女を連れて穴から脱出した。

　聖騎士ゲイバルトが叫ぶ。

「やるわね、混魔族デイーマン！　でもこれでぇ──ッ!!」

　すでに《ハンターワーム》が迫っていた。

「そうでなくては、歯ごたえがないというものだ。裂けろ！　《エアロシュレッダー》！」

　迫っていた召喚獣が、緑色の閃せん光こうに包まれ、轟ごう音おんをあげた。

　肉片が飛び散る。

　また黒ずんだクリスタルに戻った。

　ゲイバルトが驚きよう愕がくに目を見開く。

「なん……です……って？　そ、それは……風属性の最上級元素魔術じゃないの!?」

「ほう、知っているのか」

　限界突破したあとは、もっと強力な魔術を覚えられるが。

「もちろん知っているわ。使える聖騎士もいるもの」

「貴様らにとって元素魔術は、弱くて問題外なものではなかったのか？」

「……ええ、弱いわ……でも極めれば別よ。一撃の火力だけなら、元素魔術が優れてるんだもの」

「よく学んでいるではないか」

　少し嬉うれしかった。

　レベル限界の近くまで成長させている連中は、ゲームと同じような評価に至っているようだ。

「でもねぇ、混魔族デイーマン？　それほどの極限魔術を何発まで撃てるわけ!?　アタシの召喚獣は、まだまだいるわよ！」

「フッ……《エアロシュレッダー》程度でよければ、一〇〇発くらいは余裕ではないか？」

「う、噓うそをつくんじゃないわよぉ！」

「自分を基準に計るな、未熟者め」




　どうして、自分ができないのだから世界中の誰もできない、と決めつけるのか。

　そういえば、ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリの攻略掲示板でも〝《ブラッディダンス》は見てから回避できる〟という発言が噓つき呼ばわりされていた。

　あんなもの、余裕だろ！

　ディアヴロは文章を書くのも苦手なので、なにもコメントしなかったが……

　モーション開始から攻撃判定の発生までに６フレーム（０・１秒）もある攻撃を見てから避けられないなどと、愚かしい。

　攻撃に気付いたときには、もう回避操作をしている──くらいまで練習してから否定しろよ、と思う。

　指が人間の動きをしているうちはダメだ。極めたプレイヤーの操作は、常人の目では追えなくなる。工場で機械を組み立てるロボットがあるが、ああいう無駄のない動きが理想だった。

　──勝ちたかったら人間をやめろ！




　ディアヴロは《天てん魔まの杖つえ》をゲイバルトに向けた。

「我も忙しいのでな……貴様の全ての召喚獣に付き合ってやる気はない。召喚術士の欠点は、範囲攻撃に弱いことだ！　《クロスブリザード》ッ!!」

　二つの竜巻が発生する。

　触れた物の全てを凍らせ、そのうえで暴風により砕き散らす。

　立木が氷の彫像と化した直後、粉々の破片へと変わる。

　レベル１１０で覚える魔術だった。限界突破していない連中ならば、存在すら知らないだろう。

　ゲイバルトが顔を引きつらせる。

「な、なん……なんなんなのよおおおぉぉぉ──────ッ!?」

　氷の破片が舞い散り、幻想的な光景をもたらした。

　敵の絶叫が竜巻の風に搔かき消される。

　ごうごうという風音だけになった。

　その風も収まる。

　地面は凍りついており、周りには立木の一本さえも残っていなかった。

　地形まで変わってしまったが……聖騎士は倒せただろう。

　後ろで見ていた少女ルマキーナが震えていた。

　──しまった！　マント一枚の子がいるってのに、こんな寒い魔術を使っちゃったよ！

「お、おい、大丈夫か!?」

「はい。神様……助けていただいて……私……」

「ちょっと待って、はっきり言っておく──我は神などではない！　異世界の魔王ディアヴロである！」

「えっ？　で、でも……」

「魔王だ」

「……神様の魂は、そんなにも清い……のに……」

　ふら、とルマキーナが崩れ落ちる。

「えっ!?　おい!?」

　ぎりぎりで抱き留めた。

　息はしている。

　──寝ているだけ、か？

　どういう理屈かはわからないが、あんな光の柱に見えるほどの魔力を放出したのだから、消耗していて当然か。

「ここに放置しておくわけには……いかないよな」

《湖東の森》には野獣も出る。こんなのを残しておいたら、狼おおかみか熊の餌だ。

　仕方なく、ディアヴロは街に運んでやることにした。

　こんなときこそ飛ひ翔しよう魔術が便利そうだが、小柄とはいえ一人抱えてなんて無理だ。失敗して墜落した記憶も新しい。

　地道に歩くことにした。




　ディアヴロたちが立ち去った後──

　凍りついた地面が陥没する。

　穴が開いた。

　現れたのは《トラップワーム》だ。

　ぺっ、と何やら吐き出す。

　地面に転がったのは、聖騎士ゲイバルトだった。

「オエエエ～～～！　ワームの中、くっせえええ～～～～～ッ!!　あんの混魔族デイーマンめぇ、玉潰してやるわ！」

　それと、もう一人──

　意識はない様子で血まみれだったが、女聖騎士トリアも凍りついた地面に転がっていた。
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「トリアッ!!」

　がばっ、とルマキーナは跳ね起きる。

　自分を逃がしてくれた女聖騎士が、地面の穴に落ちていく夢を見た。

　──ううん、あれは夢じゃない。

　ルマキーナは自分の身体に視線を向けた。街でよく見かける、茶色い麻のワンピースを着せられている。裸でないことに密かに安あん堵どした。

　そして、周りを見回す。

　見知らぬ部屋だった。

　無機質な石壁に、雨漏りしそうな木板の天井。壁には蠟ろう燭そくが揺れており、灯りはそれしかない。

　もう夜らしく、小さな窓から見える外は真っ暗だ。

　部屋に誰もいなければ、牢ろう獄ごくに囚われたのか、と不安になっただろう。




　ベッドの周りには、二人──エルフと豹ひよう人じん族ぞくの少女がいた。




　エルフが顔を寄せてくる。

　胸がやたら大きいが、長い耳や顔つきからして、おそらくエルフのはずだ。

「わぁ、起きた！　よかったー」

「……大丈夫ですか？　足の切り傷は治療しておきましたが、他に痛いところはありませんか？」

　黒色の耳と尻尾と髪を持つ、珍しい黒くろ豹ひようタイプの豹ひよう人じん族ぞくだった。心配そうに顔を覗のぞきこんでくる。

「え？　あ、えっと……」

　二人とも美人というか、かわいらしい。

　しかし、首に鉄の輪──おそらく《奴隷の首輪》をつけているのが気になった。

　豹ひよう人じん族ぞくの少女が不安げに尋ねてくる。

「……もしかして記憶が混乱していますか？　あなたの名前は？」

「私の名前は……」

　ぼんやりしていた頭が、急速に鮮明になる。

「あ、ルマキーナ・ウエスエリアです。大丈夫、ちゃんと覚えています」

「……よかった。わたしはレム・ガレウ。見てのとおりの豹ひよう人じん族ぞくで、冒険者をしています」

「あたしは、シェラ！　エルフだよ！」

「……ルマキーナ、さっそくですが……いろいろ説明してほしいことはあるのですが……なによりも重要な質問があります」

　レムの表情があまりに真剣なので、ルマキーナは緊張してしまった。

「な、なにかしら？」

「……ディアヴロに変なことはされていませんね？　具体的に、アレとかソレとかを触られたり、つままれたり、舐なめられたり、指をその……ごにょごにょされたりとか……」

　言いながら、レムが赤面し、声が小さくなっていく。

　ルマキーナも顔から火が出そうになった。

　自分が危ないところを裸同然で助けられたことも、ちゃんと覚えている。

「デ、ディアヴロというのは、私を助けてくれた神様のことでしょうか？　それなら、もちろん、そ、そのような不浄な禁忌は断じて犯していないと誓います」

　意識がないときはわからないけれど、神様がそのような罪を犯すはずがなかった。

　ふぅ～～～、とレムが深く吐息をつく。

「……よかったです」

「あはは！　ディアヴロがルマキーナちゃんを運んできたときは、びっくりしたよねー。つい襲っちゃったのかと」

「……ありえない、とは思いましたが……はっきり否定してくれないから、なにがあったのかと不安でした」

「ディアヴロってさ、ときどき〝あ、うん〟しか言わなくなるよね」

「……なぜか言葉を発するのを嫌がるときがありますね。困ったものです」

　今度はルマキーナが質問する。

「あの、あなたたちは、神様とどういった関係が？」

「……その神様というのは？　ディアヴロのことでしょうか？」

　レムが確認し、ルマキーナはうなずく。

「私を助けてくれた方です」

　シェラが自分の首輪をつまんだ。

「んと、ディアヴロは、あたしたちの所有者かな」

「そんな!?　神様が奴隷を!?」

「ちがうよー。これは《奴隷の首輪》じゃなくて《隷従の首輪》なの。えっと、《星ほし降ふりの塔》で魔王を召喚したら、魔術反射で……」

　彼女なりに一生懸命説明してくれたが、よくわからなかった。

　レムが要約してくれる。

「ディアヴロは、わたしたち冒険者パーティーのリーダーで、仲間です」

「そう、ですか」

　──神様が仲間？　冒険者？

　念のために確認しておく。

「あの……ディアヴロという方は、神様ですよね？」

「……元素魔術師ですね。常識外れに強い」

「いつも〝我は異世界の魔王〟って言ってるよ」

　ルマキーナは頭を抱えてしまう。

「わ、私を助けてくれたのは神様のはず……そうじゃなければ、困ります……」

「……どうしてですか？」

　レムが首をかしげた。

　ルマキーナは赤面しつつ、つぶやく。

「肌を……見られたから……です」

「……それが？」

　シェラが「あたしたちも、ふつーに見せてるよね？」と口走って、レムにはたかれた。

　ルマキーナは心に決めていることがあった。

「肌を見せるのは、伴侶になる殿方にだけです」

「……は？」

「だからディアヴロという方が神様でないのなら、夫婦にならなければならないと思うのです」

　レムが尻尾をピーンと立てる。

「ファー!?　なに勝手に盛り上がってますか!?　この裸マント娘が！」

「そ、そうだよ、ちゃんと順番を守ってくれないと！　まず、あたしでしょ!?」

「ええっ、どういうことでしょう!?　レムさんとシェラさんは冒険者パーティーのメンバーというだけなのですよね!?」

　レムが視線を逸らした。

「……そうですね」

「ま、まぁ、そうかも？　でも、ディアヴロはおおきいのが好きだと思うけどなぁ」

　むにゅ、とシェラが胸を両手で持ちあげる。

　そんなことを話していたら、当のディアヴロが部屋に入ってきた。
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　部屋にいるのは、ディアヴロとレムとシェラ。

　そして、ベッドに寝かされていたルマキーナが今は上体を起こしている。

　ルマキーナの素性が不明なので、クルムとエデルガルトには別室から出ないよう伝えておいた。

　というか、もう夜だから二人は寝てしまっている。食う・寝る・遊ぶ──羨ましいくらいのスローライフを送っていた。




　ディアヴロは内心の焦りを顔に出さないようにする。

　──〝夫婦にならなければ〟ってなんだ!?

　廊下まで話し声が漏れてきたので、しっかり立ち聞きしてしまった。

　いきなり全裸で〝神様ですか？〟と尋ねてきて、聖騎士に命を狙われているような少女だ。

　いくら二度見するほどの美少女で、身体の隅々まで見てしまってオンナノコまでも……あわわ……夫婦だなんて困っちゃうなぁ。

　口元が緩みそうになり、ディアヴロは歯を食いしばった。

　──いやいや、命は大切。

　聖騎士一人くらいならば問題ないが、徒党を組まれたら怪しい。少なくとも、この街フアルトラにいる冒険者たちや、エルフの軍勢よりは間違いなく強い。

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリでは多対一の戦闘だと補正がかかったが、この異世界にはそんな救済措置はないだろう。

　ただでさえ聖騎士サドラーの死に関わってしまったのに……

　この国で王に匹敵するほどの勢力を持つ教会と対立するのは、はっきり言って避けたかった。

　なんの得もないし！

　──とはいえ、事情くらい聞いておくか。話も聞かずに宿から放り出すのは、かわいそうだしな。

　ディアヴロは壁に背を預けた。腕組みをして、ベッドのうえのルマキーナを見下ろす。

「どうやら気付いたようだな」

「はい、助けていただいてありがとうございます。あの……ディアヴロ様は、神様なのですよね？」

　──自分を助けるために神様が現れる、と考えるなんて普通じゃないよなぁ。

　どれだけ信心深いのか知らないが、いくらなんでも〝お祈りしたら神様が助けに来てくれるはず〟なんて。

　──それツイッターに書いてみろ？　大草原不可避のバカッター扱いされるぞ？

　しかし、ここで否定したら、それはそれでマズイ。

　彼女は〝裸を見られた相手が人ひと族ぞくなら結婚しないと〟などと思いこんでいるようだ。

　もう子供じゃない年齢に見えるけれど……よっぽどの田舎者なのか？　赤ちゃんはキャベツ畑かコウノトリなの？

　──容姿はかわいい。はっきり言って、リアルで告白されたら結婚詐欺を疑うレベル。しかし、危険な予感しかなかった。

　ディアヴロは考えておいた回避策を口にする。




「我は故あって地上では正体を明かさぬようにしている。察するがいい」




　ハッ！　とルマキーナが目を見開いた。

　あわててベッドから降りてくる。

　まだ足に包帯が巻いてあるんだから、無理しなくてもいいのに──と思った。

　彼女が床のうえに跪ひざまずく。

「ディアヴロ様と呼ばせていただきます」

「う、うむ！」

　こうすれば往来で〝神様〟などと呼ばれるのを防ぎつつ、結婚ＥＮＤルートも回避できるはずだ。

　レムは黙っていた。おそらくディアヴロの意図を察したのだろう。

　シェラは首をかしげていた。よくわからなかったらしい。

　ルマキーナはディアヴロのことを〝正体を隠している神様〟だと思いこんだらしかった。

　改めて尋ねる。

「ルマキーナよ……貴様、なぜ聖騎士に命を狙われていた？　その様子だと魔王崇拝者というわけではあるまい？」

　ぐっ、と彼女が言葉を詰まらせた。

　言いにくい事情があるのだろう。

　レムがつぶやく。

「……秘密は早めに話したほうが身のためですよ。一生忘れられない事態を招くことになります」

　前に彼女の秘密を聞き出すために、ヒョウミミをいじり倒したことを言っているのだろう。あの派手な嬌きよう声せいは、ディアヴロも一生忘れないと思う。

　どう解釈したのか、ルマキーナがうなずいた。

「ディアヴロ様に秘密を作るなど意味のないことでしたね」

「……言いにくいなら、わたしたちは部屋を出ていましょうか？」

「いいえ、ディアヴロ様が信頼する仲間であれば、むしろ聞いていただきたく存じます」

　シェラが両手をあげる。

「はーい！」

「……厄介事のようですね」

　レムがうなずいた。

　ディアヴロは黙ったまま話の続きをうながす。

　ルマキーナが床から立ちあがり、両手を合わせる。胸元に光が生まれた。

　薄暗い部屋に、パアァァと輝きが広がる。

　浮かびあがったのは、教会堂などでよく見かける聖印だ。真っ白に輝いて眩まぶしいくらい。




「私は教会における最高位の者──大だい主しゆ神しん官かんです」




　レムが目を丸くする。

「……大主神官ッ!?　教会の最高位の!?」

　シェラが戸惑って「ふぇっ!?　ふぇっ!?」と妙な声をあげた。

「……若い女性だと聞いたことはありましたが！　あ、あなたが!?」

「ホンモノー!?」

「はい」

　ルマキーナがうなずいた。

　ディアヴロは腕組みしたまま、ゆっくりとうなずく。

　当然、知っていた──という態度で余裕ぶるが、内心では鼻水が出そうなほど驚いていた。

　なるほど！　そりゃ〝自分を助けるために神様が現れる〟と考えるのも納得だ！　それくらいの立場だった。

　レムが問う。

「……ま、待ってください。ディアヴロから聞いた話だと、あなたは聖騎士に命を狙われていたそうですね？」

「はい」

「……ありえません……聖騎士とは教会の意志に従う者たち。そして、教会とは大主神官の意志に従う集団ではありませんか？　どういうことです？」

　ルマキーナが口惜しげに唇を嚙かんだ。

「残念ながら、私自身には権力がそれほどないのです。枢教院という者たちがいて、彼らが教会を取り仕切っています。枢教院は首席枢教官一名と、枢教官六名から成り、その人選は大主神官に委ねられる……とされていますが、そもそも候補者を挙げてくるのは枢教院の者たちです」

「……教会を実質的に動かしているのは、枢教院ということですか」

「私には大主神官としての権力が与えられておりますが、絶対的な武力である聖騎士たちの多くが枢教院に従っておりますから」

　権力があっても、実行力が伴わなければ意味がない。

　レムがうなずいた。

「……だから、ルマキーナは聖騎士に命を狙われていたのですね」

「枢教院は私を排除すると決めたようです」

「……なにかあったのですか？」

　ルマキーナが指先を唇に当てて考えこむ。少し子供っぽい仕草だった。

「んー。祭事の利権について不正な金品の流れがあるのでは、と問い質したせいでしょうか？　ひょっとすると、聖騎士が不当な行いをしている噂うわさを調査するよう指示を出したせいかも？　あるいは、神官の縁故採用を禁じる提案をしたせいかもしれませんね？」

「……それは、たしかに看過できぬことだとは思いますが……命を狙われる前に、なにかしら警告のようなものがあったのでは？」

「ええ、一部の枢教官から、それとなく……いいえ、かなり露骨に脅されました」

「それでも従わなかったのですか？」

「不正を見過ごすわけにはいきません」

　──正義感が強いんだな。

　自分の命よりも道徳を重んじる性格らしい。

　しかし、その結果、本当に死にかけてしまったわけか……こいつ、馬鹿だな。間違いなく馬鹿だ……けれども、ディアヴロは嫌いではなかった。

　レムがうなずく。

「……ルマキーナは正しいことを言っています。それゆえ命を狙われたのでしょう。正しいことをするのが難しい世の中ですから」

「ですから、私は今回の遠征で、行動を起こしました」

「……遠征ですか？」

「はい。ファルトラ市に〝魔王が復活した〟という噂うわさが広がっています。人心を落ち着けるために私は〝大だい主しゆ神しん官かんの訪問〟という形でファルトラ市へ向かっておりました」

「……ま、魔王の復活ですか。そんなことが起きたりは──」

　シェラが「あったねー」と笑顔で口走ったので、レムが尻を蹴った。

　ルマキーナがうつむく。

「最近のファルトラ市は騒動が続いており、市民の方々のことは心配しています。けれども、私は別の目的のために行動しました」

「……目的とは？」

「旧魔王領にある街へと派遣されてしまった聖騎士長バドゥタに、今の状況を伝えることです」

　レムが思い出すように視線を遠くへ投げた。

「……聖騎士長バドゥタですか、聞いたことがあります。《人魔大戦》を経験している実力者で、なかなか高潔な人物だとか」

「そう聞いています。信用に足る人物だと……しかし、私が大主神官を任じられた半年前に、バドゥタは旧魔王領に派遣されてしまったのです」

「……あなたが命を狙われたように、その者は辺境に封じられた……ということでしょうか？」

「そうだと思います。しかし彼が現状を知れば、きっと行動を起こしてくれると思いますし、私のことも守ってくれるでしょう──と教えてくれたのは、聖騎士のトリアなのですけれども」

「……信用できるのですか？　その人は」

「彼女が助けてくれなければ……私は今頃……」

「……トリアという方は、今どこに？」

　ルマキーナの目尻に涙が浮かんだ。肩を震わせる。

「私を助けるために……他の聖騎士に……」

「そ、そう、でしたか」

　レムが言葉を詰まらせた。

　シェラも涙ぐむ。

「悲しいよぉ、そんないい人が……。ルマキーナちゃん、もう安心して！　ぜったいに、あたしたちが守るから！」

「……あなたは、また勝手にそんな……でも、放ってはおけませんね」

　二人はすっかりルマキーナを助ける気になっていた。

　ディアヴロは考える。

　──今の話に疑わしい部分は？　矛盾はなかったか？

　その聖騎士長バドゥタとやらに手紙は書けなかったのか？

　意味がない。

　結局、枢教院の手中にあったら、ルマキーナは殺されてしまうのだから。状況を伝えることよりも逃げることが優先だった。

　それでは他の手段は？

　ディアヴロは問う。

「国王を頼ることはできないのか？　聖騎士が強いのは確かだが……国軍にも腕の立つやつはいる」

　領主ガルフォードは自分の見立てだと、レベル１１０ほどだ。

　聖騎士サドラーや、先ほど戦った聖騎士ゲイバルトとやらは強いほうだが、限界突破している感じではなかった。レベル99以下ということになる。

　ルマキーナが困ったような顔をした。

「私は教会内の情勢にさえ疎く、まして宮廷の状況はまったくわかりません。もしも協力を仰いだ相手が枢教院に通じていたら……」

　シェラが身を乗り出した。

「そんなことあるの!?　だって悪い人たちなんでしょ!?」

　レムがため息まじりに言う。

「……悪徳を働いている権力者というのは、たいてい金を稼いでいます。そして、金を積まれれば不正に荷担するという者は、けっこう多いのですよ」

「そんなの許せない！」

　憤慨するシェラに、レムは何か言いたそうな顔をしつつも、話題を戻した。

「……ルマキーナの不安は当然のものだし、納得もできますね」

「ふむ」

　ディアヴロはうなずいた。

　領主ガルフォードや、冒険者協会会長のシルヴィなどが、教会に対してどういう立場を取っているのかはわからなかった。

　むしろ、強くて金を持ってるほうを支持するのが当然とさえ思える。

　立場だけの大だい主しゆ神しん官かんを大切にする者がいるとすれば、よほど信仰心の篤い者だろう。
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　レムが尋ねる。

「……ルマキーナは、これからどうするつもりですか？　あなたを襲った聖騎士が王都に戻らなければ、枢教院は暗殺が失敗したと考えるでしょう。また命を狙われるかもしれませんよ？」

「だとしても、逃げ隠れするわけにはいきません。バドゥタが派遣されている街へ行って彼の協力を得ないと」

「……旧魔王領でしたか？」

「はい。辺境都市ジルコンタワーと聞いています」

　その街の名前をディアヴロは聞いたことがあった。

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリにおいて、中盤とされているエリアだ。

　二年前の大規模アップデートまでは最前線の一つとされ、当時としては最上位レベルのプレイヤーたちが拠点としていた。

　もちろん、ディアヴロもしばらく使っていた街だ。

　──俺が固有空間を手に入れたのも、あの時期なんだよな。

　そのため設定上は、ディアヴロのダンジョンが存在しているのは、ジルコンタワー近くのはずだった。

　ゲームではフィールドを歩いていて誰かの固有空間に迷いこむようなことはなかったが。

　この異世界だと、どうなるのだろうか？

　歩いて行けるのか？

　それとも、ディアヴロのダンジョンなど、存在しないのだろうか？

　レムがため息をつく。

「……辺境都市ジルコンタワーですか……旧魔王領にある拠点の一つですね。ファルトラ市からの行き方はわかりますが、冒険者でも行商人でもない者には、辿たどり着くだけでも幸運が必要な場所ですよ？」

「覚悟はしています。あきらめるわけにはいきません」

　シェラが尋ねる。

「そのバドゥタさんに、手紙を書いたらいいんじゃない!?」

　ルマキーナが難色を示した。

「手紙では、行動を起こしてもらうのに足りないでしょう。私に協力するということは、枢教院と対立するということです。そこまで求めるのに手紙というわけには」

　レムがうなずいた。

「……手紙だと、本人が書いたかどうかも疑わしいですしね」

「私としても、会ったことのない人物に命運を託すのは抵抗があります。自分の命だけではありませんからね。教会の未来。それは、この国の未来でもあります」

「……わかります」

　話が大きくなってきた。

　しかし、そこまで考えるべき立場なのだろう。教会の権力は国王にも匹敵するらしい。そして、彼女は本来ならば教会を統べる立場にあるのだから。

　ルマキーナが断言する。

「どれほどの困難があろうとも、私はジルコンタワーに向かわねばなりません！」




　少し話が長くなったので、ディアヴロは頭の中で整理しておく──

　ルマキーナは教会で最も偉いとされる大だい主しゆ神しん官かんらしい。

　しかし、実際に教会を仕切っているのは枢教院だ。聖騎士たちの多くが枢教院に従っているせいだった。

　どうやら、枢教院は不正な方法で金を稼ぎ、その資金を使って教会を掌握している。不正を暴こうとしたルマキーナが聖騎士に暗殺されかけたことからも、間違いないだろう。

　そこで彼女は旧魔王領ジルコンタワー市に派遣されている聖騎士長バドゥタを頼ることにした。信用できる人物らしい。

　──まぁ、教会の問題は教会の者が解決するのが一番だろうしな。




　レムが提案してくる。

「どうでしょうか、ディアヴロ。わたしたちで、ルマキーナを送り届けるというのは？」

「む……？」

「あ、いいね！　そうしようよ！」

　シェラは乗り気だった。

　ルマキーナが驚いて腰を浮かせる。

「それは助かりますが……危険ではありませんか!?」

「……わたしたちは冒険者です。危険を避けていては、なにもできません。それに、ディアヴロの強さは見たはずでは？」

「え、ええ……たしかに、私が神様の……あ、いや、ディアヴロ様の身を案じるなど愚かなことでした。まだまだ信仰が足りません」

「どうでしょうか、ディアヴロ？」

　レムも他の二人も、じっと見つめてくる。

　──ルマキーナの正義感は尊いと感じるし、境遇には同情する。

　しかし、教会と対立するのは避けたい。

　ゲームと違って、この世界では死んだら死んでしまう。いくら冒険者といえど、わかっている危険に飛びこみたいとは思わなかった。

　レムが言葉を重ねる。

「……あと、報酬も期待できますね。ルマキーナは大だい主しゆ神しん官かんなのですから、教会の権限を取り戻せたなら、自由にできる予算も大きいでしょう。働きに見合った額が」

　ルマキーナが首を縦に振る。

「今はたいして持っていませんけど、ディアヴロ様が必要とされるなら、私の用意できるかぎり」

　そういえば、彼女はディアヴロのことを神様だと思いこんでいるのだったか。

　報酬だけでなく、今後の支援も期待できるかもしれない。

　今のままだと遠からずこのパーティーはビスケット代で破産してしまいそうだった。

　おやつは一日五〇〇Ｆフリスまで──などと言っても、現実にはその何倍もの金額が必要だった。クルムはビスケットが切れるとどうなるかわからないし、おねだりされるとレムもシェラも甘いし。

　──ルマキーナをジルコンタワーに送り届けるだけなら、教会と対立しなくても済むだろうか？

　おそらく、教会側は状況を把握していないだろう。

　こちらの強さを知らなければ、たいした戦力は送ってこないはず。聖騎士の一人や二人なら問題はない。

　ディアヴロは唇の端を歪ゆがめて笑みを浮かべた。

「ククク……力を求めるか。ならば我が力を貸してやろう。異世界の魔王がな！」

　ルマキーナが跪ひざまずいて手を合わせる。




　こうしてディアヴロは、ビスケット代と結婚回避のために神を詐称することになったのだった。
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　翌朝──

　ディアヴロたちが四人で宿の食堂に行くと、珍しく早起きしたクルムとエデルガルトがいた。

　ルマキーナが目を見開く。

「な、なんでしょう!?　この者たちから湧き出ている禍々しい黒き魔の力は……!?」

　クルムが椅子の座面のうえに立ちあがる。

「ぬわー!?　なんなんなのだ、この人ひと族ぞくは!?　ヤツのニオイがするぞ！」

「ヤツとはなんだ？」

　ディアヴロの問いに、クルムが叫ぶ。

「神だ！」

　──すげえな。本物なんだな、両方とも。

　ルマキーナにはクルムの放つ魔王の魔力が視えているらしい。

　もしも、ディアヴロが演技ロールプレイではなく本物の魔王だったら、きっと神様などと誤解しなかっただろう。

　クルムのほうも、ルマキーナが大だい主しゆ神しん官かんという最も神に近い者であることを嗅ぎ取っていた。

　人ひと族ぞくへの害意はないクルムだったが、自分を長く封じこめた神への憎しみは強いらしい。

　──ああ、このままじゃケンカになる。

　止めなくては！

　睨にらみ合う二人の頭に、ディアヴロは手を置いた。




「貴様ら、我が眼前で争おうなどと思っておるまいな？　黒い魔力？　神のニオイ？　それは俺の不興を買ってまで騒ぐことなのだな？」




　ルマキーナが肩を落とす。

「も、申し訳ありません、お騒がせいたしました」

「ふんっ、ビスケットがまずくなる。マオーから離れて座るがよいのだ」

　クルムが椅子に座り直した。

　今にも飛びかかりそうだったエデルガルトも、そっと拳を降ろす。

　騒ぎにならずに済んで、レムとシェラが安あん堵どの吐息をもらした。

　ディアヴロも内心で冷や汗をぬぐう。

　──相性、最悪だな！

　人数が多いこともあり、ディアヴロたちはクルムたちの隣のテーブルを使うことにした。

　朝食を取りつつ──

　レムが、クルムたちに昨夜の会話のことを伝えた。




「……そんなわけで、わたしたちはルマキーナを旧魔王領にあるジルコンタワーという街まで送り届けることにしました」

「ふむふむ」

「……旅の準備があるので、出発は明朝ですね」

「なるほどなのだ」

　うなずきながら、クルムはビスケットを頰張っている。

　エデルガルトが小さく挙手した。

「それは～……行かないとダメ……どうして、も？　困る……かも」

「……なにかあるのですか？」

「エデルガルトは～、シゴトがある」

　ネトゲのイベントに誘われた社会人プレイヤーみたいなことを言いだした。

　レムが首をかしげる。

「……詳しく教えていただけますか？」

「これ」

　彼女が差し出したのは、張り紙だった。

　パン屋《ピーター》の店員募集。

　レムが啞あ然ぜんとした。

「……も、もしかして、就職したのですか!?」

「エデルガルトは～……魔王様のために、戦う！　魔王様のために～、ビスケットだって作る？　作る！」

　ぐぐっ、と胸を張った。

　たいした忠誠心だ。

「……その行動力には感服しますが……自分の立場を理解していますか？」

「魔王様の～、シモベ？」

「……もういいです。充分に注意してください」

「ま～、かせて」

　エデルガルトが地上波では放送できないハンドサインを出した。

　ルマキーナが会話についていけず、困惑している。

　察せられるはずもない──このなかに魔王を名乗る者が二人もいて、しかも一方は幼女で、付き従うメイドが魔族などと。

　説明するのも面倒だった。

　ディアヴロは昨夜から考えていたことを口にする。




「クルムとエデルガルトは残るがいい」




　レムが自分の首に手をやった。

「……クルムには《奴隷の首輪》がかかっていますが？」

「そのあたりの実験にもなる。離れられない、という制約があるとはかぎるまい？」

「……大丈夫でしょうか？」

「ジルコンタワーまで、いくつか街を通る」

　この二人を連れて門をくぐるのは、かなりの危険を伴うだろう。

　とくにエデルガルトの化粧は、宿屋の看板娘メイの技術によるものであり、そう簡単に真似はできなかった。

　雨が降ったら大ピンチだ。

　しかも、彼女は他の魔族から追われている。

「この街フアルトラは結界に守られているからいいが……外に出ると、なにが起きるかわからん。ジルコンタワーには結界がないしな」

「そうなのですか!?」

　レムが驚いて声をあげた。

　シェラが首をひねる。

「魔族とか魔獣を入れなくするのが結界だよね？　それがなくて大丈夫なの？」

　──もしかして、この世界では違うのか？　ゲームでは城壁がなかったのだが。

　ディアヴロは肩をすくめた。

「行けばわかる。とにかく、クルムとエデルガルトは残ったほうが安全だろう。仕事にも就いたようだし」

　クルムたちのほうを見ると、しっかりとうなずいた。

「うむ。マオーはビスケットのないトコには行かぬ」

　──身の安全を考えてのことなのだが……まぁ、こんな子供だから、戦わずに済んでいるわけだ。少々のことは気にせずにおこう。

「クルムよ、今から命令を与える。心して聞くがよい──まず自分の身を守れ。それから周りの者たちを守れ。その限りにおいて宿屋の者の言うことをきくように」

「うむ！　任せておくがよい！」

　言いながらビスケットを頰張っていた。

　ちゃんと聞いていたか不安になる。

「…………」

「む？　ちゃんと聞いておったぞ。死ぬな。守れ。従え、であろう？　ふつうは下っ端の魔族が命じられることだが、マオーは寛大だから受け入れるのだ」

　理解はしているようだ。

　しかし、魔力の流れは感じなかった。

　──本当に強制力があるのかは怪しいところだな。

　魔王には効かないのかもしれない。

　一応《奴隷の首輪》はついているが……




　レムが片手を挙げる。カウンターから看板娘がやってきた。

「なにか、ご用かな？　足りなかったら、もっと持ってくるからね☆」

　簡単に事情を説明する。

「……長期になる依頼が入りまして、ディアヴロとシェラとわたしは、しばらくファルトラ市を離れることになりそうです。クルムとエデルガルトは残るからお世話を頼みたいのですが」

「おっけーだよ☆」

　シェラがクルムを抱きしめる。

「クルムちゃん！　お仕事に行ってくるね！」

「そうか。安心するがよい、一人でもマオーはだいじょうぶだ。ちゃんと歌の練習はしておくからな。もうビスケットの歌は32番まで覚えたのだ」

「うんうん！」

「帰ってきたらチョコレートの歌も教えるのだぞ？」

「ちゃんと作っておくね！」

「キサマは、どうもフラフラしてるから心配なのだ。ちょっとばかりマオーの力を与えてやろう」

「なに？　あたし魔族じゃないから、クルムちゃんから力をもらえないよ？」

「こっちだ、こっち」

　クルムが片手を伸ばす。

　シェラの弓に触れた。

　魔王の魔力が、注ぎこまれる。今度は感じ取ることができた。

　レムが思わず腰を浮かせ、ルマキーナが聖印を握りしめる。ディアヴロも密かにポーチに手を伸ばしたくらいだ。

　それほど膨大な魔力の放出があった。

　白に近い木製の弓だったものが、禍々しい魔力を帯びた漆黒の武具へと変化する。シェラが目を丸くした。

「わわ!?　なんか強いかんじの見た目になっちゃった!?」

「ふっふっふっ、これでよかろーなのだ！」

「うん。ちょっと呪われてるっぽいかんじもするけど……ありがとね、クルムちゃん！」

　ぎゅっ、とまた抱きしめた。

　シェラの弓は、もともと少し魔力が付与されていた。こちらの世界だと貴重品らしいが、ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリでは〝さっさと武器屋に売却〟という程度のものだったはず。

　Ｎノーマル・Ｒレア・ＳＲスーパーレアという格付けで言えば、Ｒくらい。

　しかし、強化された漆黒の弓が帯びている魔力は、尋常ではなかった。ディアヴロの装備ほどではないが……ＳＲ？　いや、ＳＳＲダブルスーパーレア相当と言えるか。

　──ガチャに人生を費やして出現率１％以下のＳＳＲに狂喜してるヤツらが見たら、泣くな。

　とんでもないチートだった。

　こいつが人ひと族ぞくとの戦争に乗り出さなくて、本当によかったと思う。





第三章　新しい街へ行ってみる




　二週間後。

　リフェリア王国歴一六四年七月二〇日、昼──




　帆に風を受け、砂船が走る。

　十人程度が乗れる小さな木製のヨットだが、場所は海ではなく砂漠だった。

　魔術で強化された船体が、砂の波を切って進む。

　初めて乗ったらしく、シェラは大興奮。レムは恐がっていた。ルマキーナなんて、ずっと神様にお祈りしている。

　ディアヴロはＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリで経験済みだったが……

　──めちゃめちゃ気持ちいいな！

　魔王らしく腕組みしてどっしり座っていたが、唇の端がニヤニヤしてしまって大変だった。

　頭に黒布をかぶった船長が、前方を指さす。

「ジルコンタワーでっせ！」

「うむ！」

　茶色い砂ばかりの地平線に、歪ゆがんだ塔が見えてきた。

　塔の周りに、いくつもテントがある。

　砂漠の真ん中に湖があった。

　いわゆるオアシスというやつだ。

　そして、湖の中心には砂色の塔が建っている。よく見れば、砂というよりは石──むしろ貴石だった。

　わずかに透き通り、光を内部で複雑に反射して散らしている。

　人ひと族ぞくの建造物ではない。これは魔族が造った塔だという。

　ここは旧魔王領──

　ほんの三〇年前まで、魔王が君臨し、魔族が暮らし、魔獣が這はい回っていた土地だった。




　速度がゆっくりになってきたことで、ようやくレムが落ち着きを取り戻す。

「……死ぬかと思いました」

「クク……意外と恐がりだな」

　彼女が少し頰を染めた。

「……空まで飛ぶようなディアヴロにはわからないかもしれませんが……わたしは自分の足を使わずに移動するのが苦手ですね。馬車も船も……」

「馴なれることだ」

「……はい。それにしても、あっさりと到着したものですね」

「もっと苦労したほうがよかったか？」

「いえ、とんでもない……ディアヴロは以前も魔王領に詳しいという話をしてましたね？　旧魔王領に来るのが初めてではないのですか？」

「む……」

　ディアヴロは〝異世界の魔王〟と名乗っている。この世界の魔王領に詳しいのは、ちょっとおかしい。ありていに言って、設定が甘かった。

「それは……つまり……き、来たことはないが、知っているのだ。我は魔王ゆえな」

　苦しい。

　掲示板でつっこみを入れられてしまうくらい苦しい設定だ。

　レムがうなずいた。

「……魔王には、そういう能力もあるのですね」

　いい子だ。思わず頭をナデナデしそうになった。

　ディアヴロは内心の動揺を隠して、腕組みして偉そうにふんぞりかえる。

「うむ、魔王ゆえ、魔王領に詳しいのは当然のことだ」

　道に迷ったり、天候が崩れたり、船頭が見つからなかったりして意外と苦労したが……

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリとは、けっこうマップが違っていた。

　とにかく、広い。

　ファルトラ市と《星ほし降ふりの塔》との距離もそうだったが、ゲームに比べるとずっと広い。

　おかげで馴れるまでに何度か道を間違えてしまった。

　ゲームでは一直線だったダンジョンも、こちらの世界では、けっこう歪ゆがんでいる。天然の洞窟なら当然か。

　それと、ディアヴロがマップの一部を忘れていた、というのも苦労した理由だった。

　高レベルになってからは《転移》でばかり移動していたので、ファルトラ市から魔王領に入ってすぐのエリアを通ったのなんて、ものすごく久しぶりだ。

　普通のプレイヤーだと、新しく始めた仲間につきあって、この辺は何度も通るのかもしれないが……

　ディアヴロは他人とパーティーを組んだことがほとんどなかった。

　──あ、今が、そうなのか。

　レムやシェラは、この場所に初めて来る。ルマキーナは仲間というより護衛対象だが。

「こんな感じだったのかな……」

　ふとつぶやいた声は、船が砂を蹴る音に搔かき消されるのだった。




　街に入ったところで砂船が桟橋に寄せる。

　桟橋といっても、陸から海に突き出したものとは違う。

　今、渡ってきた場所は砂漠だが、街のなかも砂の地面が続いている。とくに違いはなかった。

　桟橋は砂船の高い船縁から、地面へ降りるためのスロープだ。

　大荷物を持って飛び降りると──

　シェラが「着いたー!!」と船から飛び出した。

　ずぼっ、と着地した両足が砂に埋まる。膝のところまで。

「ふぎゃあ～!?」

「…………置いていきますよ？」

「だ、大丈夫ですか？」

　レムとルマキーナが桟橋を使って降りる。ディアヴロもそうした。

「待って待って、抜けないよー!?」

　抜け出そうともがくと、さらに砂に埋まっていく。足の甲の上に大量の砂が乗っていると、意外と抜けないものだった。

　ディアヴロはシェラの襟首を摑つかんで、引っこ抜いてやる。どさ～～～っと砂が落ちた。ブーツの中まで砂まみれだ。

　体格差があるからか、ディアヴロのほうは少し沈む程度で済んだ。

「フンッ」

「あ、ありがとう、ディアヴロ～」

　ぎゅっ、と抱きつかれた。
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　砂船から離れると──

　大通り、と表現するべきか。パンケーキみたいな丸いテントが左右に並んでおり、砂の道が街の奥へと続いてる。

　わらわらと子供たちが寄ってきた。

「荷物、持つよ！　荷物、持つよ！　荷物、持つよ！」

　──こんなの、ゲームにはなかったな。

　お願いしようとするシェラをレムが止めた。

「ダメです。荷物を持っていかれるか、よくても荷運び賃を要求されますよ？」

「そ、そうなんだ……」

「任せるような重い荷物はないのですから、自分で運びましょう」

「うん！」

　ルマキーナが悲しそうな顔をした。

「…………」

　貧しそうな子供たちに同情しているのだろうか。

　レムが声をかける。

「……わざとボロ服を着てるだけですよ？　顔色を見れば、ちゃんと食べていることはわかります。子供たちの、ちょっとした小遣い稼ぎです」

「そうなのですか!?」

「……旧魔王領にかぎらず、どこの街にも、こういうのはいます」

　驚いた様子で、ルマキーナは周りを見回した。

　ディアヴロはそんな貪欲な子供たちからも遠巻きにされていた。角が生えたように見える頭といい、黒ずくめの格好といい、近寄りがたい雰囲気があるらしい。




　ディアヴロたちは塔に向かって歩く。

　砂の地面には変わりないのだが、建物が増えてきた。

　ゲームでは気にしなかったが──うっかりすると足が沈んでしまうような砂地なのに、石造りの建物が作れるなんて、ちょっと驚きだ。なにかしら工夫をしているのだろう。

「あ、お花です」

　ルマキーナが指さす。

　なんと、この不毛な土地で、建物の前に花壇があった。

　レムが微笑む。

「……このあたりは、水が手に入りやすいみたいですね」

「水の匂いがするもんね」

　シェラが前を指さす。

　道の先には、湖があった。キラキラと小さな波が輝いている。

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリにもジルコンタワー市があり、同じような造りだった。けれども、湖というより塔の周囲に堀がある程度だった。

　──まぁ、ゲームだと、プレイに必要な建物しかないような小さな拠点だったからな。

　この世界のジルコンタワー市には、子供たちもいるし、その両親もいる。飯屋や服屋もある。




「なんなんだよ、それー!?　言ってたのとずいぶん違うじゃん!?」




　甲高い声が聞こえた。

　子供か？

　見れば、いかにも冒険者という男たち四人と、ウサギ耳のグラスウォーカーの少年が言い争っている。

　いや、少年のほうも格好からして冒険者か？　革の軽装鎧よろいをまとい、小剣シヨートソードを背負っていた。

　グラスウォーカーは何歳になっても子供のまま外見が変わらない種族だ。おそらく子供ではないのだろう。

　詰め寄るグラスウォーカーの肩を、豹ひよう人じん族ぞくの男が押し返した。

「役立たずは報酬が少なくて当然だ！」

「おいおいおい～!?　役に立ったじゃん!?　案内したじゃん!?　鍵開けたじゃん!?　宝もあったじゃん!?」

「どえらいモンスターが大量に飛び出してきて、あやうく全滅するとこだったろ！」

「え～!?」

　──モンスターハウスか。定番のトラップだな。

　ディアヴロも自分の固有空間に仕掛けたことがあった。

　旧魔王領には大量のダンジョンが存在する。彼らはその一つを攻略している冒険者パーティーなのだろう。

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリでは、取得アイテムや経験点の分配が自動的に行われる。強制的に奪われるようなことはなかった。

　それでも、たまに『活躍していない寄生プレイヤーは報酬を渡せ』などと言い出す者もいたようだが……

　ディアヴロは単ソ独ロプレイばかりだったから、そういうトラブルとは無縁だった。面倒がなくてよかった。

　──やっぱＭＭＯＲＰＧをやるなら単独プレイに限るな！




　豹ひよう人じん族ぞくの男が長剣をひけらかす。

「まぁ、こいつは、なかなかの業物だ。俺様が有効利用してやるよ」

　刃に炎を纏まとっていた。

　周りの連中が囃はやし立てる。

「うひょーすげえぜ！」「やったな、アニキ！」「試し斬りしてみようぜ！」

　──《レッドソード》か？

　見覚えのある武器だった。

　ランクＲレアのゴミ……などと思うのは、ゲームでの感覚か。この世界では、あれでもかなり貴重な武器らしい。

　ゲームでは希少な素材を手に入れるために、プレイヤーは命を顧みずに無茶なことをしていた。死亡ペナルティーは軽くないが、アカウントが抹まつ消しようされるわけではない。

　しかし、この世界では死んだら終わりだ。

　希少な素材を収集する者は限られ、そのぶん武器の質は低いものばかり流通している。

　ふとディアヴロは思う。

　──そういえば、俺も自分のダンジョンにモンスターハウスを作って《レッドソード》を置いたなぁ。偶然……だよな？

　グラスウォーカーの少年が食い下がる。

「その剣なら、一〇〇〇万Ｆフリスくらいの価値はあるじゃん!?　なんでオレには銀貨一枚なんだよ!?」

　銀貨一枚は四〇〇〇Ｆだ。

　一緒にダンジョンに潜った相手に、それはないだろう。

　豹ひよう人じん族ぞくの男が牙を剝く。

「俺たちがいなきゃ、今頃、お前はモンスターの餌だろうが!?」

「オレがいなかったら、お宝まで辿たどり着いてないじゃん!?」

「ほぅ……やろうってのか？　こいつをまずテメェで試してやってもいいんだぜ？」

　剣を突きつける。

　炎はエフェクトだけだから熱は放っていないが、あわててグラスウォーカーの少年が後ずさった。

「ううぅ……」

「こそこそ隠れてるだけのグラスウォーカーには相応の額だろ」

「……山分けって言ってたくせに」

「ああん!?」

　今にも斬りかかってきそうな脅しの声に、少年が及び腰になった。

　不承不承うなずく。

「い、いや……これでいいよ」

「最初から、そう言っときゃいいんだ。その金額でよけりゃ、また使ってやるよ。じゃあな！　ゲハハハ！」

　笑い声をあげながら冒険者四人が酒場へと消えていった。まだ昼だが、たいていの酒場は明るいうちから営業しており、ランチを出す。

　相手の姿がなくなってから、グラスウォーカーの少年は銀貨を振り上げた。

「ざっけんな！　インチキ野郎！　モゲろ！」

　銀貨を地面に叩たたきつける──振りだけして、ポケットにつっこんだ。




　ディアヴロと同じく一部始終を見ていたレムが肩をすくめた。

「……どこも似たようなものですね」

「ファルトラ市でも、ああいうことはあるのか？」

「……わたしも、女という理由で不当に報酬を減らされたことがあります」

「下らんな」

「……はい。そういう手合いには、召喚獣を使うことを躊躇ためらいませんでしたが」

「うむ」

　シェラとルマキーナは花壇の前で、花の育て方についての話で盛り上がっていた。

　冒険者たちの会話は耳に入らなかったようだ。
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「アンタら、冒険者かい？」

　さっきのグラスウォーカーの少年が、こちらに声をかけてきた。

　ちょっと癖のある短めの髪と、甲高い声と、活力に満ちた表情のために、とても元気よく見える。ウサミミが左右に揺れていた。格好からしても探索系か。
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　意外と物怖じしない性格のようだ。

　ディアヴロは腕組みして応じる。

「なんだ？」

　さっそくトラブルになりそうな雰囲気を察して、レムが間に入った。

「……わたしたちはファルトラ市から来た冒険者ですが、それが？」

「ファルトラ？　なあんだ、買い出し？」

「……とある方の護衛ですね。それも今日で終わりですが」

「おっ、そうなんだ！　ダンジョンには行かないのかい？　せっかくジルコンタワーまで来たなら、新しいダンジョンに挑戦しても損はないと思うぜ？」

「……新しいダンジョンですか？」

「ああ、最近、すっごいのが見つかったんだよ！　入口からして普通じゃなくてさ。中にある宝は、どれも別格なんだ！」

「……面白そうですね」

「どうだい？　ダンジョン経験豊富な道案内と鍵開けの名人を紹介しちゃうよ？　ズバリ、オレさ！」

　ビッ、と親指を自分自身に向けた。

　──ダンジョン攻略か。

　たしかに、手ブラで帰るのも馬鹿馬鹿しい。

　ルマキーナの護衛が終わったらそれもいいかも、とディアヴロは思った。

　レムが尋ねる。

「……その普通ではない入口というのは、どういうものですか？」

「それはパーティーを組んでのお楽しみ……と言いたいところだけど、いいよ。特別に教えてあげる」

　もったいつけてグラスウォーカーの少年が語る。




「門の前にある獅し子しの像が、動いて襲ってくるんだよ」




　この言葉に、ディアヴロは息を吞のんだ。

　──なんだと!?

「く、詳しく話すがいい！」

　思わずグラスウォーカーの両肩を摑つかんでいた。

「わわ!?」

「おい、貴様、そのダンジョンは、十三階まであるのではないか!?」

「そんなのわかんないよ、みんな三階までしか行けてないし……」

「三階というと……スライムをグリーン、ブラック、レッド、ブルー、ダークグリーン、ダークイエローの順に倒すと四階への鍵が出現するはずだな!?」

「ええっ、それホント!?　たしかに、いろんな色のスライムがうろうろしてるけど……」

「フロアの扉に『Ｆ43』と書いてなかったか!?」

「たしか……あった、かも……？」

「ッ!!」

　──そいつは、俺のダンジョンじゃないのか!?

　この世界には元ネタにしたレトロゲームが存在しないから、ちょっと難しくなりすぎたか。

　グラスウォーカーの少年が逆に尋ねてくる。

「ねえ、アンタ、何者!?　今のホント!?　四階のことも知ってる!?」

「それはだな……」

　ここで全て話してしまうのは、馬鹿だ。

　もしもディアヴロのダンジョンだとすれば、最下層には《倉庫》──集めたアイテムを収めた宝物庫がある。

　あれらを他人に渡す気はなかった。

　グラスウォーカーの両肩を離す。

「忘れるがいい」

「ちょっ……そりゃないっすよ！　ダンナすげえ冒険者なんじゃないっすか!?　ねえねえ、ダンジョン行きましょ、ダンジョン！　オレ、役に立つっすよ？」

　なにかを察したのだろう──レムが話題を転じる。まったく賢い娘だ。

「……すみませんが、聖騎士長バドゥタを知りませんか？　わたしたちは、その人に会いに来たんです」

「えっ、教会の偉い人？　うーん……街の西側に住んでるけど……」

　グラスウォーカーが顔を曇らせた。

　なにかあるのだろうか？




　立ち話をしていたら、シェラが駆け寄ってきた。

「ディアヴロ、あれ！」

「む？」

　ルマキーナが往来のど真ん中で、なにやら鎧よろい姿の男と睨にらみ合っていた。

　──トラブル起きてるー!?

　ダンジョンの話に夢中になりすぎたか！

　レムがあわてて飛んでいった。

「な、なにかありましたか!?」

　言いながら、鎧よろいの男とルマキーナの間に割りこんだ。

　人間ヒユーマンの男が苛立たしげに言う。

「この女が、イチャモンをつけてきたんだ！」

　指さされたルマキーナが、見上げるような巨漢を相手に一歩も引かず、睨みつける。

「助けを求める女性を足蹴にするなど、見過ごすことはできません！」

　二人の横には、女性がいた。

　歳は三十くらいで豹ひよう人じん族ぞくだ。地面に尻を落とし、布にくるんだ赤ん坊を大切そうに抱いている。ルマキーナたちの言い争いを前に、おろおろするばかりだった。

　男が嫌そうに言う。

「神官様の助けが必要なら、列に並んで、寄付を払え！　メシ食ってるとこに、泣いてる赤ん坊なんか連れてこられても迷惑だ！　人様に迷惑をかけるヤツは、蹴られたって仕方ないだろ!?」

「あなたは自分に罪がないとでも思っているのですか？　落ち度のある者には、なにをしても許されるなら、あなたも罪を過剰に咎とがめられることになります」

「ケッ！　俺に罪なんかあるわけないだろ！　なんせ俺は、聖騎士隊なんだからな！」

　ルマキーナが怪け訝げんな顔をする。

「え？　聖騎士〝隊〟とは、なんですか？」

　言われてみれば、男の鎧には教会の紋章が彫られていた。

　聖騎士ほど立派な鎧ではなく、そこらの冒険者が着ているのと同じような安物だが、関係者でもないのに紋章はつけない。

　ディアヴロのマントが引っぱられた。

　見れば、先ほどのグラスウォーカーだ。

「まだいたのか」

「酷ッ!?　マズイっすよ、ダンナ！　アイツは聖騎士隊だ」

「それはなんだ？　聖騎士なら知っているが」

「真似じゃね？　教会の兵隊で、とにかく荒っぽいんすよ。野盗みたいな連中さ。よその街じゃどうか知らないけど、この街じゃ威張り散らして大変なんだ」

「ほう」

　聖騎士長バドゥタを頼って来てみたが……

　──ハズレかもしれないなぁ。部下がそんな調子じゃあ。




　ルマキーナと男の会話によれば──

　どうやら、あの豹ひよう人じん族ぞくの母親が、神の奇跡で赤ん坊の治療をしてほしいと頼みこんだらしい。それを迷惑がった聖騎士隊が蹴りつけた。

　一連の様子を見ていたルマキーナが、怒って説教をかましたようだ。

　命を狙われている立場なんだから面倒を起こすなよ、とも思う。しかし、か弱い者への暴行を、見て見ぬ振りができる性格ならば、そもそも枢教院に命を狙われていないか。




　ルマキーナが〝誰にでも罪はあるのだ〟という説教をする。

「開かい闢びやくの聖典、第三章にも書かれています……すべての人は生まれながらにして罪をいだいており……」

　どうやら彼女は聖典を丸暗記しているらしかった。

　相手も教会の関係者を名乗るくらいだから、一度は聞いたことがある一節だろう。

　ルマキーナの身体が、うっすらと光りはじめた。

　聖典を諳そらんじると魔力が溢あふれ出してくる。祈りによる現象だから、正確には魔力とは違うものかもしれない。

　風が強くなり、砂が舞う。

　天地の異変に湖から鳥が飛びたち、遠くで犬が吠ほえだした。

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリにおいて、教会の教義は詳しく明かされていない。欧風ファンタジーの定番として、おそらく例の宗教がベースだろうとは思うが……

　宗教と政治には深くつっこまないのが娯楽作品の基本だった。

　そして、気圧されていた聖騎士隊の男が──キレる。

「偉そうに、うるせえんだよ！」

「聞きなさい！」

「冒険者ごときが、聖騎士隊の俺様に、説教かましてんじゃねえー!!」

　拳を握りしめ、突き出してきた。




　ディアヴロの《天てん魔まの杖つえ》が、男の顔面を殴り飛ばす。




　派手に吹っ飛んだ。

　五メートルくらい飛び、着地してからも五メートルくらい地面をえぐり、半分ほど砂に埋まって止まった。

　ディアヴロは肩をすくめる。

「フンッ……馬の耳になんとやら、だったな。あのような者には、なにを言ってもダメだ」

　言い争いならよくあることらしく周りも気にしていなかったが──聖騎士隊の男が一〇メートルも吹っ飛んだので、さすがに注目を集めた。

　ざわざわと騒ぎになる。

　意外にも男が立ちあがった。

　鎧よろいから砂が落ちる。そして口の端から血をこぼした。

「うぐご……て、てめぇら……ッ!!」

「ほう、なかなか頑丈ではないか」

　──エミールよりレベルは上かもしれないな。さすがは旧魔王領の街を拠点にしているだけある。

「教会に楯たて突つきやがったなァ!?」

「またソレか。雑魚は、すぐに自分と組織の区別がつかなくなる。いや……大きな組織と自分を同一視しているせいで、普段から尊大なのか？」

「もう遅いぞ！　この場で浄化してやる！」

　男が剣を抜いた。

　周りで見物をしていた者たちが、ワアッ、と距離を取る。

　巻きこむ心配がなくなって、やりやすくなった。

　ディアヴロの戦い方は心得ているので──レムたちも後ろにいて、少し離れる。騒動の元になった母子も保護されていた。

　──やれやれ、どう手加減するか？

《試し製せい大おお戦いくさ鎌がま》を使うか？

　いや、レベル50の戦士よりも上の実力者が相手だと、あの武器では苦戦する恐れがある。

　守る対象がいるから、万が一は許されない。

　護衛クエストの基本は〝敵を近づけない〟ことだ。

　ディアヴロは《天てん魔まの杖つえ》を向けた。

「吹き飛ぶがいい！　《エクスプロージョン》ッ!!」

　レベル50程度で覚えられる魔術だが、ディアヴロの能力値パラメーターが高いので、普通ではない威力になる。

　そいつを地面に放った。

　剣を構えていた聖騎士隊の男が、爆発──の余波で、また吹っ飛んだ。

　ちゃんと距離を取っていた街の住人たちも、まさかの熱風に大騒ぎになった。

　黒煙が晴れる。

　地面に大穴が開いていた。

　街の人たちは……大丈夫そうだ。

　──ふぅ、よかった。できるだけ迷惑かけたくないもんね。

　聖騎士隊の男は、また半分ほど砂に埋まっていた。

　がばっ！　と起きあがる。

「あ、が、ががッ!?」

「フンッ……生きているとは、運のいいやつめ」

「な……!?　元素魔術……なのか!?」

「まだ味わいたいか。よかろう、次は確実に灰にしてくれる！」

　もちろん脅しだった。

　杖を向けると──聖騎士隊の男が顔を青ざめさせ、剣を放り出して逃げだした。

「ひ～～～～～～～～～～ !!」

「ククク……つまらん雑魚だったな」

　ディアヴロは尊大な態度を取りつつ、内心では安あん堵どの吐息をつく。

　逃げてくれなかったら、どうしようかと思った。
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　すっかり周りが騒然となっている。

　──マズかったかなぁ？　昼の街中で魔術を使ったのは失敗だったか!?

　魔王らしく超然としているが、冷や汗が背筋を伝う。レムとシェラも、どう事態を収拾したものか困っていた。

　ルマキーナが、豹ひよう人じん族ぞくの母親に声をかける。

「先ほど、教会の助けが必要──と、おっしゃっていましたね？」

「は、はい！　この子が！」

　爆発を間近で見て、かなり動揺しているはずだが、子供のこととなると一も二もないという感じだった。

　──母親か……

　赤ん坊をくるんでいた布が外される。

　その足に、黒紫色の×印を書いたような痣あざが、八つあった。

　ディアヴロは思わず「えっ!?」と声をあげてしまう。ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリにも、これによく似たものがあったからだ。

　ルマキーナが怪け訝げんな顔をした。

「なんですか？」

　豹ひよう人じん族ぞくの母親が苦しげに訴える。

「告こく死し病びようです……今、この街で流行している病気なのです……だんだんと痣が増えていき、九個目が浮かんだとき……し、死んでしまう……」

「なんですって!?」

「神官様の奇跡を受けられれば、治せるのですが……」

「急いで教会堂へ行きましょう！」

「ダメなんです」

「どうしてですか!?」

「そ、それは……」

　母親が言いにくそうにする。




「金だよ」




　グラスウォーカーの少年だった。ギリッと歯は嚙がみする。

「教会の連中ってさ、奇跡を使うのに、すげえ額の寄付金を要求するんだよ。告こく死し病びようだけじゃなく、他の病気とかでも」

「そんな……!!　だって、こんな幼い子の命に関わるのですよ!?」

「よその街じゃどうなってるのか知らないけど……ここは、そういう街だから。その人だって、さっき聖騎士隊のヤツに頼んだけど、蹴られちまったじゃんか」

　母親が赤ん坊を抱きしめる。

　肩を震わせた。

　×が九個で死ぬ。

　赤ん坊には、もう八個の痣あざが並んでいた。

　ディアヴロは言葉を発しようとする。

　しかし、なんと言えばいい？　告死病についての知識は、ゲームで手に入れたものだった。この世界のものとは原因や対処方法が違っているかもしれない。

「…………」




　ルマキーナが拳を握った。

「──わかりました！　私が治します！」

「え？　そんな簡単なもんじゃ……」とグラスウォーカーの少年が首をかしげる。

　ルマキーナは胸元から聖印を取り出し、赤ん坊へと向けた。

「初めて見る病ですが、神様は護っていてくださいます。きっと祈りは通じます。そうですよね？」

　彼女が視線を向けたのは、ディアヴロだった。

　──そういや、俺を神様だと勘違いしているんだっけ。どれほど祈られても風邪すら治せないけど。

　ディアヴロは鷹おう揚ようにうなずく。

「フッ……貴様ならできるであろう。あー……その……我のことは気にせず、いつもどおりにやることだな」

「はい！」

　ルマキーナが自信に満ちた瞳でうなずいた。

　母親がすがるように尋ねる。

「あなた様は、神官様なのでしょうか……？」

「若輩者ですが……」

　砂のうえにもかかわらず、母親が伏して頭を下げる。

「どうか！　どうか、この子を！」

「わかりました。一緒に祈りましょう。きっと神様は救ってくださいます」

「お、お願いします！」

「はい！」

　ルマキーナは赤ん坊の前で跪ひざまずいた。

　祈りの言葉を諳そらんじる。

「天にあられる大おお神かみよ、救いを求めし声を聞き届けたまえ。この子に憑つきし、悪しき病を癒やしたまえ。この子の罪に寛大なる慈悲を与え、生を許したまえ……」

　母親は手を合わせて震えていた。

　周りで見ていた街の人たちも、一人二人と膝をついて手を合わす。

　レムとシェラまでも。

　ディアヴロは居心地が悪くなってきた。自分だけが立っているのは、どうも場違いな気がする。

　しかし、跪いて祈るというのは、ちょっと魔王のイメージと違う。しかも、ルマキーナには〝我こそが神だ〟と騙かたっているのだし。

　ディアヴロは祈りの輪から離れた。石造りの建物の陰で涼む。

「ふぅ……」

「祈らないんすか？」

「む？」

　グラスウォーカーの少年がついてきていた。にへへ、と愛想良く笑う。

「オレ、ホルンっていうんす。ダンナは？」

「我はディアヴロ、異世界の魔王だ」

「へ？」

　ちょっと驚いた様子だったが……冗談か異名だとでも思ったのか、深く尋ねてはこなかった。

「貴様は祈らないのか？」

「オレは、神様って苦手なんすよね。教会堂に行ったことないし」

　この世界の人々は信心深い。教会堂に行ったことがないというのは珍しかった。

　ホルンが苦笑する。

「行くと寄付金を取られるじゃないすか。オレ、貧乏だから」

「ふむ……」

「でっかく稼げると思って、苦労してジルコンタワーまで来たんすけど……なかなか、うまくいかないっす」

「そのようだな」

「だから、ダンナ！　ダンジョン、行きましょうよ！」

　あやうく、うなずいてしまうところだった。

　──子供の外見に騙だまされると危険だ。グラスウォーカーなんだから、俺より年上かもしれない。

「今は忙しいのだ」

　あの聖騎士隊の態度や、命が危ない子供を見捨てて寄付金を要求することから考えて、聖騎士長バドゥタは信用できない。

　ルマキーナを任せられるとは思えなかった。

　そうなると、枢教院から守るには、どうするべきか？

「ん？」

　強烈な魔力を感じ、振り返る。

　ルマキーナの祈りの効果か。光の柱が天へと届く。その輝きは、以前に見たときよりも強かった。

　大勢が祈りに参加することで効果が高まる、ということか？

　ホルンが不思議そうに首をかしげる。

「空に、なにかあるんすか？」

「いや……」

　あれは普通の人には見えないようだった。

　ワッ！　と祈りの輪が喝采に沸く。

「やったぞ！」「痣あざが消えた！」「すげえぜ！」

　豹ひよう人じん族ぞくの母親が子供を抱きしめ、額を砂に埋める勢いで頭を下げる。

「ありがとうございます！　ありがとうございます！　ありがとうございます！」

　赤ん坊がわんわん泣きだした。元気な泣き声だ。

　ルマキーナが額の汗をぬぐった。

「よかったです。本当に」

　レムとシェラが笑みを交わす。

「……さすがですね」

「やったね！」

　街の人々からの賞賛の声はやまない。誰かが宗教歌を歌いだし、合唱になった。

　──よかったなぁ！

　ディアヴロの口元が自然と緩む。

　ホルンがポカンと口を開けた。

「スゲエ!?　教会の神官だって何時間も祈って、ようやく痣あざが減るくらいなのに!?　本当に治せたんすか!?　あ、あの子、すごいんすねえ！　本物の神官なんだ！」

「フッ……あれくらいは、できて当然だ」

　地方の神官でも治せるのだから、大だい主しゆ神しん官かんになら治せるだろう──と考えてはいたが、独特なコツとか、特別な知識や道具が必要な可能性もあった。

　ちゃんと治せて、一安心だ。




　──あちらは大丈夫だとして、問題はこっちだな。

　ディアヴロは視線を道の先へと向ける。

「来たか」

　ホルンがギョッとした顔をする。

「うえっ!?　もう来たの!?　ダ、ダンナたち、早く逃げたほうがいいっすよ！」

　さっき吹っ飛ばした男を先頭にして、聖騎士隊の連中が駆けてくる。

　二〇人くらいはいるか。

　ディアヴロは往来の真ん中に立って出迎える。

「おい、ホルンとやら……巻きこまれたくなければ離れて…………」

　もう居なかった。

　──逃げ足、速ッ！

　さすがはグラスウォーカーだった。彼らは非力で脆ぜい弱じやくだが、隠密行動が得意で敏びん捷しよう性せいが高いという種族特性がある。

「まぁ、周りに人がいないほうが戦いやすいし、ちょうどいい」

　ディアヴロは《天てん魔まの杖つえ》を構えた。
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　また二〇人ばかりの聖騎士隊を蹴散らす。そういう流れを予想していたのだが……

　──どうなってんだ？

　街の人たちが、ディアヴロたちの前に壁を作った。先ほど、ルマキーナと一緒にお祈りをしていた連中だ。




　人々の壁が、聖騎士隊の前に立ちはだかった。




　全員が決意に満ちた顔をしている。

「聖騎士隊は帰れ！」「そうだ、そうだ！」「この人たちに手出しはさせんぞ！」

　ディアヴロは驚きよう愕がくした。

　これが、大だい主しゆ神しん官かんの影響力か！

　お祈りひとつで、周りにいた一般人たちを個人の信者にしてしまうとは。

　彼らはルマキーナの地位を知らない。ただ彼女の行動に心酔し、荒くれ者である聖騎士隊から守るための盾となっているのだった。

　武器すら持っていないのに。

　──会ったばかりの者たちに命すら懸けさせてしまう、か。これはこれでチートだ。建国ネタだったらイージーすぎてストーリーにならないんじゃね？　そりゃ、国王と同じだけの権力があるわけだよ。

　どれほど戦果をあげようともパーティーどころかフレンド一人作れなかったディアヴロとは大違いだった。




　一般人に「帰れ！」と連呼されて引き下がるなら、聖騎士隊も〝野盗みたい〟などと評されていない。

　連中のなかでも周りの倍くらいデカイやつが前に出てくる。豹ひよう人じん族ぞくだが、豹というより熊みたいだった。

「グフフ……おもしれえじゃねえか……なにがあったか知らねえが……教会の権威、思い出させてくれる！」

　身の丈より長い槍やりを持っていた。

　馬ば上じよう槍そうだ。

　本来は馬に跨またがった状態で使う槍で、徒歩で扱うものではない。それを棍こんのように振り回す。

　戦ってみないとわからないが……手加減できる相手ではなさそうだった。

　聖騎士の格好をしている者はいない。聖騎士長バドゥタは来ていないということか。

　──さて、どうするか？

　ディアヴロたちと聖騎士隊の間に一般人が壁を作っている。

　盾になろうという気概は嬉うれしいが、このままだと魔術に巻きこんでしまう。

　──ちょっと手間だが、《ヴォルカニックウォール》かな？　それで一般人と聖騎士隊の間に炎の壁を作るか。

　そのうえで、敵の側にだけ《バーストレイン》を？

　直撃だと殺してしまうか？

　推測できる敵ＨＰ生命力とＰＯＷ意思（魔術防御力）から、ダメージを計算する。




　早鐘が突かれた。




　睨にらみ合っていた聖騎士隊と、一般人たちが両方とも騒然となる。

　──何が起きたのか!?

　誰かが叫ぶ。




「魔獣だ！　超大型の……魔獣ッ!!　《サンドホエール》だッ!!」




　それは大災害を告げる言葉に等しかった。
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《ガリオン級》と呼ばれる一〇〇人以上が乗れる砂船がある。三枚の帆を張る高さ六〇メートルのマストが三本も立っていた。

　その大型砂船が、帆をいっぱいに張って全速力で疾駆している。

　逃げていた。

　甲板にはハンドルで引き絞る巨大な弩おおゆみが置かれているが、これを追っ手に撃とうとする者はいない。意味がないからだ。

　もう風と神に祈るしかない。

　ディアヴロたちが乗ってきた砂船より、何倍も大きい《ガリオン級》砂船──その何倍も巨大なモンスターが、砂を巻きあげながら追いかけていた。

　砂すな海うみを泳ぐのは、茶色の鯨だ。

　表面は石のように固い。ドラゴンの鱗うろこにも匹敵する強度があり、人ひと族ぞくの武器では傷一つつけられないと言われている。

　全長は三〇〇メートルを超えていた。

　その口の大きさは、全モンスターのなかで最大級を誇る。

　もしも街に突っこんできたなら、大勢が建物ごと喰くわれるだろう。

　グリーンベヒモスや、シーサーペントに並ぶ超大型魔獣だった。山一つとか、島一つと表現される大きさだ。




　街の人々も、聖騎士隊も、もう関係なかった。

　悲鳴と、怒号と、絶叫が飛び交う。

「なんで街に向かってくるんだ!?」「逃げるしかねえよ！」「どこへ!?　もう間に合わねえだろ！」「聖騎士長様なら！」「領主様を！」「早く誰か呼んでこい！」「ああ、あんな近くまで！　もう無理だ────ッ!!」

　どうやら、聖騎士長バドゥタか、このジルコンタワーの領主なら、なんとかできると思われているようだ。

　だいぶ近い。《サンドホエール》の姿は、はっきり見えていた。

　一〇分かからず街に到達するだろう。

　目の良い者が、地平線を睨にらむ。

「チクショウ！　どっかのバカが、砂船で街に向かってやがる！」

「逃げこんでくんのか!?」

「ちょっとズレてる！　街に魔獣を押しつけて、自分たちだけ逃げる気だ！」

「なんだと──!?」

　そんな会話が聞こえた。

　地面の砂が、小刻みに揺れる。地響きが伝わってきた。

《サンドホエール》が接近しているせいか？　こんな演出は、ゲームでは経験できなかった。

　レムとシェラが駆け寄ってくる。

「デ、ディアヴロ、いかがしますか!?」

「うわーん！　どうする!?　どうする!?　どうするー!?」

　ルマキーナも一緒だった。気丈に唇を引き結んでいるが、恐怖を感じているのは小刻みに震える膝からわかる。

　頭では無駄だとわかっていても人々は逃げだした。《サンドホエール》は東から接近しているから、みんな西へと逃げる。

　──ちょっと前に練習した飛ひ翔しよう魔術を使えば、俺たちだけなら逃げられるけど……

　ルマキーナの周りに、よろよろと人々が集まってきた。

　三〇人くらいが跪ひざまずいて祈りはじめる。

「神様……」「お助けを……」「どうか……神様……」

　ルマキーナは戸惑っていた。

　彼女とて、どうしたらいいかわかっていない。

　こんな唐突に、大災害と言えるような事態が起きたら、仕方のないことだろう。

　ディアヴロはため息をついた。

　──これだから、どうにも宗教は苦手なんだよな。手に余る難事が起きると、すぐ神様頼りだ。

　自分一人の力でどうにもならなくても、力を合わせるとか、頼る相手を探すとか、いろいろできることはあると思うが。

　無駄だと知りつつ西へ逃げる者たちのほうがマシだ。

　──なんてこと考えちゃうのは、俺が宗教色の薄い日本で育ったせいかもしれんけど。

　なんにしても、この人たちを見捨てて自分たちだけ飛ひ翔しよう魔術で逃げる、というはナシだろう。ルマキーナが納得しないだろうし。

　ディアヴロは砂を踏む。

《サンドホエール》を睨にらみつけた。砂煙をあげ、どんどん近づいてくる。

　──仕方ないな、やるか！

「レムよ！」

「は、はい！」

「これより多重魔術を使う。周りを警戒しておけ！　いくらか隙が大きいのでな」

「……わかりました。盾になれる召喚獣を出しておきます」

「シェラよ、貴様はルマキーナを守れ。怪しいヤツは絶対に近づけるな。撃て」

「うん、がんばるね！　あ、あたしも《ターキーショット》で周りを見張っておくよ！」

　ルマキーナの周りでは信者たち（そう表現してしまっていいだろう）が祈りを捧ささげている。そうそう近づけないと思うが、念のためだ。

　シェラが黒色の弓を手にしてルマキーナの横に立つ。

　空には丸々太った鳥の召喚獣《ターキーショット》を飛ばした。遅くて弱いが、上空から監視する能力がある。

　レムが《ストーンゴーレム》と、新しく従えた《アイアンゴリラ》を並べた。盾役としては優秀だ。

　ディアヴロは目標に集中する。

　手が震えた。

　──くそ……緊張する。

　なにせ、魔王クレブスクルム戦の《アポカリプスアビス》よりも使ったことの少ない魔術だ。発動まで、移動もできず、他の魔術も使えない。

　威力が大きいから習得しておいたものの、単独行動が専門のディアヴロは、ろくに使用する機会がなかった。

　──不慣れな魔術が、この世界で使えるのか？

　召喚されたばかりのとき、初めて魔術を放ったことを思い出した。

　心拍数が上がる。

　ディアヴロは《天てん魔まの杖つえ》を目標に向けて構えた。

　──多重魔術！

　三つの極大魔術を重ねて一つの魔術として放つ。準備の隙はやたら長く、ダメージを受ければ中断され、ＭＰ精神力だけを大幅に消費する。

　しかも《特殊技能》扱いだから連続使用はできない。もし発動できなくても、次に挑戦できるのは、しばらく後だ。

　つまり、一発勝負。

　ディアヴロは三つの魔術うちの一つ目を唱える。




「漆く黒ろより昏くらき冥よるから生しようぜし闇よ、弧こに集え……《ダークアークシーク》」




　杖の先端を中心として、上下に黒色の光が伸びはじめた。

　シェラの持つ黒色の弓に似ているが、その大きさは桁違いだ。下側は地面の中へと入ってしまう。

　上側だけでもディアヴロの背丈の何倍もあった。




「森しん羅ら万ばん象しようを吞のみこむ虚きよ無むよ、我が手に来たれ……《ブラックホールアロー》」




　杖つえの先端に黒色の球体が生まれる。

　穴だ。

　光も何もかも、吞のみこんでしまう穴だった。




　地響きが大きくなり、とうとうテントが倒れはじめる。

　石造りの建物にも、ヒビが入った。

　街の横を、逃げてきた大型の砂船が通過していく。本当に《サンドホエール》を街に押しつけて逃げる気だ。

　──今は無視。

　街ほども巨大な魔獣が迫っていた。

《サンドホエール》が、ばっくりと口を開ける。

　ディアヴロの心拍数が跳ね上がった。恐怖心を搔かき立てられる。呼吸が荒くなった。ディスプレイの映像とは違いすぎる！




　──こ、こんな巨大な……山みたいなモンスターに、個人が放つ魔術なんか効くのか!?




　頭に疑念が浮かんでしまった。




　──ダメだ、迷うな！　初めて魔術を使ったときと同じだ！　自分を信じろ！　いいや、魔王ディアヴロを信じろ！　今の俺は、ディアヴロだ！　異世界の魔王だッ!!




　叫ぶ。




「虚きよ無むの矢よ、天地せかいの境きよう界かいに楔くさびを穿うがて！　《グラビティアビス》ッ!!」




　黒色の輝きを放つ矢弾が、大型の魔獣に向かって飛んでいく。

　大気が震える。

　三つの極大魔術の結晶が──

《サンドホエール》の鼻先に命中した。

　魔術が発動する。

　黒色の穴に、その頑強な表皮が引きずりこまれる。

　ドラゴンの鱗うろこにも匹敵するという強度の表皮が、ぐしゃぐしゃに割れた。遠目にはわからないほど小さな穴に、ずるずる引きずり込まれていく。

　魔獣の進行が止まった。




　──よっしゃ！　発動したぁぁぁ────ッ!!




　内心でガッツポーズしつつ、ディアヴロは冷徹な表情で魔獣を睨にらみ続けた。

　やがて、逆の衝撃波──魔獣のほうに引っぱる力が、街まで届く。まるで背後から押されたように感じた。

《サンドホエール》のほうへ砂が集まっていく。

　テントが飛び、小物が転がっていた。割れた石壁の一部も飛んでいく。

　人まで引きずりこまれそうになったが、周りの人々が手を伸ばして摑つかんでやり、なんとか連れ戻した。

　ごうごう、と台風みたいに強い風が続く。

　固い物の割れる音が連続した。《サンドホエール》が極小の穴に落ちていく。

　空気が震えた。

「オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ──────ン!!」

　大型魔獣の絶叫なのか？

　それにしても巨大だ。

　あまりにも、デカすぎる。

　そろそろ魔術の効果時間が切れそうなのに、まだ落ちきらない。

　ディアヴロは別の魔術を検討した。

　今と同じものは、しばらく使えない。他に《サンドホエール》に有効そうな高威力な魔術となると……
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　街の一角から閃せん光こうが走った。




　膨大なＳ気Ｐ力が込められている、とディアヴロは気付く。

　武技による遠距離攻撃だ。

　使っている武器もわからないので技名までは確定しなかったが、武技であることは間違いなかった。

　威力はディアヴロの放った多重魔術《グラビティアビス》ほどではなかった。一撃で地形を変えるほどの威力は、魔術でしか発生できない。

　しかし、戦士系は必殺技を連発できる。

　閃光が次々と放たれた。

　ディアヴロの《グラビティアビス》により突進が止まり、鼻先の装甲を失った《サンドホエール》に、着実にダメージを積んでいく。




　さらに、背後のジルコンタワーから、発砲音があがる。

　ディアヴロの腹に響いてくるような音──まるで戦車砲だった。

　音を鼓膜ではなく肌で感じる。

　ドンッ！


ドンッ！




ドンッ！



　連続した。

　そして、一〇秒くらいしてから、《サンドホエール》の身体が──破裂する。

　硬い表皮の内側に爆弾でも仕掛けてあって、それが次々と爆発したかのようだ。そんなふうに見える光景だった。

　ボンッ！


ボンッ！




ボンッ！



　──これって……まさか魔銃マギガンか!?

　魔力を伸ばした射手が転職クラスチエンジできる上位職ハイクラスが《魔銃使いマギガンナー》だった。

　平均的なレベルの低いこの異世界では〝存在しないのでは〟とさえ思っていたのに……こんな場所にいるとは。

《魔銃使いマギガンナー》は特殊な装備である魔銃マギガンを使い、魔術を込めた弾丸を放つ。

　さらには発射時に魔術を重ねることで、射手系にもかかわらず元素魔術に匹敵する威力を発揮することができた。

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリだと、実装時には強すぎて下方修正を繰り返した職業クラスだ。

　初期の魔銃使いマギガンナーは〝壊れ性能〟だの〝公式チート〟だの〝バランスブレイカー〟だのと罵られていた。

　──もしも初期バージョンで、この世界に存在するなら、面倒くさい相手になるな。




　再び空気が震える。

《サンドホエール》の悲鳴だった。

　のたうちまわりながら、砂へと沈んでいく。

　──倒したのか？

　それとも、逃げたのか？

　ゲームと違って、戦闘結果のアナウンスはないし、経験値やドロップアイテムが入ってくることもない。

　おかげで戦果も確認できなかった。

　しかし、地響きが小さくなる。

　圧迫感が消えていく。

《サンドホエール》が街の近くから去ったのは確実だった。




　ディアヴロは鼻を鳴らす。

「ふんっ……余計な邪魔が入ったな」

　レムが目尻に浮かんでいた涙をぬぐう。

「……本当に……あなたは……とてつもないです」

　だだだだだ、とシェラが駆け寄ってきた。そのまま抱きついてくる。

「やったー!!　すごい！　さすが！　すごいよ、ディアヴロ──!!」

　ぎゅうぎゅうと胸を押し当てられ、ついつい顔が緩んでしまいそうになった。

　──いかん！　魔王はおっぱいエルフに抱きつかれたくらいでデレデレした顔をしないのだ！

　歯を食いしばり、シェラを引き剝がす。

　押しやろうとしたら、手がやわらかいものを摑つかんでしまった。

　シェラが鼻にかかった声をあげる。

「アン……ディアヴロの、えっち」

　──わ、わざとじゃないんだよ!?

　しかし言い訳をするなんて魔王らしくない。おっぱいくらいで魔王は狼狽うろたえない。狼狽えないのだ！　でも、じゃあ、どうしよう……？

　考えこむ間も、指はシェラの胸を摑んだまま、ちょっと押したり、ちょっと引いたり。

　エルフの長耳が先っちょまで赤くなる。

「あッ、んッ……ディアヴロ……だめ……外なのに……みんな、見てるよぉ？」

　──外じゃなければいいんですかね!?

　レムがシェラを引き剝がす。

「いつまでやっているのですか、破は廉れん恥ちな！」

　やわらかな感触が消えて、寂しいような安あん堵どしたような……

　ディアヴロはレムのジト目を躱かわすように、咳払いをする。

　なんにしても、街が守れてよかった。

　視線を向けると──

　ルマキーナが跪ひざまずいて手を合わせる。

「ああ、神様……ありがとうございます！　感謝いたします！」

　その言葉は、やっぱりディアヴロに向けられているようだった。

　しかし、彼女の周りにいる人々は、まさかルマキーナが目の前の混魔族デイーマンを神様と呼んでいるとは思わない。

　空に向かって手を合わせ、口々に感謝の言葉を述べた。

　普通の人には、ディアヴロが魔術を使ったことさえ理解できなかったかもしれない。なにせ、この世界では〝元素魔術はそよ風を起こせる程度〟と思われているし。




　聖騎士隊の連中が残っていた。




　ディアヴロは肩をすくめる。

「フンッ、まだいたのか」

「ううぅっ!?」

　声をかけてやったら、ようやく彼らは茫ぼう然ぜん自じ失しつから立ち直った。

　彼らの立場からすると──唐突に《サンドホエール》が出現して、死を覚悟した。ところが、今まさに戦おうとしていた魔術師が、想像すらしたことのない強力な元素魔術で撃退したのだ。

　驚きのあまり固まるのも無理はなかった。

　──まぁ、何者かの武技と魔銃マギガンの攻撃もあったけどな。

　ディアヴロは《天てん魔まの杖つえ》を聖騎士隊に向ける。

「言っておくが……手加減はせんからな？　灰になる覚悟ができたら剣を構えるがいい」

　熊みたいな豹ひよう人じん族ぞくが、手にした馬上槍をあわてて放り出す。

　膝をついて頭を下げた。

　他の聖騎士隊の連中も同じようにする。

「「す、すみませんでした──ッ!!」」

「……うむ」

　どうやら、彼らは実力差を理解したようだ。




　これで終わりにはならなかった。

　ある意味《サンドホエール》よりも厄介なヤツが現れる。
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　馬で駆けてきて、バッと降り立ったのは──

　聖騎士だ。

　偽者っぽい聖騎士隊ではなく、本物の聖騎士と思われた。見覚えのある鎧よろいだ。

　そして、溢あふれるほど魔力を帯びた槍やりを持っている。

　壮年の男であり、年齢的にはファルトラ市の領主ガルフォードと同じくらいだった。胸元まで隠れるほど豊かな顎あご鬚ひげを持っている。

　ドワーフかと思ったが、人間ヒユーマンか。

　王都は種族差別が強くて、要職に就けるのは人間ヒユーマンだけらしい。聖騎士にドワーフはいないだろう。

　やってきた聖騎士が、ディアヴロを見つけ──ただでさえ厳いかめしい顔を余計に険しくした。

　ガルフォードが〝厳格な教師〟といった雰囲気だとしたら、こっちは〝頑固な上司〟といった感じか。

　そんな聖騎士が口を開いた。

「其方そなたか？　先ほどの魔術は……？」

　ディアヴロが答える前に、聖騎士隊の連中が跳ね起きた。

「親分！」

　デカイ態度に戻る。一番最初に吹っ飛ばした男が、ふんぞり返った。

「ふっふっふっ……おい、魔術師！　お前が偉そうにするのも、ここまでだ！　この方はな、聖騎士長バドゥタ様だぞ！　どうだ！」

「やはり、そうなのか」

　ディアヴロは半分失望した。苦労して会いに来た聖騎士長が、こんな野盗まがいの連中の親玉だったとは。

　バドゥタは黙っている。

　そういえば、質問をされたのだったか。

　ディアヴロは肩をすくめた。

「先ほどの魔術というのが《サンドホエール》に飛ばしたものなら、たしかに我が魔術だ。貴様こそ、なにやら武技を放ったのではないか？」

「然しかり。我が《七星竜破セブンスターブラスト》である」

「むっ!?」

　──レベル１３０の武技だと!?

　能力値パラメーターに差はあるが、状況や立ち回りしだいではレベル１５０のディアヴロを超える可能性がある。そういうレベル差だ。

　ＭＰ精神力が減っている今の状態で戦ったら、かなりの苦戦が予想された。

　手にじっとり汗をかく。久しぶりに感じる緊張感だった。

　聖騎士隊の連中が、ドヤ顔をする。

「跪ひざまずけよ、魔術師！　頭ずが高いぞ！　聖騎士長バドゥタ様にタメ口など、神が許しても俺たちが許さん！」

「チッ……」

　聖騎士隊の連中は有う頂ちよう天てんになっており、これ以上なく調子に乗っていた。

　レベル50くらいで〝街一番〟などという世界で、バドゥタはレベル１３０以上だ。聖騎士隊は〝自分たちのボスが天下無双だ〟と勘違いしていた。

　戦いは避けられそうにないか。

　睨にらみ合っていたら、ルマキーナがディアヴロの隣にやって来た。

　──おいおい、危ないぞ？

「この者が、聖騎士長バドゥタなのですか？」

　聖騎士隊の男が目を血走らせて怒鳴る。

「平伏せぬか、女ッ!!」

　怒鳴りつけられたが──ルマキーナは無視した。バドゥタだけを見つめていた。

「どういうことですか、聖騎士長？　この者たちが名乗る聖騎士〝隊〟とはなんですか？　私はそんなものを許した覚えはありません。枢教院が許可したのですか？　それとも貴方が勝手に作ったのですか？」

　その言い様に、バドゥタが怪け訝げんな顔をする。

　じっ、と見つめた。

　額から、玉の汗がこぼれる。

「そ……其方そなたは……」

　聖騎士隊の男が剣を抜く。

「親分、俺らに任せてください！　こいつらに、ちょっと聖騎士長様への態度ってやつを教えてやります！」

「………………まさか…………大主？　貴女様は、大だい主しゆ神しん官かんではありませんか!?」

「聖騎士長と会うのは初めてのはずですが？」

「ご幼少の砌みぎり、一度だけ拝見したことが！　こ、これほど神々しい光を持つ御方が、二人とおられるはずがない！」

「そうでしたか、幼少のときに……これは失礼をいたしました」

　ルマキーナは両手を合わせる。

　彼女の胸の前に、輝く聖印が浮かびあがった。

　ぬくもりを感じさせる光が、周りにも広がっていく。

　こちらの様子を遠巻きにしていた街の人々が、「おお……」と声をもらし、手を合わせて跪ひざまずいた。

「神よ……」「あの御方が、大主神官……」「なんと尊い……」

　ささやく声が聞こえてきた。

　バドゥタも膝をつく。

「も、申し訳ございません！　数々の非礼、謝罪のしようもありませぬ！」

「なっ!?　えっ!?　えっ!?　えっ!?」

　自分たちの親分が頭を下げたのを見て、聖騎士隊の連中が目を白黒させる。ルマキーナを何度も見た。

　あまりの察しの悪さに、バドゥタが声を荒らげる。

「無礼者！　この御方を何方どなたと心得る!?　全教会に大おお神かみの御声を告げてくださる聖人──ルマキーナ・ウエスエリア大主神官なるぞ!?　頭ずが高い！　貴様ら、平伏せんかッ!!」

「ひいいいっ!?」

　言葉の意味よりも、バドゥタの剣幕に怯おびえたようだ。

　聖騎士隊の連中が両手をついて、砂に額をこすりつける。

　ルマキーナがため息をついた。

「神様は見ておられます……私に頭を下げるより、救いを求めている者に手を差し伸べることこそ望まれるでしょう」

「ウッ!?　ハッ……ハヒッ……」

　男の呼吸が異常に荒い。ボタボタと汗をたらし、ガクガクと身体を震わせる。

　ようやく、自分たちが誰に何をやらかしたか気付いたようだった。




　──日頃の行いってやつだな。いい薬だろ。

　ディアヴロは鼻で笑う。

　レムとシェラが左右に寄り添ってきた。

「……ちょっと、スッとしました」

「あはは、あたしもー」

　それは否定しない。

　レムが首をかしげた。

「……わたしたちの護衛も、これで終わりでしょうか？」

「あの人なら、大丈夫そうじゃない？」

　その問いには、ディアヴロは答えずにおいた。
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「面白い客人が来ておるなぁ、詐欺師ども？」




「むっ!?」

　バドゥタが槍やりを構え、頭上を見上げる。

　ディアヴロも睨にらみつけた。

　上空で静止している何者かがいる。

　なんの足場もなく、空にいた。赤色のマントが風になびいている。

　──あれは《深紅の翼》か!?

　ディアヴロの装備している《暗あん雲うんの帷とばり》と同じくらい希少な装備だった。《飛ひ翔しよう魔術》の効果が付与されている。

　身の丈ほどもありそうな巨大な銃を担いでいた。

　──あいつ、もしかして、さっきの《魔銃使いマギガンナー》か!?

　バドゥタが怒鳴る。

「儂わしへの言葉はよかろう！　だが、この御方を侮辱するなら、その首なきものと思え！　ラムニテスよ！」

「〝様〟を付けろ、詐欺師めが」

　今さらになってディアヴロは気付いた。

　──女の声!?




　鮮やかな赤色のマントを着けたそいつが、上空から降りてきた。

　やはり、女だ。

　ふわ、と砂のうえに足を着ける。完璧に《深紅の翼》を使いこなしていた。

　色気が匂ってきそうな女だ。

　ディアヴロと同じ歳くらいに見える。

　そして、同じくらい偉そうに、ふんぞり返っていた。

　バドゥタを一いち瞥べつして、ルマキーナに視線を向ける。

「余よは、このジルコンタワーを治めし主あるじ──ファニス・ラムニテスだ。汝うぬが大だい主しゆ神しん官かんなのか？」

　緋色の唇をわずかに歪ゆがめた。




　彼女の言動に、ディアヴロは違和感を持つ。

　レムが耳打ちしてきた。

「……この人、自分を〝余〟と言ったり、〝主〟と言ったり……どうやら、領主ではなく王のつもりのようですね」

「フンッ、なるほどな」

　ファルトラ市の領主ガルフォードは、偉そうではあったが、宮仕えの態度だった。
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　ラムニテスの態度は王そのものだ。

　──こんな濃いヤツが領主だなんて設定は、ゲームのほうにはなかったけどな？




　ルマキーナが手を合わせる。

「おっしゃるとおり、私はルマキーナ・ウエスエリア大だい主しゆ神しん官かんです。はじめまして、領主ファニス・ラムニテス」

「フッ……詐欺師の大親玉が、こんな小娘とはな」

「詐欺師とは、どういうことでしょうか？」

「たいしたこともできぬくせに、寄付金ばかり要求しおって。余よの領地に寄生虫は許さん。宗教など認めぬということだ」

「えっ!?」

「税を払うなら、商売は許してやるがな」

「なにを言っているのですか!?　教会堂を建てるのは領主の義務で、教会は無税にせよ、とリフェリア王ダルーシュ・サンドロスが命じたはず……」

「ハンッ！　あんな腰抜けの無能など、知るものか！　余に文句があるのなら、王がここまで来てみるがいい！」




　──なるほど、危険とされている旧魔王領に、今のリフェリア王は来たことがないのか。それでは領主の暴走を止められないよな。

　しかも、ラムニテスの実力は相当なものがある。

　先ほどの魔銃マギガンによる攻撃や、バドゥタとの関係から推測するに、レベル１００以上は確実か。

　ゲームだと１５０レベルの六人パーティーを相手にしても、ディアヴロは勝利できた。

　しかし、それは人数差による補正があったし、なにより無数のアイテムが使えたからだ。ポーチに入れておいた希少ポーションは、もう使い切ってしまった。

　──この世界の《魔銃使いマギガンナー》がどういう仕様なのかも、気になるんだよな。それがわからないうちは迂う闊かつに戦えない。

《魔銃使いマギガンナー》の基本は〝魔術の封入してある弾丸を撃つと、その魔術が発生する〟というものだ。

　初期の仕様では、いくらでも連射できた。

　弾丸が消耗品とはいえ、時間単位の破壊力が桁違いすぎてゲームバランスが崩れてしまったのだ。

　廃課金プレイヤーの〝札束ビンタ〟で、ディアヴロも苦しめられた。

　──そういや、やたら威力重視の二丁魔銃を乱射してきたランカーがいたなぁ。一瞬で半分くらいＨＰ生命力を削られて危なかったっけ。《結婚指輪》なんかつけたカップルだったから、殲せん滅めつしたけどな！

　何度かの調整が入って、最新バージョンだと魔銃マギガンの連射性能は控えめになり、威力も大幅に下方修正を受けていた。

　それでも戦闘時のＭＰ精神力消費がないのだから、充分に強い──とディアヴロは思う。




　ルマキーナが言葉を返す。

「リフェリア王に意見があるのはわかりました。けれども、領民が苦しんでいるではありませんか？」

「それは、ここにいる詐欺師が不当な寄付を要求しているからだ」

　話を振られて、バドゥタが顔をしかめた。

「教会堂を取り上げられ、なにかと税をかけられては、信者に寄付を求めるしかない。神官にも生活があるのだから」

「フンッ……神はパンもワインも出せるのではなかったのか？」

「そ、それは……」

　ルマキーナが首を左右に振った。

「神様には可能でも、人には不可能です。私たちは神様を信じる者であって神様そのものではありません」

「ほほう？　余よに説教するか……ずいぶんと偉いのだな、大だい主しゆ神しん官かんとやらは。そこまで偉いのなら、本当に神の加護があるか試してくれよう！」

　ラムニテスが担いでいた魔銃を構える。

　ルマキーナに向けた。

「なにを……!?」

「チッ！」

　ディアヴロは魔術を使おうとする。

　やはり近距離なら戦士系に分があるか。先にバドゥタが槍やりを突き出した。

「この無礼者めがッ！」

　槍の穂先が、空くうを突く。

　一〇歩ほど離れた所にラムニテスが、ふわっと着地する。

　速い。

　ディアヴロが魔術を放つ前に、バドゥタは槍を突き、ラムニテスは後ろへ飛んでいた。

　──こいつら、強いな。

　感心してしまうほどの速さだった。

　ラムニテスが高笑いする。

「アーハハハ！　結局、汝うぬらも神など信じていないのだ！　だから、大だい主しゆ神しん官かんを守ろうとする。本当に神がいるのなら、何もせずとも神が守るはずではないか!?」

「詭き弁べんだ！」

　バドゥタが吼ほえた。

　ディアヴロは密かに納得しかけてしまう。

　ルマキーナが首を左右に振った。

「貴女は神様を〝強力な武具か何か〟だと勘違いしています。そのような浅い理解では、なにも語る資格はありませんよ」

「余よが……勘違い？　浅い、だと!?」

　睨にらみつけてくる。

　しかし、ルマキーナは落ち着いていた。

「よいですか──神様は大きく物事を見ているのです。貴女が悪行を為したなら、いずれ巡り巡って災さい禍かは貴女か……あるいは、貴女の子孫に還ってくるでしょう。しかし、今、例えば、貴女が撃って私が死んだとします──それは私の罪が裁かれたのかもしれません。私が神様の元に呼ばれたのかもしれません。神様のなされることを人が理解するのは不可能なのです」

　ルマキーナが一瞬だけ、こちらに視線を向けた。




　──なるほど〝神は理解できないもの〟という思想があるから、あんな無茶な〝設定〟を受け入れたのか？

　いいや、言動からしてルマキーナは賢い。

　そろそろ、こちらの噓うそに気付いているのではないか？　だとすると、どこまで気付いているのか？

　まさかディアヴロが魔王ロールプレイをしているだけのヒキコモリゲーマーだということまで!?

　いやいや、ありえない……

　どうも底の読めないヤツは苦手だった。




　ラムニテスが鼻を鳴らす。

「フンッ……ならば、そんなものに頼るのは馬鹿者だな！　戦場で動作の不確かな武具に頼るヤツがいるか？　いずれ災禍が還ってくるだと？　下らない！　その災禍とやらも撃ち倒すだけのこと」

「そういうものでは……」

「汝らは、民衆の不安につけこんで、金を毟むしるだけの詐欺師だ」

「治癒や豊ほう穣じようの奇跡は、確かに在るのですよ？」

「実利があるものは、正当な対価を受け取るがいい。それは商売だから認めてやろう。しっかり税を払えばな！」

　ルマキーナがため息をつく。

　信仰心の篤い彼女と、徹底的な実利主義者のラムニテスの会話は、平行線を辿たどるばかりだった。

　あまり長引くと、また魔銃マギガンを向けられかねない。

　バドゥタが間に入った。

「ルマキーナ様、今日はこのへんで。ラムニテスよ、こちらは教会堂を使っておらんし、脱税もしていない。領主に咎とがめられる落ち度はないかと思うが？」

「フンッ……もとより、汝うぬなどに用はない。そこの大だい主しゆ神しん官かんもオマケだ。余よが足を運んだのは、先ほどの巨大魔獣に〝妙な魔術を使ったヤツ〟を探してのこと」




　──俺かよ!!




　ディアヴロは思わず嫌そうな顔をする。

　ラムニテスの言動を考えると、どう転んでも面倒くさいことになりそうだった。

　バドゥタが名演技で首を横に振った。

「儂わしも探して、ここに来たが……知っている者はおらなんだ」

「ほほ～う？」

　ラムニテスの目が、ディアヴロに定められる。

　ついつい視線を逸らしそうになった。街でワルそうなヤツに睨にらまれたときの気分だ。そんな弱腰は魔王らしくない。

　だから逆に睨み返す。

「貴様、その魔術師を見つけて、なんとする気だ？」

　ニヤリとラムニテスが唇の端を歪ゆがめた。

「使えるヤツなら部下にする！　従わぬなら、実力の差を教えてやろうと思ってな！」

「面倒くさいヤツめ」

　思わず本音が漏れた。

　怒るかと思ったが、意外にもラムニテスは楽しそうに笑う。

「ふふふ……あれだけの実力者であれば、いずれ余の前に立つであろう」

　──もう立ってますけどね。

　おそらく気付いている。

　しかし、ラムニテスは会話を打ち切った。西のほうに視線を向ける。

「配下が、たわけたことをしおった砂船を捕らえたようだ。話はここまでとしよう。いずれ日を改めてな」

　彼女は砂を巻きあげ、空へと浮かぶ。

　ジルコンタワー市の西へと飛んでいくのだった。




　レムが疲れた声で言う。

「……ふぅ……ずいぶん面倒な方に目を付けられたようですね」

「言うな。余計に疲れる」

　ディアヴロは肩をすくめた。

　ケラケラとシェラが笑う。

「なに言ってんのか、よくわからない人だったねー」

　──見習いたい、このお気楽さ。




　バドゥタが再びルマキーナに跪ひざまずく。

「改めて数々の非礼を謝罪させていただきたい。部下の不手際もあったようです。どうか屋敷にお招きさせていただけませんでしょうか？」

「ありがとう。私も貴方にお話があります」

「すぐに砂そ橇りを用意させます」

　ディアヴロたち──というか、ルマキーナと従者たちという扱いで、ラクダの引く砂橇に乗せられた。

　街の北側へ向かう。
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　しばらくは、穏やかな時間が続いた。




　ラクダが太い足で砂を蹴る。

　馬車は車輪が沈むので、ここでは砂橇を使うらしい。

　手綱はバドゥタが握っており、ディアヴロたち四人は椅子に座っていた。

　大通りに面している大きな建物があった。

　周りと同じように石造りなのだが、しっかりと石畳の土台があり、鐘塔がそびえている。

　砂漠の真ん中なのに、壁にはステンドグラスが塡めこまれていた。

　立派な教会堂だ。

　しかし、周りを地方騎士が囲んでいた。誰も近づかないように警戒している。

　ルマキーナが口元に手をやった。

「あれが、教会堂ですか」

「はい。ラムニテスの指示により、閉鎖されておりますが……」

　バドゥタが答えた。

　領主は教会を詐欺師呼ばわりしており、一切の特権を認めていない。

「どうして閉鎖なんて……」

「あの教会堂は、もともと前の領主が王の命令に従って建設したものです。ですから所有権は領主にある。使うならば使用料を払え──と言いだしたのです。相場の金額ではありましたが……寄付金から出すには、あまりに高く……」

「それで使っていないのですね」

「市民から教会堂を使わせてほしい、という声はあがっているのですが……ラムニテスはあのとおりの性格ですから」

「困りましたね」

　ルマキーナが目を伏せた。

　レムがつぶやく。

「……教会に対して、そんなことを言う領主など聞いたこともありません。しかし、使うならば使用料を払うこと、というのは納得できる要求ではありますね」

「そうだねー」

　シェラがうなずいた。

「……あなたの故郷グリーンウッド王国だと、教会はどうなっているのですか？」

「え？　ご神木があるかな？」

「……えっと……神官の寝所などは？」

「自分の家で寝てるよ。今の神官さんは、本業がお茶屋さん。お祭りとか、お祈りが必要なときだけ神官さんになるみたい」

「……それで足りるのですか？」

「だいたいはねー」

　いまいち嚙かみ合わないので、ディアヴロは口を挟む。

「神官が兼業で足りるのは、グリーンウッド王国の人口が少なく、あまり冠婚葬祭がないからだ。エルフは長寿で、そのぶん出生率が低い」

「……なるほど。だから神官が兼業でもいいのですね」

「リフェリア王国における教会は、お祈りだけではなく、金銭を預かったり、子供たちの教育をするといった機能も持っているからな。同じ教会という名前でも、その国の人口や制度により役割は異なる。安易に比べても仕方がないということだ」

「……さすがはディアヴロです。見識が高くて驚かされます」

「普通のことだ」

「……お恥ずかしい話ですが、わたしはファルトラ市と、近隣のいくつかの街しか知りません。リフェリア王国から出たこともありませんし」

「ふむ、なるほど」

　この世界には、ＴＶもネットもないし、書籍の値段も高い。

　ディアヴロが常識だと思っているような政治や経済の知識でも、それを学習する機会は貴重だった。




　ルマキーナがバドゥタに訊たずねる。

「教会堂が閉鎖されていては、礼拝も何もできないのではありませんか？」

「街の北側にテントを建てて教会堂の代わりにしております」

「見せてもらえますか？」

「……いささか、遠回りになります。一度、休憩されてからでも」

「今、お願いします」

「わかりました」

　正直、ディアヴロはＭＰ精神力消費のせいか、早く飯を食ってベッドにダイブしたい気分だった。しかし、ルマキーナの気持ちもわかる。

　黙って砂そ橇りの椅子に揺られていた。

　ジルコンタワーはファルトラ市に比べたら小さな街だ。たいして時間もかからず、北側に出た。

　小さなテントが幾つも建てられている。一〇〇くらいあるか。

　ルマキーナが腰を浮かせた。

「これが、ぜんぶ？」

「半分くらいです。他のは冒険者や商人などが建てたものですな」

「それでも、多いですね」

「足りてはいませんが……すみません、ルマキーナ様。これより近づくと、なにかと問題がありまして」

「なんですか？」

　砂橇が回頭する。

　バドゥタが指さした。

「あれが、祈りを待つ列なのですが……」

　ひとまわり大きなテントの前に、ずらりと三〇〇〇人くらいの行列ができていた。大人も子供も男も女も人間ヒユーマンもエルフもドワーフも豹ひよう人じん族ぞくもグラスウォーカーも。

「先ほど《サンドホエール》の騒動があったせいで、今はかなり多いですな。いつもは、一〇〇〇人くらいです」

「そんなにも待っている信者が多いのですか？」

「一日待っても、祈りを捧げられない者もいます。夜は冷えますから、また翌朝に来るよう言っておりますが……ほとんどが列を離れません」

「どうして、こんなことに!?」

「ここは旧魔王領で、先ほどのような魔獣が現れることも珍しくありません。街を守る結界もない。来てくれる神官は少なく、必要としている者は多いのですよ。そのため、あのように行列ができてしまいます」

「……そうですか」

　ルマキーナがうなずいた。

　ディアヴロは視線を巡らせる。

　そうすると、すこし離れた場所にあるテントに、三人ほどが並んでいた。かなり身なりがいい。

「フンッ……答えよ、あれも祈り待ちの列なのか？」

「……そうだ」

　バドゥタが渋々といった様子でうなずいた。

　ルマキーナが首をかしげる。

「どういうことでしょう？」

「あれは高額な寄付をしてくれる者だけの列です。ルマキーナ様、誤解されませんよう、お願い申し上げます。神官は足りず、ここは危険な土地だ。祈りを望む者たち全てに応じることはできないのです。より多くの寄付を申し出るほど強く必要としている信者を優先するのは当然のこと」

「…………」

　ルマキーナがうつむいて考えこむ。

　彼女は賢い。バドゥタが悪徳である、と決めつけられないことを理解していた。

　シェラが顔をしかめる。

「なんか変じゃない!?　先に来た人からお祈りしたらいいんじゃないの!?」

「……その結果、さほど急ぎでない者たちのせいで、急がなければならない者が手遅れになったらどうしますか？」

　レムが小声で答えた。

「うーん、それは可哀想だけど、早く並んだ順が公平じゃない？」

「……それは時間を持っている者への優遇です。時間を投じた働かない者より、財産を投じた働き者が冷遇されるのが公平と言えますか？」

「あ、うーん」

「……教会としては、早く並んでもらうより、多く寄付してくれたほうが嬉うれしい。だから、早く並んだ者より、多く寄付してくれた者を優遇しているのです」

　レムの理解は的確だった。

　そして、ルマキーナがうなっているのは、おそらく先ほどの母子の件だ。

　三〇〇〇人の列のほうでも、それなりの額の寄付が要求され、それすら支払えない者がいる。

　とはいえ、今、それをバドゥタに言うのが妥当なのか？

　神官が足りないという根本的な問題がある。苦言一つで解決できることではなかった。

　そして、彼女は枢教院からの保護を頼みに来ている。

　──善人は経営者に向かないんだよなぁ。

　ディアヴロは言う。

「もうよかろう？　信者の列など見飽きたぞ」

　行列の話題は長引かせたくなかったらしくバドゥタがうなずいた。

「長旅でお疲れでしょう。ルマキーナ様と護衛の方々には、ささやかですが食事と休憩の場所を用意させていただきます」

　わーい！　とシェラが両手を挙げる。

　教会の方針はともかく──食事と寝床は素直にありがたかった。




　ルマキーナがつぶやく。

「……普段から一〇〇〇人も行列というのは、ちょっと多すぎますね」
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　テント群から、街の中央へ戻る。

　バドゥタや神官たちが住んでいるという建物へ来た。

「ここは、とある商人が安く貸してくれています。とても信心深い男です」

　ちゃんとした石造りの壁で、かなり大きい。ここを教会堂に使ったほうがいいのではないか、と思うくらいだが……

　広い礼拝堂はなかった。

　造りは普通の家だ。

　玄関があって、ロビーがあって、食堂と居間を中心として、個室が周りにある。

　砂が入らないように窓は閉じられていた。そのせいで暗いので、天井から吊つるされたオイルランプに昼間から火が入っていた。この街では蠟ろう燭そくよりも油のほうが手に入りやすいのだとか。

　壁には絵画が飾られて、テーブルには白いクロスがかけられている。

　砂漠にある街であることを忘れそうだった。

　一〇人ほどのメイドたちが深々とお辞儀する。先頭に立つのは、黒髪ロングの美人で胸の大きいメイドさんだった。かなり色っぽい。歳は少し上か。

「ようこそ、ルマキーナ・ウエスエリア大だい主しゆ神しん官かん。メイド長のシーリューと申します。ご用がありましたら、なんなりとお申しつけくださいませ」

「はい」

　ルマキーナがうなずいた。こんなときの落ち着きには、彼女が上流階級の人なのだと思わせられる。

　メイドさんに〝なんなりとお申しつけくださいませ〟などと挨拶されたら、ディアヴロは緊張してしまう。

《安心亭》の看板娘メイちゃんが、あんなノリなのは〝メイドカフェみたいだ〟などと思っていたが、あれはあれで気楽でいい。

　そういえばクルムは元気だろうか？　離れて二週間ほどだが、正体に気付かれたりしていないだろうか。周りに迷惑をかけていないだろうか。

　エデルガルトは無事に勤まっているだろうか。

　──電話くらいあればいいのになぁ。




　メイド長シーリューに食堂へ案内された。

　ルマキーナが上座に座り、その隣にバドゥタが座る。

　ディアヴロたちは客人として扱われた。てっきり護衛か従者として下っ端の扱いになると思ったのだが。

　そういえば、バドゥタはラムニテスが魔術師について訊たずねたとき、知らない振りをしてくれた。

　ルマキーナを連れてきたことと、《サンドホエール》を撃退したことで、意外と大切にされているのか。

　──まぁ、だからといって信用できるかというと、まだわからないけど。




　砂漠の真ん中で、どんな料理が出てくるのかと思ったが……

　赤っぽい豆のスープだった。

　──こ、これは!?

　ルマキーナとバドゥタが手を合わせる。ディアヴロたちも同じようにした。

「天におられる大いなる神よ、今日の恵みに感謝します」

　食事前のお祈りなんて、ずっとしてこなかったが、ルマキーナと旅するようになってからは習慣になっている。

　彼女の場合、お祈りをすると古い肉から腐臭が消え、濁った雨水が美味しい真水になるから侮れなかった。毒も消えるらしい。

　銀のスプーンで赤色のスープを口に入れてみる。

　ピリピリとした刺激と、鼻から抜ける香辛料の香りに、脳の奥が痺しびれた。

　──これはッ!!

「からーい！」

　シェラが悲鳴をあげる。

　レムがうなずいた。

「……たしかに……でも美味しいです」

　ディアヴロは思わず声をあげてしまう。

「カレーだ！　米も！」

　ものすごく懐かしい味だった。もちろん日本で食べたカレーとは、ずいぶん違うが、間違いなくカレーだった。

　とろみがなく、さわやかな葉の香りが強いから、タイのカレーに近いか。

　米はパラパラで粒が固かった。スープにひたすと、ちょうどいい食感になる。

　バドゥタが微笑む。

「いかがですか、ルマキーナ様？　王都の食事とはずいぶん違いますが」

「とても美味しいです」

　そう言いつつ彼女は三杯目の水を飲んだ。

「辛かったですか？」

「え、ええ、すこしだけ……でも美味しいです」

　結局、辛い辛いと騒ぎながらシェラが三杯、ディアヴロは五杯も食べた。
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　食事のあと──

　ディアヴロが居間で紅茶を飲みながらくつろいでいたら、レムとシェラと一緒にルマキーナがやってくる。

　バドゥタに用意してもらったらしく、ルマキーナが大だい主しゆ神しん官かんの衣装に着替えていた。

　ゆったりとした白と赤を基調としたローブだ。

　長い布は膝下まで隠しているが、その合間から健康そうな肌が見えていた。

　ほんのり頰を染めて、尋ねてくる。

「ど、どうでしょうか？」

「うむ、よいぞ」

　ディアヴロはうなずいた。

　ルマキーナが嬉うれしそうに笑顔をこぼす。

　レムとシェラも着替えを手伝ったらしく、喜んでいた。

　大だい主しゆ神しん官かんの衣装は、ルマキーナと初めて会ったときには、もうビリビリに引き裂かれていたから、こうして眺めるのは初めてだった。

　そんな目で見てはいけないのだろうが……けっこう色っぽい衣装だ。

　──それにしても、俺の人生に〝女の子の服を褒める〟なんてイベントが発生するとはなぁ。ギャルゲーの中だけだと思ってたよ。

　ふと、ルマキーナが右手で左手の甲を押さえていることに気付いた。

「そこは、どうかしたのか？」

「あ、たいしたことはないのですが……」

　擦れて赤くなっていた。

　レムが言葉を添える。

「……《サンドホエール》と戦っていたとき、飛ばされそうになった人を引き戻そうとして転んだそうです」

「そうか。ルマキーナらしいな」

　──なんてことだ、俺の魔術のせいか！　ごめんね！

　彼女が照れ笑いする。

「もう痛くもないですから」

「自分に治癒の奇跡は使えんのか？」

「あ……実は、私には治癒とか回復の奇跡が効かないんです。どなたに祈ってもらっても、かすり傷すら治らなくて」

「なんだと!?」

「普通は神官自身にも奇跡が効くのですけれど、私には全く……不思議なことですが……これも神様の思し召しでしょうから」

　──強力な奇跡を使える代償なのか？　ずいぶんな制約だなぁ。

「治癒ポーションはどうだ？」

「昔、怪我をしたときに使ったことがあります。ちゃんと治りました」

「なるほどな。これを持っておけ」

　ディアヴロはポーチから出して、ポーション缶を差し出した。

　ルマキーナが目を見開く。震える手で受け取った。彼女にとっては、神様からの授かり物なのだ。

「あ、ありがとうございます！　一生の宝にいたします！」

「いや、必要なときには使うのだぞ？」

　ディアヴロは椅子に背を預けた。

　レムたちも腰掛ける。ほどなく人数分の紅茶を、メイドのシーリューが運んできた。




　四人ぶんの寝室が用意される。

　バドゥタが案内してくれた。

　ルマキーナは最も大切な人物として、建物の一番奥にある特別な部屋があてがわれるらしい。

　──好待遇だが、なにかあったときに、ばらばらの部屋だと対処しにくいな。

　ディアヴロはレムに耳打ちする。

「ついておけ」

　彼女は小さくうなずくと、前に出た。バドゥタに言う。

「……わたしは、ルマキーナ様から身の回りの世話をするように言われています。屋敷のメイドの方々のお仕事を邪魔する気はありませんが、今日のところは同室を許可いただけますか？」

　ルマキーナのほうも察しはいい。

「そうなのです！　レムには近くにいてもらわないと困ります」

　バドゥタがレムのことを上から下まで眺める。

「大だい主しゆ神しん官かんが奴隷を？」

「……ち、違います。これは召喚術の失敗でついてしまっただけで、私は誰の奴隷でもありません」

　レムは断言した。

「そうなのですよ」とルマキーナも口添えした。

　聖騎士長が大主神官の言葉を疑うようなことはない。

「豹ひよう人じん族ぞくの……冒険者ですかな？　召喚術士かね？」

「……はい」

「本来ならば、神官としての資格を有していない者が大主神官に近づくことは許されないのだが……特別ですぞ」

　渋々ではあったが許された。ルマキーナの部屋に、レムのぶんのベッドも置くと約束してくれる。

　ディアヴロは安あん堵どした。

　──とりあえず、今夜はレムに任せておけるか。




　夜──

　ディアヴロは自分に与えられた部屋に、水瓶と盥たらいを持ってきてもらった。

　大きめの盥のなかに座って、水を浴びることで汚れを落とす。

　この世界のちょっと贅沢な風呂だ。普段は濡れた布で身体を拭くくらいで済ませるものだった。

「たまには湯船に浸かりたいもんだ……そのうち、風呂でも作ろうかな？」

　そんなことを考えながら、服を脱いだ。

　ドアがノックされた。

　微妙に緊張する。

「誰だ？」

「えへへ……ディアヴロ、起きてる？」

「シェラか。入るがいい」

　ディアヴロは盥のなかで胡座あぐらをかいて、背中を向けた。

　ドアが開いて、彼女が入ってくる。

「あ、水浴びしてるんだね」

「うむ……貴様はもう身体を洗ったのか？」

「まだだよ」

　長旅の汗も流さないうちに訪ねてくるなんて。

「なにか問題があったのか？」

「あたし、一人だと落ち着かなくって」

　そういえば、シェラは寂しがりだった。一人旅が嫌だという理由で召喚術士を選んだくらいだ。

「ふんっ……好きにするがいい」

「やった！」

　しゅるっ、と布のこすれる音がした。

　なんだろう、とディアヴロは彼女のほうを振り返る。

　シェラが服を脱ぎはじめていた。

「な、なにをやっている？」

「え？　あたし、まだ水浴びしてないから」

「今は俺が使っているのだが……」

　こういうところ、シェラは王女なのだな、と思う。マイペースというか、周りを気にしないというか。

「じゃあ、一緒に使おうよ。あたしが背中を拭いてあげる！」

　──いやいやいや！　女の子と一緒に水浴びなんて、汗を流すどころか冷や汗が出ちゃうよ!?

「そ、それくらい、自分でできる」

「遠慮しなくていいよぉ」

「いや、遠慮とかでは……」

　言っているうちにシェラは裸になっていた。

　盥たらいのなかに、入ってくる。

「ちょっと詰められる？」

「……あ、う」

　彼女の気配が、すぐ後ろに迫った。

　魔王ロールプレイどころではない。裸の少女と部屋で二人きりだ。

　喉から言葉が出なくなった。

　反対にシェラのほうは、鼻歌まじりで機嫌よさそう。

「ん～ふんふ～♪　あ、タオルは？」

「……ない」

　そういえば、持ってきてもらうのを忘れた。

　この状況でメイドを呼ぶのか。それは避けたいような……いや、気にしすぎか？　この世界では男女が一緒に水浴びをするのは普通のことなのか？　そんなはずは……

　ゲームには水浴びなんて仕様はなかったから全くわからない。

　シェラがあっけらかんとして言う。

「じゃあ、タオルを使わずに洗ってあげるね？」

「……え？」

「人の肌って、布を使うよりも肌で洗うほうがピカピカツヤツヤになるんだよ？」

　そんな話は聞いたことがない。

　しかしシェラの肌は、絹よりもなめらかで美しいと思う。

　彼女は水瓶から手で水を掬い取ると、その濡れた手でディアヴロの背をなでてきた。

　やわらかくて、ひんやりとしてて、気持ちがいい。

　濡れタオルで擦るのと、ぜんぜん違う。

「どう、ディアヴロ？」

「あ、うむ……なかなかだな」

　お互いに裸なのは恥ずかしいけれど、こんなに心地の良い水浴びは初めてだった。

　シェラが自分の身体にも水をかけていく。

「えへへ、あたしも砂かぶっちゃったからね」

「この土地では仕方がないだろう」

「ふたりとも、いっぺんに綺麗にしちゃおっか」

「ん？」

　どうするのかと思ったら、背中にぴったりとやわらかなものが密着してきた。

　そこに水をかける。

　ディアヴロは硬直した。

　──こ、この背中に押しつけられている、これは!?

　シェラが鼻にかかった吐息をもらす。

「んぅ……ディアヴロの背中、ごつごつしてる」

「あ、う……」

「じゃあ、こすっちゃうね」

　彼女が身体を上下に動かす。

　やわらかな感触が、背中を上下した。

　ディアヴロの心拍数が上がる。そして、シェラの鼓動も伝わってきた。身体が熱くなっている。

「はふぅ……ん……ディアヴロ……魔力なんて、流してないよね？」

「み、視れば、わかるであろう」

「なんでかな？　あたし、ホカホカしてきちゃった」

「ふぁ!?」

　変な声がもれそうになった。

　胸で背中をこすられ、すぐ後ろで色っぽい声でささやかれたら、女性に不慣れなディアヴロは冷静ではいられない。

　──魔王は？　こんなとき、魔王はどうするんだ？　背中におっぱいを押しつけられて、女の子がホカホカしちゃったときの魔王は!?

　そんな魔王は記憶になかった。

　シェラがささやく。

「前も、洗ってあげるね？」

「ッ!?」

　──前なら自分で洗える。いや、遠慮は魔王らしくないか？　どうなんだ!?

　どう返していいか決められないうちに、シェラの手が後ろから抱きしめるようにして、胸へと触れてきた。

　濡れた手で、筋肉のついた胸をなでてくる。

「んふぅ……ディアヴロの身体、かたいね。すっごく、たくましいなぁ」

「レ、レベル１５０だからな」

「そうなんだ」

　どうだろう？　関係あるのだろうか？

　身体を洗っているのか、それとは違う行為なのか、もうわからないくらいだった。背中にふくらみを押しつけたまま、彼女のすべすべの手が胸をなでる。

　首筋にも触れた。

　そして、手が腹へと降りていく。

　さらに下へ。

「あ……待っ……そ、こは……」

　ディアヴロの声は言語にならなかった。息が止まる。

　シェラの手が敏感な場所に触れた。

「んぅ？　ここもかたいね」

「…………ッ!?」

「尻尾かな？　混魔族デイーマンにも尻尾ってあるの？　これだけかたいから、角かな？　ディアヴロ、頭にもあるもんね」

「ソウデスネ」

「えっと……ここも、洗ったほうがいいよね。んしょ……んしょ……」

　もう声が出せなかった。

　シェラの息づかいと、水で濡らした手が肌のうえを滑る音だけがする。こすられるたびに、ディアヴロの身体の奥で熱が高まった。

　脳の奥に電流が走る。

「ッ!!」

　ビクッ、と背筋を痙攣させたのが、彼女にも伝わったか。

「あ……痛かった？　強すぎた？」

「………………いや」

「そう？　よかったー」

　ぎゅっ、とシェラが抱きしめてくる。

「えへへ～、ふたりで水浴びするの、楽しいね！」

「あ、はい」

　腰から力が抜けて、水浴びだったのに、湯船でのぼせたかのようだった。




　──手で身体を洗ってもらうのって、気持ちがいいもんなんだなぁ。




　空気が乾燥しているため、濡らした肌もすぐに乾く。

　砂を叩いて落とした服を身に着け、ベッドに横になった。

　寝間着姿のシェラが飛びこんできて、ぎゅっと抱きついてくる。

　ディアヴロは先ほどのことを思い出してしまって、赤面しそうになって視線を逸らした。

「…………」

「ディアヴロ、こういうの、ひさしぶりだね」

「しばらく野宿が続いたからな。早く寝るがいい」

「うん！」

　目を閉じる。

　ＭＰ消費のせいもあって、すぐ眠りへ落ちていくのだった。




　こんな平和が、ずっと続けばいいのに……





幕間




　寝る前の時間──

　ルマキーナの部屋。

　レムは与えられたベッドのうえで、装備の点検をしていた。

　召喚獣のクリスタルをポーチに収め、ナイフと鉄手甲は枕元に置いておく。

「…………」

「レム、ありがとう」

「なんですか、ルマキーナ？　急に」

「貴女たちのおかげで、ここまで来れました」

「……お礼ならディアヴロに。できれば報酬は金貨でお願いします」

「そうでしたね」

「……まぁ、無事に問題が落ち着いたら、ですね」

　扉の外に気配を感じた。

　レムは外しておいたナイフと鉄手甲を素早く身につける。




　聖騎士長バドゥタが訪ねてきた。

　手にオイルランプの燭しよく台だいを持っている。植物油を使っているのか、ほんのり草花の匂いがした。

　部屋の大きさは、端から端まで一〇歩くらいの大きなものだ。ルマキーナのための大きなベッドと、レムのための小さなベッドがある。

　小こ洒落じやれた丸テーブルと、椅子が二つ。

　窓はあるが閉じられ、ビロードのカーテンで隠されている。

　レムはベッドのうえにいた。

　こっそりと《シャドースネイク》を召喚し、ベッドの陰に隠れさせておく。

　ＭＰ精神力消費はあるが、高レベルの戦士系を相手にしたときに最も避けなければならないのは、召喚前に術者が倒されることだった。

　──こうしておけば、なにかあっても先手が取れるはず。

　勝てなくても、騒ぎになればディアヴロが気付く。来てくれるに違いない。




　ルマキーナが椅子に座る。

「どうぞ？」

　バドゥタには向かい側の椅子を勧めた。

「有り難うございます」

　燭台をテーブルに置き、ゆっくりと彼は腰掛ける。

　まずバドゥタが頭を下げた。

「夜分に申し訳ありません」

「かまいません。食事や衣服や寝室を用意してくださって、助かりました。ありがとう」

「お役に立てたのなら幸いです」

「貴方にお話があります」

「はい。そのようにおっしゃられていましたので、伺わせていただきました。部外者はおらぬほうがいいかと思いますが……？」

　バドゥタが冷めた視線をレムに向けてくる。

　ルマキーナが片手で制した。

「レムは信用できます。もちろん他の方々もです」

「旧魔王領までルマキーナ様をお連れくださったのだから、信用はしておりますが……わかりました。それで……なにがあったのですか？　大だい主しゆ神しん官かんともあろう御方が聖騎士の護衛もなく、庶民の服を着て、このような辺境に予告もなくいらっしゃるとは？」

「それは……」

　ルマキーナが思案顔になった。

　しばらく考えてから、口を開く。

「バドゥタ、昼に尋ねたことに答えてください。聖騎士隊とは何ですか？　誰が認めたものですか？」

「申し訳ございません。儂わしが勝手にやったことです」

「そんなことは許されませんよ？」

「処罰は謹んでお受けいたします。しかし、ここは危険な土地です。神官が一人で街を歩くこともできません。その家族にまで危険が及ぶことがあります」

「そうなのですか？」

「なにせ神官は神の奇跡が使えますから、強引にダンジョン探索を手伝わせようとする者や、その所持金を狙った野盗、また魔獣も東側に比べれば頻繁に出現します」

「なるほど」

「そうした脅威に対抗するため、最初は冒険者を雇っていましたが……なかには雇った冒険者が神官を襲うことも」

「そんな！」

　冒険者は冒険者協会に属している。護衛対象を襲うなどという犯罪を犯したら、協会から追放されるだけでなく、全国の街に手配書が配られる《賞金首》だ。

　バドゥタがため息をついた。

「旧魔王領に来るような者たちは、危険を顧みない……命よりも目先の金を求めるような者が、少なくないのです」

「そう、でしたか」

　ルマキーナが悲しそうにうつむく。

　レムには納得できる話だった。

　旧魔王領は危険に満ちている場所だ。そこへ強制されたわけでもないのに来るなんて、普通ではないのだろう。

　バドゥタが話を続ける。

「神官たちを守り、さらに無力な市民を守るため、信用できて実力も備えた者を雇用することにしました。それを聖騎士隊と呼んでいます……結果として、特権意識が芽生えて粗暴な振る舞いが目立ってしまったのは、儂の指導不足ですが……この地で、礼節まで求めるのは難しい、という事情をご理解ください」

「礼節というか……道徳ですが……」

　ルマキーナが、レムのほうに視線を向ける。

　あからさまに他者に尋ねなかったのは、バドゥタの言葉を信用しないという態度を見せない配慮だ。それでも視線を向けてきたのは判断ができなかったからだろう。

　レムは小さくうなずいた。

　──噓うそはないと思う。

　このような土地で、腕に覚えのある者がいたとして、その者が道徳心まで持ち合わせている可能性は、極めて低かった。

　安全な街で豊かな暮らしをしている者たちと比べるのは無理がある。

　ルマキーナが口元に指先を当てた。

「そういうものなのですね。世間知らずでごめんなさい」

「い、いえ、そのような……儂わしのほうこそ、教会の方針にない雇用をして、指導の不足から数々のご無礼を」

「事情があることは理解できました」

「有り難うございます」




　レムは考える。

　──この男、意外と信用できるのでしょうか？

　印象は最初とずいぶん変わっている。

　野盗みたいな連中の親分ということで、かなり悪い印象を持った。わざわざ遠くから来たのに、と失望したものだ。

　しかし事情を聞いてみれば、どれも納得できる話ではあった。

　寄付を要求するのは神官の不足と、妙な領主のせいだ。聖騎士隊の横暴も、危険な土地ならではか。市民に対する暴力はよくないが、神官が悪人や魔獣に襲われるよりはマシだろう。




　ルマキーナもバドゥタを信用したようだった。

　話を切り出す。

「貴方は王都教会の現状をどのていど知っていますか？」

「はて？　儂が旧魔王領に派遣されたのは十三年も前のこと。そのときは、まぁ、いくらか強引に寄付金を集めてはいましたが……気になるのは、それくらいでしたな」

「不当に高額の寄付を要求していることは？」

「なんですかな、それは？」

「〝この屋敷は祟られている〟などと言って不要な祈き禱とうをし、魔除けを与え、そのぶんの高額な寄付金を要求している──という噂うわさを聞きました。他にも商人から賄賂を受け取ったりだとか」

「けしからんですな！」

　バドゥタが腕組みをした。

「それと、聖騎士の一部が〝悪魔崇拝者だ〟と言いがかりをつけて人々を〝浄化〟と称して殺あやめているなどという噂うわさも……」

「馬鹿な！　さすがに作り話では!?」

「そうだといいのですが……」

「少なくとも儂わしが王都にいたときは、聖騎士にそんな異常者はいなかったです！」




　レムは思わず口出ししそうになった。聖騎士サドラーに言いがかりをつけられ、あやうく殺されそうになったのは、ほんの半月前のことだ。

　右腕の傷が、じわっと熱くなる。

「………………」

　しかし、なんら物証がないのに〝私は悪魔崇拝者だと疑われて殺されかけました〟と言ってどうなる？　しかも、その聖騎士サドラーは魔王復活騒動のときに姿を消している。

　暴走した魔王クレブスクルムに殺され、ディアヴロの極大魔術で遺体も残らなかったのだ。

　下手なことを口走れば、要らぬ疑いをかけられる。

　ルマキーナの立場を悪くする危険性もあった。

　レムは黙って話を聞き続ける。




　ルマキーナが唇を開いた。

「聖騎士たち全員が信仰に篤いわけではありません……残念なことですが、事実です。金のためには何でもやるという者がいたのです」

「確かなのですか？」

「……私は……聖騎士に殺されかけました。首席枢教官ビショスが、金を渡して命令した、というのです」

「な、な、なんですと!?　本当ですか!?」

　バドゥタが腰を浮かした。

「私が噓うそを……？」

「いいえ！　とんでもない！　ああ、なんということだ……」

　バドゥタが怒りに顔を赤くし、額に血管を浮かべる。いかつい肩と、握りしめた拳が震えた。

「なんという愚かな！　今の枢教院は、そこまで腐っておるというのか！」

「悲しいことですが」

「罰当たりな！」

　彼の怒りは演技ではないように見えた。

　レムは、バドゥタを完全には信用していない。やはり聖騎士隊の一件が引っかかっていた。

　──でも、少なくとも枢教院とは繫つながってなさそうですね。

　もしも、ルマキーナの命を狙うつもりなら、わざわざこんな演技をする必要はないはずだった。

　ルマキーナが言葉を続ける。

「私は暗殺の危険から逃れるため……そして教会を改める力になってもらうため、貴方を頼ってジルコンタワーまで来たのです」

「そうでしたか」

「無茶を言っているとは思いますが」

「いいえ、そこまで信頼していただけるとは有難い。ご安心ください！　枢教院だろうが聖騎士だろうが、ルマキーナ様に手出しはさせません！」

「……ありがとう」

　ホッ、とした表情で彼女は吐息をついた。




　そういえば、と尋ねる。

「告こく死し病びようというものがありますね？　身体に×のような痣あざが浮かぶという」

「はい。九個の痣が浮かぶと命がない、とか。恐ろしい病気です」

「病気？　貴方も、そう思っているのですか……？」

　ルマキーナが怪け訝げんな顔をした。

　バドゥタが首をかしげる。

「どういうことでしょうか？」




「だって、あれは病気なんかではなく、呪いではありませんか」




　レムの背筋に、ぞわっと寒気が走った。

　肌が粟あわ立だち、尻尾の毛と髪が逆立つ。

　──呪い!?

　バドゥタが額を押さえる。

「まさか……それは、なにか誤解ではありませんか？」

「いいえ、神様の声が聞こえました。あれは病などではありません。水の匂いもしました。この街で水といえば湖しかありません」

「……そうですな」

「そして、地中深くに沈む闇を見ました。おそらく地面の下になにかあるはず」

「……なるほど。そこまで」

「バドゥタ、この街で人々の命を脅かす大規模な呪術が行われています。早々に対処しなくてはなりませんよ」




　レムはベッドを蹴りつけ、飛び出す。

「どうして、それを！　ディアヴロに言わなかったのですか！」

「えっ!?　ひゃっ!?」

　ルマキーナを椅子のうえから引きずり下ろして、バドゥタから離す。自分の後ろへと、庇かばった。

　同時に《シャドースネイク》を操り、飛ばしている。

　この召喚獣のレベルでは、聖騎士サドラーにさえ通じなかった。だから、バドゥタを《拘束バインド》できるとは思っていない。

　しかし、より強力な召喚獣を喚ぶ時間稼ぎはできるだろう。

　中型の召喚獣なら、たとえ倒されたとしても、かなり大騒ぎになる。

　──ディアヴロなら気付いてくれるはず！

　ところが、バドゥタの身体を《シャドースネイク》が捕らえた。撃破されなかった。

「…………ふむ」

「なっ!?」

《拘束バインド》が成立した。

　レムは戸惑ってしまう。

　バドゥタが首をかしげた。

「これは、なんの真似かな？　冒険者」

　レムは断言する。

「……ルマキーナの話……そんな呪術が行われているとすれば、犯人はあなたしかありえません」

　ええっ!?　とルマキーナが驚いた。

　レムは声を荒らげる。

「……まったく……あなたは賢いのかバカなのか！　他人の欲というものに無頓着すぎます」

「えっ？」

「そんな呪いが広まったことで、得をしているのは誰ですか!?」

「え？　と、得……？」

「告こく死し病びようになってしまった人たちは、教会に寄付をしているのですよ！」

「……ッ!!」

　ルマキーナが目を見開いた。

　彼女には〝寄付金を目当てに人を呪う〟という発想がなかったらしい。仕方がないことか。その純粋さが彼女を大だい主しゆ神しん官かんたらしめているのだから。

　ルマキーナが信じられない、という顔をしてバドゥタを見た。

「…………どういう、ことです？」

「困りますな……全て、そこの冒険者の妄言です。この儂わしが呪術を？　ありえないことだ。呪いだというのなら街の人々に恨みを持った者の仕業でしょう」

「恨みを持った者ですか？」

「はい。人の憎悪というのは、想像を絶するものがありますからな」

　レムはひるんだ。

　──手強い。

　この男が主犯だと思うのだが、言い逃れに反論ができなかった。

　ルマキーナが悲しそうな顔をする。

「人……」

「む？」

「どうして、貴方は呪術を行っているのが人だと思ったのです？」

「う…………」

　バドゥタが絶句した。

　ルマキーナが改めて尋ねる。

「私は告こく死し病びようが呪術だとしか言っていません。どうして、貴方は術者が人ひと族ぞくだと思ったのですか？」

　バドゥタが口元を歪ゆがめた。

「それは、なんと言いますか……呪術と聞いて、つい……まず人ひと族ぞくを疑ってしまっただけです。魔族の可能性もありましたな、旧魔王領なのですから。ただの早合点です。申し訳ありません」

　徹底的に疑惑を否定し続ける。ここまで否定されると、自分の勘違いだったのか？　と思えてくる。

　ルマキーナが手を合わせた。

「本当に？　神様に誓えるのですね？」

「ええ、もちろんです。神に誓って、儂は呪術など行っておりません」

　バドゥタも手を合わせた。

「わかりました……貴方を信じましょう」

「わかっていただき、安心しました」

　レムの気持ちは複雑だ。もちろん彼が信用できる人物のほうがいい。立場も実力もある者が悪党だとは思いたくない。

　しかし、あまりに疑わしかった。

　とはいえ、ルマキーナが信じるのならば仕方ないか。

　せっかく拘束バインドしたけれども《シャドースネイク》を解除しなければならない。

　ルマキーナが笑顔で言う。




「それでは、ディアヴロ様たちをここへ呼んでください」




　えっ!?　とバドゥタが驚いた。

「それはどういった理由なのですかな？」

「これから、みんなで告こく死し病びようの患者のところへ行きます。夜もテントの前に並んでいるのですよね？　大勢を癒やせば、より神様からお声をいただけるでしょう。あれほど濃い呪術であれば、その発生源をすぐに辿たどれます」

「ま、まさか！」

「できるはずがないとでも？　バドゥタ、貴方の前にいるのは……大だい主しゆ神しん官かんなのですよ」

「ううぅ……」

「どうしました、彼を呼ぶことに不都合でも？　いえ、こちらから行きましょうか。レム、外出の用意を」

「ふふ……やるときはやりますね、ルマキーナ。さすがです」

　レムは緊張を高める。クリスタルを収めたポーチに指を伸ばした。

　バドゥタがため息をつく。

「なるほど、そこまでのことができるのですか……これは予想以上でした」

　じっ、と彼が睨にらみつけてくる。




　くらりっ、とレムの視界が傾いた。




　──なんですか!?

　強烈な睡魔に襲われた。

　がくり、と床に手を突いてしまう。

　背後でルマキーナも倒れた。

　集中が途切れ、《シャドースネイク》が解除されてしまう。クリスタルがカツーンと床に落ちた。

　──どういうことですか!?　急いで、次の召喚獣を！

　クリスタルを手に取るが、召喚術を成立させるだけの集中力が発揮できない。

　何が起きたのか？

　レムは聖騎士サドラーとの戦いで《無詠唱》を使われ、負けた。だから、ここまでの旅の間にディアヴロから教えてもらい、その対策を習得している。

　魔力の流れが観えないまでも、魔術の発生を感知できるよう練習していたのに。

「な、なにも……してない、はず……なのに……」

「儂わしは何もしておらんよ。ちょっとばかり、眠り薬を混ぜたがね」

　テーブルのうえにある燭しよく台だい。

　オイルランプの油に、仕掛けがあったらしい。自身には効かない細工がしてあったのだろう。

　妙な言い逃れは、時間稼ぎだったのか！　騒ぎを起こさずに無力化するための……

「くっ……」

　──悔しい。

　バドゥタが近づいてきた。

　すでに意識を失ってしまったルマキーナの前に立つ。彼女の頭を革ブーツで踏みつけた。

「小娘が！」

「や、やめ……」

　レムはうめいた。手を伸ばして、バドゥタの足首を摑つかむ。しかし、それ以上のことはできなかった。

　バドゥタが見下ろしてくる。

「ここでは殺さんよ。お前たちは魔力が強く、正義感もある。実に有望だからな」

「う……」

　有望とは、どういう意味なのか？

　問いかけることもできず、レムは眠りに落ちてしまった。





第四章　追いかけてみる




　身体を揺すられて、ディアヴロは眠りのなかから引きずり出された。

「んむ……？」

「ディアヴロ、誰か来たよ？　ねえ、起きて～」

　しかし、まだ脳は泥のなかだ。

「…………んぅ……ぼく、もう行かないって言ったじゃん……なんか、腹とか痛い、ような気がするかもだし」

「えっ、痛いの!?　ディアヴロ、大丈夫!?」

　少女の甲高い声が、砂に染みこむように意識へと入ってきた。

　朦もう朧ろうとしていた頭が、はっきりと覚醒する。




　──今、なに言っちゃった!?




「うおっ!?」

　ディアヴロは身体を起こした。

　シェラが目を丸くする。

「わわ……!?」

「な、なんだ、貴様か」

「お腹、痛いの？」

「う……あ……いや……い、今のは…………異世界の言葉だ！　こちらの世界の言葉で、どのように聞こえたのか、わからんがな！　思わず出てしまったかな！」

　シェラが安あん堵どしたように笑う。

「そっかー。よかったー」

　部屋の端で、オイルランプが揺れていた。

　窓が閉じられているが、隙間からも光がない。

「まだ夜なのではないか？」

「うん、そうなんだけど……誰か来たっぽいんだよ」

「なに？」

　シェラが屋根を指さす。

　梁はりのうえに、小さな人影があった。

　──部屋の中に居るのかよ!?

　思わず取り乱しそうになるが、平静を装う。魔王は慌てないのだ。

　ベッドの横に置いておいた《天てん魔まの杖つえ》を手に取る。

「フッ……我を見下ろすか。よほど灰になりたいようだな？」

　そいつが、ぱたぱたと手を振った。

「待った、待った！　ダンナ、オレっすよ！」

　人影が梁はりのうえの暗がりから、オイルランプの光が届く床まで降りてくる。グラスウォーカーのホルンだった。

　ディアヴロは杖を向けたまま警戒を解かない。

「貴様、何者だ？」

「ヤだなぁ、冒険者って言ったじゃないすか」

「ほう？　ここらの冒険者は、他人の家を探索するのか？」

「違うっすよ！　オレはダンナに会いにきたんす！」

　シェラが指さす。

「口の端にカレーついてるよ？」

「うおっと!?」

　ホルンが口元をぬぐった。

「思いっきり、盗みを働いているではないか!?」

「ダ、ダンナの部屋を探してるとき、調理場に食べ残しがあったもんで！　つまみ食いくらいオチャメじゃないすか～。アハハ……」

「信用できんヤツめ。ダンジョンなら行かんぞ。しばらく落ち着かないのでな」

　それに、新しく発見されたというダンジョンがディアヴロの固有空間だとすれば、宝物庫には、ゲームで溜ためこんだレア装備の数々があるはず。

　この世界の低水準な装備事情からすると、軍事バランスを崩しかねないほどだ。

　一緒に行くとなれば、分け前を与えなければならなかった。手助けが必要とも思えないし。

「帰れ」

「まあまあ、他にも、イケてるネタがあるんすよ？」

「なんだ？」




「聖騎士長バドゥタが、ダンナの仲間を砂そ橇りに運びこむところを見たんす」




　ドクン、とディアヴロの心臓が弾んだ。

「…………なん、だと？」

「レムとルマキーナちゃんのこと!?」

　シェラも目を見開く。

　ふふんっ、とホルンが胸を張った。

「女神官や貧乳の黒くろ豹ひようなんて珍しいから間違いないっすよ。んっふっふ～、やっぱり知らなかったんすね！　どうすか、オレって意外と役に立──」

　ディアヴロはベッドを飛び出し、ホルンに詰め寄っていた。

「いつだ!?」

「さ、三〇分くらい前っす。聖騎士隊を使って無理矢理っぽかったから、こりゃダンナに報せねえと、って思って……」

「その話、噓うそなら八つ裂きだからな！」

　ホルンの腕を摑つかみ、ディアヴロは部屋から廊下へと出る。

　二人ほどメイドがいて、ギョッと驚いた顔をした。

「い、いかがいたしましたか？　ご用がありましたら私たちが……」

「どけ！　怪我をしたくなければ邪魔をするな！」

「ひいっ!?」

　ホルンを連れ、廊下を走る。シェラが「待って、待って」と言いながらついてきた。




　聖騎士隊の連中が、廊下の途中に壁を作っている。

「ここから先は大だい主しゆ神しん官かんの寝所である！　誰であろうとも通すことはできん！」

「安否を確認するだけだ！」

「バドゥタ様の許可がなければ、通すことはできん！　ここは我々が、しっかり守っているので任せるがいい！」

「邪魔をするなら無事では済まんぞ!?」

　ホルンが叫ぶ。

「ダンナ！　上！」

　廊下の天井に穴があり、そこに聖騎士隊らしき者が隠れていた。剣を構えて降ってくる。

「ほああああああ──────ッ!!」

　──馬鹿めがッ！

　ディアヴロは魔術を放つ。

「《エアブロック》ッ!!」

　空気をコンクリートのように固くした。不可視の障壁が発生する。

　降ってきたヤツが激突して、キインッ！　と剣が折れた。顔面をしたたかに打ちつけ、歯が飛ぶ。

「ンガフッ!?」

　聖騎士隊が剣を抜いた。

「よし、すぐには次の魔術を使えないはずだ！　殺せッ!!」

「貴様ら、誰を敵に回したと思っている──《フリージア》ッ!!」

　そこらの元素魔術師と違って、ディアヴロは中級99レベルまでの魔術なら、かなりの速度で連射することができる。

《フリージア》が発動し、冷気と衝撃波が広がった。

　聖騎士隊の連中が凍りついていく。

「ウオオオオ──!?　グッ、ガッ……ッ!?」

　うっすら白く見える冷気が、ディアヴロたちまでも包みこむ。頰や耳が痛いくらいだった。

　急激に冷やされた石壁が砕け散り、建物が傾く。

　氷の結晶がつぼみを形作り、花が開いた。

　火事になるよりは凍結のほうがマシだろう、と思ったが……大惨事になってしまったかもしれない。

　──まあいい、生きているなら、神官に治癒してもらえるだろう。

「行くぞ！」

「う、うん！」

　ガタガタと寒さに震えるシェラと、固まっているホルンを引きずり、奥へと進んだ。




　鍵の掛かったドアを蹴り開ける。




　ベッドは空で、床にクリスタルが落ちていた。

　椅子が一つ倒れ、テーブルのうえのオイルランプには、まだ火がついている。草花の匂いがした。

　ディアヴロは拳を握りしめる。

　レムほどの召喚術士を相手にして、騒ぎも起こさずに連れ去るとは……

「思ったより、やるではないか……バドゥタめ……」

　シェラが肩を震わせる。

「ど、どうしよう！　レムもルマキーナちゃんも、こ、殺さ……れ……!?」

「ただ殺す気なら、連れ去ったりはせん」

　それに、もっと早く仕掛けてきただろう。

　ディアヴロの推測では、バドゥタは枢教院と通じていないはずだった。

　砂そ橇りに乗っているときでも、食事をしているときでも、服を着替えているときでも、隙はあったはずだ。

　当然、警戒はしていたが……

「ヤツが行動を起こすとしても、もう少し後になると思ったのだがな？　こちらも、すぐには事を構えたくなかったし」

「どういうこと、ディアヴロ？」

「まず回復が必要だった。それと、告こく死し病びようだ」

「なに？」

「あれは、病気などではない。呪術だ」

「えええ～～～っ!?」

　驚きの声をあげたのはシェラばかりでなく、ホルンもだった。




　ディアヴロはＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリの期間限定イベントで、あれと同じ状態になる呪術を見た。

　ＮＰＣに×印が浮かぶのだ。

　九日間で敵拠点を壊滅させねば、大勢が死ぬ──というシリアスなシナリオで、けっこう掲示板が盛り上がっていたのを覚えている。

　対象となるダンジョンを潜っていき、イベントボスを倒すと《イベントゲージ》が上昇した。ゲージ達成度によりシナリオの展開が変わるのだ。

　当然ながらディアヴロはイベントを完全クリアし、〝告死病を治癒するお守り〟を手に入れた。

　──戦闘での効果はなく、ＮＰＣに感謝されるムービーだけのアイテムだったが。

　ゲームのシナリオだと、呪術は魔族の仕業だった。そして教会堂の地下にダンジョンがあった。

　しかし、この世界の教会堂は、地方騎士により閉鎖されている。地下に魔族がいるはずもない。あと、ゲームのジルコンタワー領主は、あんな濃い性格の女ではなかった。

　いろいろ違っている。

　なんにしても、告死病は放っておけない。

　バドゥタが敵対する様子はなかった。

　そういうわけで、告死病を解決しつつ、バドゥタにルマキーナを預けても大丈夫なのか見極めるつもりだった。

　──どうしてヤツは急に行動を起こしたんだろうか？




　いくらディアヴロでも、ルマキーナの追及によりバドゥタが本性を現したなどと、推測するのは不可能だった。




「いずれにしても、今はレムとルマキーナを取り戻すのが最優先だな」

　告死病の件は後回しだ。

　ホルンの話だと、彼女たちは砂そ橇りに乗せられたらしい。だとすると、この屋敷から離れたはず。

　夜間に砂船は出せない。

　砂漠には大型のモンスターもおり、総じて夜間のほうが活発だ。

　それらから逃げるためには、砂船は速度を上げなければならないが、この世界には強力な照明装置などない。

　真っ暗な砂漠を猛スピードで飛ばすことになる。砂山か岩に突っこむのがオチだった。

　つまり、レムたちの連れて行かれたのは、街の中のどこか。

「ぐだぐだとやっている暇はないな……吐かせるか」




　ディアヴロは廊下を戻る。

《フリージア》の効果が薄れ、そこには温度低下によるダメージを受けた聖騎士隊の連中がうずくまっていた。

　言葉が交わせそうな者を選んで、《天てん魔まの杖つえ》を向ける。




「選べ……バドゥタの行き先を話すか、この場で死ぬか」
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　レムは目を開く。

　ランプの火が揺れていた。

　手を動かそうとして、それができないことに気付いた。

　──ロープで縛られてる!?

　レムはＸ字形の柱に手足を固定されていた。磔はりつけにされている。

「なっ!?」

「気付きましたか」

　声がしたので隣を見ると、自分と同じようにルマキーナも柱に縛りつけられていた。

「ルマキーナ!?　こ、これは……」

「私も、今さっき気付いたところなので、よくわかりませんが……」

「……そうですか」

　レムは周りを見回す。

　天井がやたら高い。火の明かりが届かないほどだ。

　石壁の建物の中だろうか。

　円筒形で、それなりの広さがあった。教会堂がすっぽり入るくらい大きい。

　底の中央に台があり、そこにレムたちは立てられていた。

　自分たちはバドゥタに捕らわれている。そして、彼は呪術を行っているらしい。

　──とすれば、わたしたちは生贄でしょうか？

　背筋の震える想像だった。自分たちの周り四方に、大型のランプがあり、灯火が揺れている。

　灯りの向こうは、眩しくてよく見えなかったが……だんだんと目が慣れてきた。

　なにかが動いている。

　そして、いくつもの息づかいが聞こえていることに気付いた。

「……なんでしょうか？」

「わかりません。しかし、嫌な感じがします」

　ルマキーナの声が固かった。

　レムは火の向こう側に目を凝らす。

　人だ。

　火に照らされ、人影が動いていることがわかった。何人いるだろうか。種族もいろいろで、思ったより多くの人影がある様子だ。

　しかも、それら大半が裸だった。

　レムは声を引きつらせる。

「な、なあ……ッ!?」

「え？　なにをしているのでしょうか……？」

　ルマキーナも目が慣れてきたのか。




　床を埋め尽くすほど大勢の男女が絡み合っていた。




　レムは思わず顔をそむける。

「……あ、あれって、やっぱり……アレをしてるのでしょうか……？」

「なんですか？」

　ルマキーナは本当に知らない様子だった。

　レムは頰どころか耳まで熱くなってしまう。

「…………説明できません」

「え？」

　彼女が困惑する。

　とはいえ、レムだって口にできない。

　いったいどういうことなのか？

　だんだんと人々の吐息が荒くなってくる。男のうめき声と、女のあえぎ声とが円筒形の建物を満たしていく。

　肉と肉の当たる音と、汗や体液のびちゃびちゃという音がして、獣臭が漂ってくる。




　祭壇にある階段を、誰かがのぼってきた。

　バドゥタだ。

　彼は服を着ていた。ちょっとだけレムは安あん堵どしてしまう。

　しかし、連れられている女性は、ほぼ裸だった。

「あっ、あなたは……!?」

　黒髪ロングのメイド長シーリューだ。隙なくメイド服を身につけた面影はなかった。胸にも腰にも何も着けていない。しかしコルセットを締めて、靴を履いていた。

　レムは肩を震わせる。

「は、破廉恥な！」

　バドゥタが肩をゆすって笑った。

「ようやく起きたか。朝になってしまったら、どうしようかと思っていたところだ」

「くっ……よくも騙だましてくれましたね！」

「恨むなら、ルマキーナを恨むことだ。正義感は身を滅ぼすのだ、と知っておくべきだったな」

　ルマキーナが力ない声をもらす。

「ごめんなさい、レム……貴女を巻きこんでしまいましたね」

「……まさか。この状況は、わたしの落ち度です。守ることができなくて、申し訳ありません」

　冒険者として場数をこなしてきているレムだったが、搦からめ手には何度も遅れを取ってしまう。

　──もしかして、わたしは意外と〝馬鹿正直〟なのでしょうか？　馬鹿はシェラの役目のはずなのですが。

　微妙に酷いことを思いつつ、どうにか脱出する手立てを考える。

　しかし、手足の拘束は、感心するほど緩まなかった。

　レムは歯ぎしりする。

「……わたしたちをどうする気ですか、バドゥタ!?」

「儀式だ」

「え？」

「見てのとおり、ここは祭壇でな」

「……下劣な」

　レムの言葉に重ねて、ルマキーナが言う。

「このようにおぞましい祭壇など、ありえません。この場には邪悪が満ちているではありませんか!?」

　バドゥタがうなずいた。

「そのとおり。ここにあるのは〝背徳〟だ」

「……やっぱり……呪術」

　もう隠す気はないようだ。バドゥタはメイドに持たせていた小さな壺を手に取って、蓋を開ける。黒緑色の液体が入っていた。

「告こく死し病びようを引き起こす元──〝原液〟だ」

「なっ!?」

「これを湖に流すと、その水で暮らしている住民に、それなりの確率で発現する。そいつらは教会を頼り、多額の寄付金を落とすわけだ」

「……最悪です」

　レムはうめいた。

　ルマキーナは言葉を失っている。一度は信頼を寄せた相手が、ここまでの外道だったことにショックを受けている様子だった。

　バドゥタが問うてくる。

「この原液は、どう造ると思う？」

「……わかるはずがありません」

「想像もできんか。お前に足りないのは、想像力だな、冒険者」

「むっ」

　ちょうど〝自分は騙だまされすぎではないか〟と考えたところだったので、余計に腹が立った。人は図星を指されると怒るものなのだ。

「告死病の原液はな、邪素というものから生成できる。では邪素とは、どう得るのか？」

　バドゥタが周りに視線を巡らせる。

「見ろ、まるで獣だろう？　だが、あの者たちは、元は敬けい虔けんな信徒だった。信仰心が篤く、正義感を持ち、高潔な男と貞淑な女たちだった」

「……それが？」

「ほんの少し、背中を押してやると人は簡単に堕ちる」

　彼は祭壇の周りのランプを見た。

　──このランプの油にも、なにかしら混入しているのでしょうか？

　気にしてみれば、なにやら甘い香りがする。

　レムは思わず息を止めた。

　しかし、呼吸をしないのは不可能だ。

　バドゥタが両手を大きく広げた。

　恍こう惚こつとした表情が、ランプの火に照らし出される。




「姦かん淫いん……殺傷……暴食……人が堕ちたとき、神性が失われ、邪素が生まれるのだ」




「ひ、人に……罪を犯させる場所……？」

　レムは改めて周りを見渡す。

　たしかに、交わるだけでなく、他のことをしている者もいる。

　大量に置かれている食事を吐き出すまで貪る者。そして、人に向けて刃物を振り上げる者も！

「や、やめ──ッ！」

　祭壇で拘束されているレムには、なにもできなかった。

　ぼろぼろ、とルマキーナが涙をこぼす。

「こ……こんな……おかしい……」

　おそらくレムよりもずっと清らかな人生を送ってきたであろう彼女には、より衝撃が強すぎた。

　身体を震わせている。

「しっかりしてください、ルマキーナ！　たしかに、これはおかしいです！　あなたの倫理観は間違っていません！　心をしっかり持って！」

「ううぅ……神様……神様……」

　涙をこぼしながら、彼女はつぶやいた。

　うっすら、とその身体が光りだす。

　お祈りをしたときと同じだ。

　バドゥタが肩をすくめる。

「儂わしの研究では、神性が強い者ほど落ちたときに得られる邪素が濃い。それだけ強力な原液が造れるはずだ」

「……そ、そんなに大勢を告こく死し病びようにしたいのですか!?」

「違う。今は一人でいい」

「一人？」

「ラムニテスだ」

　レムは啞然としてしまった。まさかジルコンタワー領主の名前が出てくるとは。

「奴は危険だ。ことごとく儂の邪魔をしてくる。この呪術にも薄々勘付いている節がある。あいつを告死病にしなくてはならん」

「……そのために？」

「ラムニテスは湖の水を飲んでおらん。なかなか呪術が届きにくいが、料理には使われているようだ。強力な原液を使えば、おそらく発現するだろう」

「……そんな水を飲んで、街の人々はどうなります!?」

「告こく死し病びようになるだろう。そのときは神官が治してやる。寄付金を出せばだがな！」

　バドゥタが歪いびつな笑みを浮かべた。

　ルマキーナが泣き腫らした目で睨にらみつける。

「あなたは……どうして、このような大罪を……!?　高潔な人物だと聞いていました。なにがあったのです!?」

「お涙頂戴の裏話があれば満足なのか？　家族が殺されていたり、親友に裏切られていたり、魔族に脅されていたり？　馬鹿め、堕ちるのに理由なんぞない。人は強欲で罪深いものだ」

　その言動から推測したとおり、バドゥタは枢教院と通じてはいなかった。

　しかし、それらと関係なく、とんでもない悪党だった！

　金銭や権力のために、無差別に人々へ呪術を撒まき散らすとは。

　ルマキーナが声を張る。

「たとえ、人の本質がどうあろうと、正しくあろうとできるのも人なのです！」

「楽しみだな、偉そうに説教している大だい主しゆ神しん官かんが、欲望に堕ちるのが」

「ッ!?」

「快楽を教えてやれ、シーリュー」

　ほとんど裸のメイド長が命令を受けて、蠱こ惑わく的てきな笑みを浮かべた。

「フフフ……よろしいのですか、私が堕としてしまっても？」

「儂わしは、そろそろ客人が来るのでな。腰を振っておる暇などない。簡単な相手ではないのだ」

「ご主人様、まるで恋人を待つかのようですわ。妬けてしまいます」

「仕上げておけ。後で相手をしてやる」

「まぁ、楽しみ！　こちらの豹ひよう人じん族ぞくは、いかがしますか？」

「奴の奴隷だ。足止めに使えるかもしれん。殺さず、適当に嬲なぶっておけ」

「かしこまりました、ご主人様」

　お辞儀する仕草だけはメイドだった。裸も同然の格好なのだが……

　レムは思いつくかぎりの罵ば詈り雑ぞう言ごんを投げつけたが、無視されてしまった。

　シーリューが指をワキワキと動かしつつ、ルマキーナに近づいていく。吐息をこぼした。

「んふぅ～……こんなにも綺き麗れいな子を堕とせるだなんて、興奮しちゃうわぁ」

「ち、近づいてはなりません！」

　白い指が、ルマキーナの胸を服のうえから鷲わし摑づかみにした。

「なかなか張りがあるわね」

「はぐっ!?」

「感度もいいじゃないの。お堅いことばかり言ってるから不感なのかと思ったわぁ」

「や、やめ……離しなさい！」

「そんなこと言って、私の愛撫を味わったら、もっと欲しいって懇願することになるわよぉ？」

　ぺろ～ん、とシーリューが舌を出す。

　人間ヒユーマンではなかったのか!?　と思うくらい長かった。

　舌が長いとされるドワーフよりも長く、喉に届きそうなほどだ。

「はふぅん……奥まで舐なめてあげるわぁ」

　シーリューの手が、ルマキーナの服に伸びてくる。スカートの中に入ってきて、とうとう下着が引きちぎられた。

「きゃあああ──────ッ!?」




　ズシン、と震動が伝わってきた。




　ぐらぐら、と円筒形の建物が揺れる。ぱらぱら、と砂が落ちてきた。

　レムは天井を見上げる。
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　──地震？

　上のほうが騒がしくなった。

　天井の近くで、扉が開く。

　そういえば、ルマキーナが〝地面の下になにかあるはず〟と言っていた。ここは地下だったのか。

　レムには予感があった。

　胸中に広がっていた絶望感が、雨上がりの空のように晴れていく。




「……ディアヴロ」
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　聖騎士隊から聞き出した〝バドゥタの行き先〟は、街の西の外れだった。

　テントが無数にあり、夜だというのに信者たちが列を作っている。

　ひとつひとつのテントを探すわけにはいかない。

　ディアヴロは一計を案じる。

「シェラよ、召喚獣を出せ。《ターキーショット》で上空から監視するのだ」

「え？　でも夜だと、ほとんど見えないよ？　鳥目だから」

「すぐ明るくなる」

　雲の垂れこめた暗い空に《天てん魔まの杖つえ》を向けた。

　魔術を放つ──《エクスプロージョン》

　空に爆発が起きた。周囲が明るくなって、人々がざわめきだす。信者たちも、冒険者や商人たちも。

　そして、テントを警備していた教会の連中もだった。

　ディアヴロはシェラに告げる。

「異変をバドゥタに報せに行くヤツがいるはずだ！　上から探せ！」

「う、うん！」

　一発や二発では慌てて報告に行きはしないだろう。ディアヴロは次々と上空に魔術を放つ。

「《エクスプロージョン》！　《エクスプロージョン》！　《エクスプロージョン》！」

　そうやって、神官や警備を任されていた聖騎士隊が向かうテントを発見した。

　当然、地下への入口を守っている門番もいたが、容赦なく蹴散らす。




　長い階段を下りた先──

　石の扉を蹴りつけて、開けた。

　円筒形の空間だ。

　粘りつくような甘い香り。そして、獣の臭いがした。

　シェラが口元を手で押さえる。

「なに……これ……すごく嫌な感じ！」

　ディアヴロには見覚えがあった。

　期間限定イベントのラストステージだ。ボスモンスターがいた場所だった。

　──どこまでゲームと同じなんだよ、この世界は!?

　入口からは、石壁に沿って螺ら旋せん状じように下りの階段が底へと伸びている。

　壁や階段に使われている石は、一つ一つ少しずつ大きさが違っていた。平均すると高さ五〇センチくらいで、幅と奥行きは一メートル以上か。円筒形に並べるために、やや台形になっている。

　灯りは下からだけだ。

　足元に四つん這ばいになって、ホルンが底を覗のぞきこむ。ディアヴロは〝地下までは来なくていい〟と言ったのだが、結局ここまでついてきてしまった。

「ダ、ダンナ、なんかいるっす」

　ディアヴロも円筒形の空間の底を見る。

　人影があった。




　揺れる火の明かりのなかで、堕落の饗きよう宴えんを貪る男たちと女たち。




　フッ、とディアヴロは口元を歪ゆがめた。

　こんなのぜんぜん大したことない、みたいな態度を取るが、内心の動揺は相当なものだ。

　──なんじゃこりゃー!?

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリは全年齢が対象の健全なゲームだった。当然、こんなエロゲー展開はない。

　シェラも底を見て、顔を青ざめさせた。

「ディアヴロ！　レムとルマキーナちゃんが！」

「むっ」

　指さされて、視線を向ける。




　底の中央にある祭壇に、彼女たちは磔はりつけにされていた。

　ルマキーナがあられもない格好に剝かれている。

　上着を脱がされ、胸元が露になっていた。下着も足元に落ちている。

　顔が真っ赤になっていた。

　ルマキーナの身体に手を這はわせているのは、メイド長のシーリューだった。こちらは、ほぼ裸だ。黒いコルセットに、網タイツとハイヒールだけ。

　まるで、○○マップとか○ディオで売っているゲームの、ＤＶＤ一枚入っているだけなのに、やたら大きな箱に描かれていそうな格好だった。

　──ガチすぎるだろ!?

　そいつが、ルマキーナの肌に舌を這わせる。

　上までは聞こえないが、彼女が逃れようとしているのがわかった。しかし、手足を拘束されているらしい。

　ディアヴロは階段を駆けだす。

「シェラ、ホルン、ここで待っていろ！　二人を連れてくる！」

「う、うん！」

「りょーかいっす！」




　石階段を半ばまで下りて、あと五〇メートルくらいのところで──

　上ってくる者がいる。
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　バドゥタだった。

　底にいる裸の連中と違って、しっかりと鎧よろいを身に着けている。

　魔力を帯びた槍やりを手にしていた。

　鋭い眼光を浴びせてくる。

「待っていたぞ、ディアヴロとやら」

　重い声が響いた。

　こんなふうに対たい峙じすると弥いやが上にもテンションが上がる。ふつふつと身体の奥で熱が高まるのを感じた。

　まさしく魔王らしい瞬間だ。

　ディアヴロは《天てん魔まの杖つえ》を向ける。

「ククク……バドゥタよ、我が眼前に立った己の迂う闊かつを悔やむがよい！」

　しかし、気になる──バドゥタほどの実力者であれば、ディアヴロとの能力差は推測できるはずだ。

　相手の自信に満ちた態度はなんだ？　罠わなか？　ハッタリか？

　ディアヴロの尊大で自信に満ちた態度は、もちろんハッタリだ。魔王ロールプレイだ。ゲームならともかく、この世界で戦うときは、いつも緊張と恐怖心を押し殺している。

　問う。

「バドゥタよ、この有様はなんだ？」

「其方そなたが一流の魔術師であれば、わかるのではないか？」

　たんなるゲーマーなので、そうした戦闘に関わらない知識なんか、持ち合わせていなかった。

　しかし、この場所の目的がゲームと同じであるならば……

「貴様が告こく死し病びようの呪術を行っていたのか」

「ふむ……呪術であることまで、ルマキーナから聞いていたか」

「あいつも気付いていただと？」

　バドゥタが顔を曇らせる。

「まさか、大だい主しゆ神しん官かんだけでなく魔術師までが、気付いたというのか？」

「フッ、俺は魔術師などではない。異世界から来た魔王だ！」

「戯れ言を……」

　──けっこう信じてもらえないな、これ。

　簡単に信じてくれたレムとシェラの素直さが尊く思えた。

「底に這はいつくばっている下らん連中も、その呪術とやらに関係があるのか……」

「儂わしの部下になるなら、なんなりと教えてやろう」

「偉そうに言うではないか、バドゥタ。貴様はその呪術を……魔族から教わったのではないか？」

　相手が目を見開いた。

「なっ!?　なぜ、わかった？」

　ゲームで魔族が使っていた呪術だから──なんて言えない。

「ククク……我は魔王だと言ったであろう！」

　まだこの異世界が何なのかわからないが、ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリの元ネタではないかと考えている。

　この呪術についても、Ｒ18な部分だけ省略されていた。

　なにかしら、ゲームでは語られなかった理由で、あの背徳的な行為はされており、レムとルマキーナも連れてこられたのだろう。

　ディアヴロは命じる。

「二人を解放しろ。そのうえで、この下劣な悪行の償いをするなら、命だけは見逃してやる」

　バドゥタが肩をゆすって笑った。

「ディアヴロよ……若いな。その若さで、いかにして、それほどの実力を身につけたのか、まったく興味深いが……なんにしても青臭い」

「なんだと？」

「其方そなたは戦いで負けたことがないのではないか？　こうして戦えば〝絶対に勝てる〟と慢心している。だから、今の状況も〝敵を追い詰めた〟と考えているのでは？」

「フンッ……事実だからな」

　偉そうな態度を取りつつ、内心で冷や汗をかいていた。

　たしかに、ディアヴロは〝一対一で戦えば勝てるだろう〟と考えている。

　いくらＭＰ精神力が減っているとはいえ、レベルはディアヴロのほうが上だろうし、装備の差は大きい。

　バドゥタの槍やりは魔力を帯びているが、せいぜいＳＳＲ級だ。ディアヴロの装備はＳＳＲを限界まで強化している。格付けならＥＸエクストラ級だった。

　圧倒的に有利。

　そのうえ、ディアヴロは卓越したプレイヤースキルを持っており、同じレベル１５０の上位ランカーと戦ってさえ負けたことがなかった。

　──ゆで理論っぽく言えば、こっちの能力値パラメーターはレベル１５０、装備で１５０。そしてプレイヤースキルで１５０！　合わせたレベルは４５０！　レベル１３０のバドゥタとの差は、３２０だ！

　戦えば、間違いなく勝てるはずだ。

　バドゥタが顎あご鬚ひげをなでる。

「さて、其方そなたは非常識なほど強い元素魔術師のようだが……ここで使える魔術は、どんなものがある？」

「む……？」

　こんこん、とバドゥタが石壁をノックする。

　手甲で叩たたかれた石は、かすかに破片を落とした。

　意外と脆もろい。

「ここは地下だ。この深さだと周りは岩盤だが、天井が崩れれば、大量の砂が落ちてくるだろう」

　ディアヴロは空唾を吞のみこんだ。

「虚こ仮け威おどしを……貴様も生き埋めではないか」

「儂わしは勝利のために命を賭ける。当然だ。其方も同じだろうな。しかし、仲間たちの命はどうする？」

「貴様！」

　ディアヴロはレムたちを助けに来ている。砂で生き埋めにしたら、元も子もない。

　バドゥタは周りの命など気にしていなかった。

「これで《サンドホエール》に放ったような極大魔術は封じたな？　次に足場だ。其方は階段で戦うのは得意か？　ここの足場で、どれほど回避ができるか……」

「回避ができずに苦しいのは、貴様のほうだ！」

　魔術を放つ。

《エクスプロージョン》

　爆発が起きた。

　石階段が崩れて、下に落ちる。

　円筒形の空間の底で、ぐちゃぐちゃに交わっている連中のうえに、石の破片が落ちていった。

「ウッ!?」

　思ったより、ずっと脆い。

　そのうえ、閉鎖空間のせいで衝撃波が外より何倍も強く感じられた。

　天井から砂が派手に落ちてくる。

　──この程度の魔術でも強すぎるのかよ!?

　バドゥタは悠々と階段の下のほうへ回避していた。あの速さを捉えるなら、もっと範囲の広い魔術を使いたいが……

　そんなものを使ったら、天井が抜ける。




　ディアヴロは祭壇に目をやった。

　今の魔術の被害は、祭壇にいるレムやルマキーナには及ばなかったようだ。安あん堵どする。

　周りにいる連中はおかしくなっていた。上から石の破片やら、砂やらが落ちたというのに、狂乱の宴に酔ったまま誰一人として逃げ出さない。周囲の危険に気付いた様子すらなかった。もう正常な思考が残っていないのだろう。

　バドゥタが笑う。

「考えなしなことをする」

「フンッ……すこし試してやっただけのことだ。この俺が本気を出すに値するのかをな」

「そうか。では次はこちらから行くとしよう」

　バドゥタが槍やりを構え、突っこんでくる。

　魔術で撃退を！

　──どの程度の魔術なら、石壁を崩さずに済むんだ!?

　バドゥタが叫ぶ。

「迷ったな、青二才がッ!!」

　一気に間合いを詰められた。

　槍がディアヴロの心臓を狙ってくる。はっきりと殺しにきていた。

「甘いな、バドゥタ」

　彼の足元で魔術《グランドマイン》が発動する。

　指定範囲の地面を踏むと、爆発が起きるという魔術だ。土属性の初級魔術で、低威力だが、それ故に石壁を壊す心配がなかった。

　爆発に吞のみこまれながら、バドゥタは止まらない。

「其方そなたの負けだ！」

「うっ!?」

　バドゥタの槍が、ディアヴロに向かってくる。

　回避を──

　右側は石壁で、左は落ちるしかなく、素早く下がるには湾曲した階段という場所は、あまりに不向きだった。

　前進してくるバドゥタは、ディアヴロと階段の両方を視界に入れられる。

　下がるほうは記憶に頼るしかない。

　しかし、ここの階段は一段一段の長さや高さが微妙に異なっている。

　足を取られたら終わる。

「ハッ！　魔王を舐なめるなッ!!」

　槍やりの一撃をディアヴロは左手で払う。

　接近戦の不得意な魔術師だが、基本能力値パラメーターはレベル相応に高いのだ。

　打ち払う。

　そのはずだったのに、視界から槍が消える。

　ゾクッ、と背筋に寒気が走った。

　──なんだ!?

　予定と違う。




　自分の左手が、あるべきところにない。




　槍を払って、次の攻撃に備えるはずではなかったか。




　石階段に大量の血がこぼれる。




　ディアヴロの左腕が、骨まで断たれ、皮だけでぶら下がっていた。




　──うおわあああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁッ!?

　悲鳴をあげそうになるのを必死に耐える。

　脂汗が噴き出した。

　激痛のあまり、目の前がチカチカする。




　階段の上のほうから戦いを見ていたシェラが、ディアヴロの代わりのように悲鳴をあげた。

　状況はわからないはずなのに、底のほうではレムが声をあげる。

　ルマキーナはどうなった？

　ホルンの姿がない。逃げたか？




　まだディアヴロには周りを気にする余裕があった。

　普通なら、きっと痛みでのたうちまわって泣き叫んでいるだろう。レベル１５０の強きよう靱じんな肉体のおかげか。

　どうにか身構えていられた。

「フ……フフ……やるではないか……バドゥタ」

「其方そなたは、自分の力を過信して、その魔術を発揮できない場所へ来てしまった。あれこれ手を使って〝秘密の場所を突き止めた〟と思っているかもしれないが……怪しまれずに、呼びこむための仕掛けだったのだ。もしも儂わしが〝地下施設で待つ〟などと置き手紙をしたら、其方は警戒して充分な準備をしてから来ただろう。だが、部下たちが漏らした情報で辿たどり着いたものだから、無警戒で入ってきた」

　否定はできない。

　ディアヴロは舌打ちの代わりに、ニヤリと笑って見せる。

「弱いヤツは、あれこれ細かいことを考えるものだな」

「そのとおりだ。儂は自分を強いなどと思わない。慢心をしない。常に万全の用意をし、強敵を策に陥れて絶対的に有利な状況で倒す。能力や装備や技に頼っているうちは、若造だ」

　ゲームでも地形効果はあった。特殊な縛り条件も。

　しかし、プレイヤー側が用意することは、ほとんどなかった。運営が特殊地形を用意して、それを考慮した攻略法をプレイヤーが考えることが大半だった。

　ディアヴロは唇を歪ゆがめる。

　──たしかに、慢心があったかもな。考えが浅かった。マジで参考になったぞ、オジサン。

　いくら石壁を傷つけないように配慮する必要があるとはいえ、１３０レベル以上の戦士系に《グランドマイン》は選択ミスだったか。弱すぎて足止めにもならなかった。

　相手は階段での移動について訓練を積んでいるようだ。《エクスプロージョン》程度の魔術では回避される。

　かといって、広範囲で高威力の魔術を放ったら、石壁を崩すことになる。

　本当に、よく考えられた魔術師対策だった。

　──それでも、俺が勝つ！

「バドゥタよ、貴様が知らぬ魔術も、この世界には存在するのだ！　《ライトニングスフィア》ッ!!」

　パリパリ、と空中に紫電が走る。

　雷光を纏まとった球体が発生した。大きさは、直径三メートルくらいだ。

　接触すれば、強烈な電撃が走って、石壁を傷つけることなくバドゥタだけを感電させるだろう。

　この魔術の欠点は、遅いことだった。

　ゆっくりと相手に向かって飛んでいく。

　普通の状況であれば、簡単に回避されてしまうが……ここは階段の上だ。避ける先はなかった。

「なるほど。このような魔術もあるのか」

　素直に階段の一番下まで下がるか？　そんなことはしないだろう。

　レベル１３０の脚力なら、鎧よろいを着ていても三メートルの球体を飛び越えられるはず。

　──来い!!

　壁に仕掛けた《グランドマイン》が崖のほうへ、バドゥタを弾き出す予定だった。

　じりじり、と電撃の球体が、相手に近づいていく。

　──なんだ？　飛べないのか？

　ひゅっ、とバドゥタの姿が消える。

　上ではなかった。なんとヤツは崖のほうへ飛び降りていた。

　──噓うそだろ!?

「狙いがわかりやすいな、若造！」

　一度、落ちたかに見えたバドゥタだったが、石階段に片手を残していた。

　ぶら下がる。

　そうして《ライトニングスフィア》をやりすごしてから、また石階段に身体を持ち上げる。

　バドゥタの体勢は悪い。

　ここで直接攻撃ができれば効果的か。

　しかし、ディアヴロは火力特化の魔術師だ。接近戦を挑むのは無謀だった。

　それどころか、バドゥタの突き出してきた槍やりを避けるだけで、精一杯だ。

　ディアヴロは後ずさりする。

　右足の踵かかとが、石階段に引っかかった。

「しまっ──!?」

「迂う闊かつだな！　終わりだッ！」

　バドゥタの槍やりが、突き出される。虹色に輝くエフェクトが広がった。

　武技《ライジングスピア》か──技の発生が速く、威力が高い。そのうえ、物理ダメージ減少効果を無効にする。

　おそらく、先ほど左腕を斬ったとき、ディアヴロの装備に物理ダメージ減少効果があると気付いたのだろう。




　槍がディアヴロの胸に刺さる。




　鋭い穂先が、《漆しつ黒こくの虚うろ》を引き裂き、筋肉を断ち、骨を砕き、心臓を貫いた。

　口から大量の血が噴き出す。

　痛みが大きすぎて、それが痛みだということがわからず、脳がパンクして意識が飛びそうになった。




　死。




　暗闇に落ちていく。




　高レベルの武技により、心臓を潰されてしまった。間違いなく即死のダメージだ。

　ディアヴロの右手から《天てん魔まの杖つえ》が落ちる。

　大量にこぼれた血のうえに転がった。

　崩れ落ち、膝をつく。

　甲高い悲鳴をあげたのは、シェラだろうか。

　バドゥタが勝利を確信して、ニイッと笑みを浮かべた。




　ディアヴロの右手が、バドゥタの左手首を摑つかむ。




　獣のように荒い息を吐き、瞳を爛らん々らんと輝かせ、血まみれの唇を開いた。

「やっと、止まったな……老いぼれ」

「…………………………な………………なぜ、生きている!?」

　バドゥタが離れようとするが、簡単に振り払われるほどディアヴロの握力は弱くなかった。

〝接触〟が条件の魔術を発動する。

「……全てが静止する世界へ失せろ……《アブソリュートゼロ》」

　ディアヴロが触れていた部分から、バドゥタの左腕が白くなっていく。

　水属性最強魔術の一つ。

　あらゆる運動エネルギーが完全に永久に失われる。対象は人間一体程度で、零距離でなければ発動しない。

　バドゥタが目を見開いた。

「うおおおおぉぉぉぉぉぉぉぉ──────ッ!?」

「氷の彫像になるがいい！」

　口から血を飛ばしつつ、ディアヴロは叫んだ。




　バドゥタが右手で武技を発動する。手刀を白刃に変える《フィンガーブレイド》で──
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　白く凍った左腕が落ちた。

　バドゥタが自分自身の腕を武技で切断したのだ。

　なにもしなければ、今頃は氷の像になっていただろう。とんでもない機転と胆力だった。

　しかし、腕と武器を失ったのは、戦士系には致命的のはず。




　ディアヴロは胸に刺さった槍やりを抜き、石階段から投げ捨てる。

　胸に穿うがたれた穴から、血が噴き出した。

　悪魔のような笑みを浮かべる。

「ククク……どうした、バドゥタ？　左腕と武器を失うのも策のうちなのか？」

　余裕の笑み。

　内心では絶叫ものだった。

　──くっそ痛てえええええぇぇぇぇぇぇぇ────────ッ!!

　胸の傷のはずだが、四肢が裂けそう。痛みが全身を駆け巡る。

　起死回生になったものの、二度とやりたくない策だった。

　あえて即死確実の一撃を喰くらって、敵の隙を誘う──言葉では簡単だが、心臓を潰された瞬間は、本当に死ぬかと思った。




　ディアヴロのマント《暗あん雲うんの帷とばり》にはＨＰ生命力が０になる攻撃を受けたとき１だけ残る、という効果がある。

　自分でも忘れかけていたが、この世界に召喚されたときに確認したとおりだ。

　正直、この現実感のある世界では絶対に使うまい、と思っていた。ＨＰ生命力１というのが、ほとんど身動きできない状態の可能性もあったからだ。

　──いや、実際、呼吸するのもキツイけど。今なら蚊に刺されただけでも死ぬんじゃないか？

《暗あん雲うんの帷とばり》の即死回避効果は、ＨＰ生命力10％以下だと発動しない。今、一撃を受けたら、おそらく死ぬ。

　あまりに危険なので、この効果は実験したこともなかった。

　だから、バドゥタの一撃を受けても死なないかどうかは、博打だった。

　どうやら、心臓に槍やりを刺されても即死はしない。

　でも、死ぬほど痛かった。

　誰もいない場所なら、泣き叫んでいる。

　そんな酷い傷なのだが……ディアヴロの胸に穿たれた穴が、シュウシュウと塞がっていく。

　先ほど斬られた左腕も治りつつあった。皮だけで残っていた状態から、いくらか肉と骨が繫つながりはじめている。

　これも装備の効果だった。頭につけている《歪ゆがんだ王冠》には、ＨＰ生命力自動回復がある。

　戦闘中に意味のある回復量ではないが、治っていくのが目でわかる程度には早い。




　バドゥタの傷口からは、まだ血が噴き出していた。

　二の腕から先をばっさり切断したのだから、当然か。

　しっかりと外科的な処置をするか、治癒の奇跡を受けなければ、止血はできないだろう。

　額に脂汗が噴き出していた。

「ま、まさか……不死だとでもいうのか……？　心臓を貫いても死なないなどと……」

「ククク、我は魔王だと言ったはずだ」

「ありえぬ……」

「世界の全てを知っている気になっていたのか？　年寄りの慢心だな。貴様の知ることなど、わずか一部にすぎぬのだ……さて、続けるか。お互いに、まだ腕一本ていどだからなあ？」

　本当は立っているのも奇跡ですけれど。

　ディアヴロは、バドゥタへ手を突き出した。

《天てん魔まの杖つえ》なら足元に落ちているが、拾うためにかがんだら、そのまま倒れてしまいそうだ。

　自分はダメージなんて大したことないし、武器なんて必要ないし、まだまだ余裕あるから──という渾こん身しんの魔王ロールプレイだった。

　弱気は絶対に見せない。

　バドゥタが顔を引きつらせた。

　底に向かって怒鳴る。

「シーリュー!!」




「はい、ご主人様！」

　視線を向けると、ほぼ裸のメイドが、短剣を手にしていた。

　レムの首筋に近づける。




　ディアヴロの血が沸騰した。

「貴様、殺すぞ！」

　しかし、シーリューは余裕の笑みを浮かべる。それほど、状況は相手に有利だった。

　バドゥタがかすれた声で言う。

「動くな、ということだ……」

　あからさまに人質を使ってきたか。

　魔王に人質など意味はない──と強がってもいいが、ここまで助けに来てしまっては、説得力がない。

　シーリューが口元の唾液をぬぐった。

「うふふ……結局は、ご主人様の作戦勝ちのようですね？」

　レムが叫ぶ。

「ディアヴロ！　わたしに構わず、戦ってください！」

「ハァ……ハァ……ディアヴロ様！　私のことも、気にしないでください！」

　ルマキーナも叫んだ。顔が上気している。助けに来るまでに、しばらくいじられていたようだから、そのせいか。

　ディアヴロは拳を握りしめた。

　怒りに震える。

　──二人を見捨てるくらいなら、そもそも助けになど来ていない。

　どうする？

　どうやって助ける？




　円筒形の空間を一筋の矢が駆け抜ける。




　シェラが放ったものだった。

　虚空を切り裂いた矢が、漆黒の残像を引く。クルムが魔力を付与した効果か。

　ディアヴロでさえ見失いそうになるほどの速さだった。

　祭壇へと向かう。

　シーリューが気付いたときには、もう短剣を摑つかんだ手を貫いていた。鏃やじりが指の腱を切断し、握力を奪う。

　そして貫通した矢が、彼女の手から短剣を弾き飛ばした。

「ぎゃあああああ──────ッ!!」

　シーリューが獣じみた悲鳴をあげた。

　追いかけるように、シェラの声が降ってくる。

「《エンジェルシュート》だよ！」

　武技だった。

「あがあぁぁぁぁぁ──!!」

　シーリューの右手が、パキパキと灰色になりはじめた。

　あんな効果は、《エンジェルシュート》にはない。命中精度を大幅に上昇させるだけの武技のはず。なにが起きているのか？

　悲鳴をあげていたメイドが、とうとう声すら出せなくなった。なんと全身が灰色になり、石化してしまったのだ。
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　もしかして、これがクルムの魔力による効果か！

　シェラが動揺する。

「ク、クルムちゃん……これ恐すぎて、使いにくいよぉ～!?」

　──意外な戦力だったな。

　ディアヴロは内心で驚いていた。

　クルムの与えた弓も強力だが……《エンジェルシュート》はレベル60の武技だ。まさか、そこまで高レベルの射手だったとは。

　そういえば、弓使いとしては子供の頃でレベル40、と言っていたか。

　ぽやんぽやんな言動のせいで、今までシェラに戦闘で頼ったことがなかった。シノビと戦ったときに武技が使えることは気付いていたが……

　彼女が本気で弓を使うのを見たのは初めてかもしれない。




　バドゥタが茫ぼう然ぜんとしている。

「シーリュー……？　返事をせんか、シーリュー……」

　石化したメイドが言葉を返すことはなかった。

　本物の魔王クレブスクルムが武器に付与した石化効果は、どのていど続くのだろうか。




　祭壇のうえで、ちょろちょろと動く影があった。

　ウサミミが揺れる。

　グラスウォーカーのホルンだ。

「えへへ、オレが役立つってことをダンナにアッピールしないとじゃん？」

　レムが驚きの声をあげる。

「どうやって、ここまで!?」

「そりゃ、デコボコの壁をポンポンと、縦にね」

　ホルンは背負った小剣を抜くと、レムの手と足を拘束していた縄を切る。ようやく、彼女は自由になれた。

「あ、ありがとうございます！」

「んっふっふ～。じゅ～ぶん感謝して！」

　すぐに二人でルマキーナも助ける。

「ああ、どなたか存じませんが、ありがとうございます！」

「あ、そういや、自己紹介もしてなかったすか？　オレはホルン！　一緒にダンジョン攻略に行こうっす！」
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　──な～んとか、勝ったな。

　内心でため息をついた。

　ディアヴロはなるべく威圧的に言う。

「フッ……どうした、バドゥタ？　かかってこないのか？　ならば、我が魔術で灰にしてくれるぞ？」

「ば、馬鹿な……」

「負けたときに衝撃を受けるということは、それだけ慢心していた、ということだ。貴様の慎重さなんぞ所詮は思いこみだったな」

「ぐっ……おのれ……おのれ……」

「フンッ、戦意喪失したヤツなど、我が魔術を使うに値せん。法の裁きを受けるがいい」

　ディアヴロは手を下ろす。

　バドゥタが睨にらみつけてきた。

「……其方そなたたちは、絶望に沈むことになる」

「ほう？」

「悲嘆に暮れる顔を眺めてやれないのは、残念だが……」

　相手が右拳を握る。

　──こいつ！　まだ戦う気なのか!?

　ディアヴロは魔術の集中に入る。

　バドゥタの拳が輝いた。

　相手のほうが早く武技を発動させる。

「どぅうおおおおおお────────ッ!!」

　先ほどの《フィンガーブレイド》と同じような、素手による武技だ。

　技そのものを見ないと、どの武技かは確定できないが……

　ゆっくり待ってやる余裕はない。なにせ、今のディアヴロは攻撃を受けたら命がないのだから。

　バドゥタが拳を突き出す。

　Ｓ気Ｐ力を乗せた光弾が、こちらに飛んできた。《シャイニングブロウ》か。

　ディアヴロは叫ぶ。

「《ダークネスカノン》ッ!!」

　闇属性の高位魔術だ。魔力を凝縮した漆黒の砲弾を放つ。

　こちらも《天てん魔まの杖つえ》を持っていなかったので、奇しくも同じような技のぶつかり合いになった。光と闇という正反対の属性だが。

　互いの放った攻撃が、ぎりぎりと鬩せめぎ合う。

　衝撃波が広がった。

　石壁を軋きしませる。

　天井から、とうとう石が落ちた。滝のように砂も落ちてくる。もう石壁が持たないかもしれない。

　ディアヴロは断言する。




「単純なぶつかり合いであれば、レベルも装備も上の俺が負ける要素は、ない」




《ダークネスカノン》の砲弾が、バドゥタの光球を押し切った。

　大技を放って硬直しているところへ命中する。

「ゴバァアァァァ──────ッ!!」

　吹っ飛んだ。

　バドゥタが石壁に激突し、予想以上に大きく崩れた。

　その震動で、さらに砂が落ちてくる。

　もうバドゥタは動かなかった。




　ギシリギシリ、と円筒形の空間全体が軋んでいるような嫌な音が響き渡る。

　どうやら建物に大きなダメージを与えてしまったらしい。

　シェラが階段を駆け下りてきた。

「ディアヴロ──ッ!!」

「ば、馬鹿者！　なぜ来た!?」

「だって、ディアヴロが大変そうなんだもん！」

「もう建物が崩れるぞ！」

「うん！　だから、急いで出なくちゃ！」

　シェラには〝自分だけが助かる〟という選択肢が、すっかり抜け落ちていた。

　転がっていた《天てん魔まの杖つえ》を、彼女が拾ってくれる。

　ドガガッ、と階段の上のほうから大きな音が聞こえてきた。

　振り返ると、ちょうどシェラの立っていたあたり──

　入口が崩れている。

「ひゃ～～～ !?」

　シェラが悲鳴をあげた。

　もしも、彼女が保身を考えて扉のあたりで待っていたら、石の下敷きだったか。

　ディアヴロは呼吸を整える。

「ふぅー……」

　シェラが涙目だ。

「ど、どうする!?　出るとこなくなっちゃったよ!?」

「下へ急ぐぞ」

「ふぇ～!?」

「説明している時間はない」

　天井から、どんどん砂が落ちてくる。

　やはり、この円筒形の空間は、持ちそうになかった。

　片腕が千切れそうな状態なので、かなり走りにくかったが……左手には《魔王の指輪》がついている。これを失うわけにはいかない。

　大急ぎで底まで走った。

　シェラが《天てん魔まの杖つえ》を持って後をついてくる。

　底まで行き、こんな状況ですら快楽に溺れている者たちを避けて走る。こいつらは砂に埋もれ、落石に潰されても、正気を取り戻すことがなかった。

　祭壇に辿たどり着く。




「ディアヴロッ!!」

　胸に飛びこんできたのは、レムだった。

　いつも落ち着いている少女が、こんなにも感情的になるなんて……

　思わず真顔になってしまう。

「ま、まさか、最後までされちゃったとか……？」

「はっ!?　なにを馬鹿なことを言ってるんですか!?　わたしは指一本、触れられていません！」

「じゃあ、ルマキーナが!?」

　カアアアァ……とルマキーナが顔を赤くする。泣き腫らした目元と相まって、かなりヤバイ空気が漂った。

「さ、されていません！　さ、触られたり、舐なめられたり……しましたけど……でも……それだけで……私、されてませんよね、レム!?　なんとか言ってください！」

　レムが真剣な顔で言う。

「……早く脱出しましょう、ディアヴロ」

「レム──!?」

　ルマキーナが泣きそうだった。

　二人のメンタルケアは大切だが、砂と石に押し潰される状況を脱した後の話だ。

　ホルンが顔を出した。

「ダンナ！　どどどうするんすかー!?」

「まだ居たのか。さっさと逃げたかと思っていたぞ」

「酷いっすー!?」

　ディアヴロはシェラから《天てん魔まの杖つえ》を受け取り、祭壇に突き立てた。

　範囲は接触。

　少し長めの集中時間が必要だ。

　──崩れてくるなよ～？

　ワーワー騒ぐホルンを、レムが羽交い締めにして黙らせた。

　シェラとルマキーナが真剣な顔で見つめてくる。

　ディアヴロは魔術を唱える。




「我が意により在るべき位置を変えよ──《アドゼット》ッ!!」




　祭壇が浮上した。

　そして、天井が崩れてくる。

　幾つもの石と膨大な砂が落ちてきた。

　シェラが叫ぶ。

「デ、ディアヴロ、助けて──────ッ!!」

「任せておけ」




　──残りのＭＰ精神力……この極大魔術に、全部、つっこむ！




「大気よ唸うなれ、螺ら旋せんに捻れ、天地を貫け！　《グランドトルネイド》ッ!!」





エピローグ




　ジルコンタワー市の西側──

　夜が明ける直前で、もう空は明るくなっている。いくつもあるテントが照らし出された。

　いつもは行列のできている場所に、今は誰もいない。

　夜に謎の爆発が起きたことと、さらに原因不明の震動が続いたことで、人々はテント群から離れていた。

　一つのテントが、地面に吸いこまれていく。

　穴が開いた。

　すり鉢状に砂が落ちていき、その穴が広がっていく。

　遠巻きに見ていた人々が、この世の終わりか、地獄の蓋が開いたか、と悲鳴をあげる。




　穴から竜巻が吹き出してきた。




　石や砂や、一度は落ちたテントの一部などが空に巻き上がり、周りに落ちてくる。

　大勢でなければ持ち上がらないであろう重たい物が、まるで雨のように降ってくるのだ。

　人々は悲鳴をあげ、恐れおののく。

　そして、彼らは見た。

　穴の底から、祭壇が上がってくる。

　何人かの少女たちが身を寄せ合っていた。

　祭壇の中央に立っているのは、漆黒の衣を纏まとった男だ。角が生えている。

　誰かがつぶやいた。




　──魔王だ。
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「う、浮いてる!?　浮いてるっす～!?」

「……騒がないでください。ディアヴロの集中が乱れます」

　落ち着きのないホルンの口を、レムが両手で塞いだ。

「むー!?　むぐー!?」

「……おだまり」




　驚きのあまり腰の抜けたルマキーナを、シェラが肩を抱いて支えている。

「な、なんて、すごい……」

「ルマキーナちゃん、大丈夫？」

「や、やっぱり……ディアヴロ様は……神様なんですね……」

「ほんとに大丈夫かな!?」

　クルムの世話をするうち、シェラは少しお姉さんぽくなったかもしれない。

　そういえば、石化したシーリューも祭壇の隅に立っていた。どうなるんだろうか、これは？




　二度目ということもあって、前よりは安定して《飛ひ翔しよう魔術》が使えていた。

　上から見ると、地面が大きく陥没しているのがわかる。

「少し離れたところに降ろすか」

　横に動かすのは苦手なのだが、陥没した場所の近くに降ろすのは危あぶなそうだ。街の人々が注目していてやりにくいし。

　これだけ目立つことをしておいて何だが……

　ディアヴロは大勢に注目されると落ち着きがなくなるのだった。

　ゆっくりと街の外へ、祭壇を動かす。

　レムが遠くへと視線を投げる。

「……素敵です」

「ん？　ああ……」

　ちょうど朝日が地平線から昇ってくるところだった。

　雲が真っ赤に焼けている。

　こちらを見つめるレムの瞳が、うるんでいた。頰がほんのり染まっている。

　いつも可愛いと思ってはいるが……今日のレムは、このまま抱きかかえて持ち帰りたいくらいだった。

　──いや、同じ所に帰るんだけども。

　助けられてよかった、と改めて思うのだった。

　そんなレムの手のなかで、ホルンが息ができなくて死にかけている。

「ンッ……ングッ……!!」




「デ、ディアヴロ！」

　急に血相を変えた声をあげたのは、シェラだった。

　振り向けば、ルマキーナがつらそうな顔をしている。呼吸を荒くしていた。

「ハァ……ハァ……ハァ……ハァ……」

「なんだ!?　なにがあった!?」

「これ！」

　シェラが、ルマキーナの服をまくりあげる。

　太股のところに、黒紫色の痣あざができていた。

　×印の。

「……なぜですッ!?」

　レムが叫んだ。

　ディアヴロは鳥肌が立つのを感じた。




「告こく死し病びよう……」




　ディアヴロは自分の言葉が、まるで他人が言ったかのように遠く感じた。

　ルマキーナには奇跡の効果がない。彼女自身が言っていた──誰が祈ろうと、かすり傷ひとつ治せない、と。

　神官に祈ってもらっても、これを治すことはできない。

　ディアヴロは拳を握りしめた。

　バドゥタが言っていたのは、これのことか！




〝……其方そなたたちは、絶望に沈むことになる〟




　おそらく、ルマキーナを捕らえたとき何かしらやったのだろう。あの場所で呪術を行っていたのだから。

　シェラが震える。

「うそ……ル、ルマキーナちゃん……死んじゃう……。ディアヴロ、助けて……」

　その瞳が涙であふれた。

　ルマキーナが苦しげにしつつ、笑みを浮かべた。

「泣かないでください……シェラ。へいき……です……わたしが死ぬなら、それは神様の思し召し……」

「そうだな。だから、貴様は、まだ死なない」

「え？」

「腐った教会を正すのだろう？　そのために聖騎士長を頼って、ここまで来た。そうじゃないのか？」

「……その……とおりです」

「貴様が旅してきたのは、枢教院から逃げ隠れするためか？　それとも、抗うためか？」

「あ、抗うため、に」

「ならば！　腹に力を入れろ。呪術などに屈するな。貴様が必要とするなら……我が力を貸してやろう！」

　ルマキーナの瞳に生気が戻る。

　荒くなっていた呼吸が、いくらか落ち着いてきた。

　シェラに支えられたままではあったが、身体を起こす。

　両手を合わせた。

「はい……私、呪術なんかに……負けません」

「うむ！　我を信じるがいい、その呪術を打ち消してくれよう」

「もちろん、信じております」

　ルマキーナがうなずいた。

　シェラが尋ねてくる。

「どうするの、ディアヴロ!?」

　レムとホルンも、じっと見つめてくる。

　ディアヴロは唇の端を歪ゆがめ、笑みを浮かべた。
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「あるダンジョンに向かう！　そこで貴様たちは必要としている物を得るであろう！」




　固有空間の宝物庫には、期間限定イベントで入手した〝告死病を治癒するお守り〟が保管されているはずだ。

　ホルンが拳を振り上げた。

「おっしゃ～～～あ!!」





つづく







あとがき




『異世界魔王と召喚少女の奴隷魔術』第四巻を読んでいただき、ありがとうございました。

　著者の『むらさきゆきや』です。




　新章突入！　という感じの今巻でした。

　新ヒロインのルマキーナは、お堅いキャラの予定だったんですが……ちょっと面白い子になっちゃいましたね。気に入ってもらえたなら嬉しいです。早くも死にかけてますけれども……

　今回は、ちょっと多すぎるかな？　と思うくらいバトル多めでした。なんとか１冊で終えられてホッとしています。

　前巻の魔王クレブスクルムは〝スペック高いけれど戦法はお子様〟でしたが今回の敵は〝スペック劣るけれど策士〟でした。楽しんでいただけたなら幸いです。




　次巻では、とうとうディアヴロの固有空間へ！　自分の作ったダンジョン攻略です！







　宣伝になります──福ふく田だ直なお叶と先生によるコミック第１巻が本書と同時刊行しております！　コミカライズならではの要素も満載なので、ぜひ読んでみてください。

　連載はＷＥＢ漫画ニコニコ静画『水曜日のシリウス』にて。無料公開中です。

『覇は剣けんの皇こう姫きアルティーナ』（ファミ通文庫）刊行中です。




　謝辞──

　鶴つる崎さき貴たか大ひろ先生、素敵なイラストをありがとうございます。いつも限界に挑戦という感じですが、今回はかなり攻めてましたね！

　デザイナーのアフターグロウ大おお石いし様、いつもありがとうございます。今回も完璧なデザインでした。

　担当編集の庄しよう司じ様、あれこれご迷惑をおかけしております。お陰様で本になりました。

　講談社ラノベ文庫編集部の皆様と、関係者の方々。応援してくれている家族と友人たち。

　そして、読んでくださった読者様に最高レベルの感謝を。ありがとうございました！


むらさきゆきや　　　　　
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本作品は、二〇一六年二月、小社より講談社ラノベ文庫として刊行されたものを電子書籍化したものです。





◎本電子書籍内の外部リンクに関して





ご利用の端末によっては、リンク機能が制限され正しく動作しない場合があります。また、リンク先のｗｅｂサイト、メールアドレス、電話番号は、事前のご連絡なく削除あるいは変更されることもございます。ご了承ください。







異い世せ界かい魔ま王おうと召しよう喚かん少しよう女じよの奴ど隷れい魔ま術じゆつ４




二〇一六年三月一日発行

むらさきゆきや
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